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序

デ ー タベ ー ス は、 わ が 国 の 情 報 化 の 進展 上 、 重要 な 役 割 を果 た す も の と期 待 され て い る。

今 後 、 デ ー タベ ー スの 普 及 に よ り、 わ が国 に お いて健 全 な 高度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 さ

れ る。 さ らに 海 外 に 対 して 提 供 可 能 な デ ー タベ ー ス の 整 備 は、 国 際 的 な情 報 化 へ の 貢 献 お

よ び 自由 な情 報 流通 の 確 保 の 観 点 か らも必 要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 し

て い るデ ー タベ ース の 中 で わ が 国 独 自の も の は1/4に す ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わ が 国

デ ー タベ ー スサ ー ビ ス ひ い て は バ ラ ン スあ る情 報産 業 の 健 全 な 発 展 を図 る た め に は、 わ が

国 独 自の デ ー タベ ー ス の構 築 お よ び デ ー タベ ー ス関 連 技 術 の研 究 開 発 を強 力 に 促進 し、 デ

ー タベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る
。

こ の よ うな要 請 に応 え る た め 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター で は 日本 自転車 振 興 会

か ら機 械 工 業 振 興資 金 の 交 付 を 受 け て、 デ ー タベー ス の構 築 お よ び 技 術 開 発 に つ い て 民 間

企 業 、 団 体 等 に対 して 委 託 事 業 を実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内 容 は、 社 会 的、 経済 的、 国

際 的 に重 要 で、 ま た地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の 促 進 に寄 与 す る と 考 え られ て い る デ ー タ ベ ー

スの 構築 とデ ー タベ ー ス作 成 の 効 率 化 、 流 通 の 促進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な どに 関 係 し

た ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア 技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 っ て、 当財 団 に 学 識経 験 者 の方 々 で構 成 され る デ ー タベ ー ス構 築 ・技

術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 東 京 工 科 大学 教 授 西 野 博 二 氏)を 設 置 して い る。

こ の 「九 州 地 域 の 人 材 情 報 デ ー タベ ー ス 構 築 に関 す る 調 査 研 究 」 は 平 成 元 年 度 の デ ー タ

ベ ー スの 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 と して、 当財 団 が 財 団 法 人 九 州 産 業 技 術 セ ン タ

ー に対 して 委 託 実 施 し た課 題 の 一 つ で あ る。 こ の成 果 が 、 デ ー タベ ー スに 興 味 をお 持 ち の

方 々 や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お 役 に 立 て ば 幸 い で あ る。

なお、 平 成 元 年 度 デ ー タベ ー ス の 構 築促 進 お よび 技 術 開 発 促 進 事 業 で実 施 した課 題 は 次

表 の とお りで あ る。

平城2年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター

1



平 成 元 年 度 デ ・.タ ベ ー ス 構 築 ・技 術 開 発 促 迦 委 託 脚 魍

分 野 螺 題 名

1気 候凶報データベースの個築

21U磁 波環境陣秘に関す るデータベースの情築

3双{日 情報 シソーラスの 情築

'
4意 味 情報を中核 とした医原評 価データベース とコ ミュニ ケ ーシ 日ンシステ

社 会 ムの構築

5ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソンの1胴 ロ二一ズに即 した ライフサ ポー1・デ一夕ペ

一スの構築

6油 物館川報 デ一 夕ベース ジス テムの 情築

1中 央省庁での耐子叶ハ?1現利mに 閲する報告田のデータベース化

8沖11‖ 地域 にお け る文化1当駅データベ ースの嫡築

地 域 活 性 化
9九 川地域の人材間組データベース構築に関する調査研究

中 小 企 業 振 興
10高 岡市簡閲データベースの構築

ll・ 地域の物 産 ・人材 ・文化1川 口のデー タベース構築 と新 しい地域間交 流1齪

に関す る闘査研究

地 図 12マ ル チメデ ィア型地図 デー タベース情築の ための調 査研究

エ ネル ギ ー 資 源 13燃 焼 技術 と燃焼 装田1股llの デ ータベ ース作成

14技 術支援 システムにおける産業1則 戎部品デ ータベ ースの 情築

部 品 ・ 材 料 15マ イクロ コンピュー タのプ ログラマ ブル周辺 デバ イスのデ ータベ ース栖箪

16イ オ ンク ロマ トグ ラフ ィー ・デ ー タベ ー スの 構築

標 準 化
11CD-ROMマ ル チ メ デ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ トの 槻 五

泊 外 18デ ー タベー ス描築のための ター ミノロジーの則 査研究

lg異 種デー タか ら構成 され るデ ータベ ースの 総合的処1副 安衛 に関 すろ別釧

技 術 究

20バ イナリモデルに基づ く先端的文田検索 システムの開発
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州 出域の人材デー タベースのニーズ把握
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▼

工.調 査 研 究 の 目的 ・内容 ・実 施 体 制

1.1目 的

九 州 地 域 は全 県 が テ クノ ポ リスの 指 定 を受 け産 業 の 高 度 化 を 推 進 して い る と こ ろ で

あ り、 先 端 的 か つ 高 度 な技 術 を体 得 化 した技 術 者 、 研 究 者 等 に 対 す る地 域 企 業 の ニ ー

ズ に応 え るべ く 「人 材 デ ー タ」 を蓄 積 して い る地 域 も見 られ る。 しか し、 単 独 の 地 域

で は 人 材 で 一 タの 分 野 に偏 りが あ り、 必 ず しも ニ ー ズ に マ ッチ す る も の と は な っ て い

な い 点 が 指 摘 され てお り、 昭 和63年 度 に 九州 地 域 を対 象 と し て実 施 さ れ た 「テ ク ノ

ネ ッ トワ ー ク構 想 推 進 調 査 」(立 地 公 害 局)に 於 て地 域 間 交 流 特 に研 究 者 情 報 、 人 材

情 報 、 技 術 情 報 を 中 心 とす る デ ー タネ ッ トワー クの 形 成 は、 九 州 地 域 産 業 の 活 性 化 に

不 可 欠 との 提 言 が な され て い る。 と りわ け 人材 ネ ッ トワー ク(人 脈)を 十 分 に形 成 し

て い な い 地 域 中小 企 業 が新 分 野、 新 技 術 に 取 り組 も う とす る 場 合 に技 術 、 市 場 、 パー

トナ ー 、 ア ドバ イザ ー等 の情 報 収 集 に於 て、 人 材 デ ー タベ ー ス は きわ め て有 効 な 要 素

と考 え られ る。

こ う し た状 況 を ふ ま え本 調 査 で は、 九 州 地域 が 持 つ 人材 デ ー タベ ー ス と りわ け 、 研

究 開 発 ・技 術 開 発 に必 要 な 人 材 デ ー タベ ー スに 対 す る ニ ー ズ を確 認 す る と共 に、 情 報

の形 成 内 容 及び 情 報 源 を 具 体 的 な形 で明 らか にす る。 さ らに、 絞 られ た 人 材 デ ー タベ

ー ス の ニ ー ズに適 合 す る デ ー タベ ー ス が どの程 度 存 在(計 画 も 含 め)す るの か 摺 り合

わせ を 行 う。 そ の 結 果 、 テ ク ノ ネ ッ トワー ク形 成 の 視 点 を踏 ま え て、 研 究 開 発 ・技 術

開発 に よ る 九州 経 済 浮 揚 の た め の 望 ま し い人材 デ ー タベ ー ス とそ の運 用 体 制 に つ い て

提 言 す る こ とを 目的 と す る。

こ.2内 容

(1)九 州 地 域 の 人 材 デ ー タベ ー ス の ニ ー ズ 把 握

九 州 地 域 が研 究 開 発,技 術 開 発 を行お うとす る とき の 技 術 情 報,と りわ け研 究 者,

技術 者 情 報(技 術 シー ズを 含 む)に 対 す るニ ー ズ を,ア ン ケ ー ト調査 に よ り把 握 し,

情 報 の 形 成,内 容,量,ア クセ ス 方 法,媒 体,提 供 の 方 法,コ ス ト等 にわ た り具 体 的

に把 握 す る。

対 象:九 州 地 域 内 の 公 的 試験 研 究 機 関 お よ び 企 業

調 査 数:250社 程 度

、

(2)人 材 デ ー タベ ー ス の ニ ー ズ と供 給 体 制

既 存 お よ び 計 画 中 の 技 術 ・人 材 デ ー タベ ー ス に つ い て比 較 検 討 を行 い,既 存 あ る い

は計 画 中 の もの で は 満 足 で き な い 部 分,不 便 な部 分,不 十 分 な機 能(付 加 さ れ た サ ー

ビス)等 に っ い て 明 らか に す る。

(3)新 た に 構 築 す べ き人 材 デ ー タベ ー スの 提 示

九 州 地 域 の ニ ー ズ に 応 え る た め の 研 究 者,技 術 者 等 を 中心 と し た 「人 材 デ ー タベ ー

ス」 の あ り方,情 報 範 囲,内 容,形 式,提 供 の 方 法,メ ン テ ナ ン スの 方 法,さ らに 情

報 提 供 に 付加 され る サ ー ビス の 内 容 につ い て検 討 提 示 す る。

＼
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(4)人 材 デ ー タベ ー ス の 構 築 ・運 営 パ ター ン

九 州 地 域 の ニ ー ズ に応 え るべ く新 た に構 築 す べ き人 材 デ ー タベ ー ス に つ い て ,情 報

収 集,情 報 提 供,メ ンテ ナ ンス の 方法,さ らに デ ー タベ ー ス運 営 にあ た っ ての セ ン タ

ー 機 能 と ネ ッ トワー ク機 関 と の 協 力 関係 を 複数 提 案 す る
。

(5)デ ー タベ ー ス モ デ ル システ ム の検 討

デ ー タベ ー ス 構 築 に あ たっ ての デー タベ ー ス の 形 成,ア ウ トプ ッ ト,イ ンプ ッ トの

方法 、 提 供 シ ス テ ム等 につ い て検 討 を行 う。

(6)構 築 す べ き人 材 デ ー タベ ー ス の 提案

提 案 され た複 数 の パ ター ンに つ いて課 題,方 策 をそ れ ぞ れ 検 討 し,九 州 企 業 の ニ ー

ズ と活 性 化 の 視 点 お よ び実 現 性 の観 点 か らア ク シ ョ ン プ ロ グ ラム を描 き 評 価 を 行 う。

法,提 供 シス テ ム 等 に つ い て検 討 を行 う。

▼

'

■
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1.3実 施 体 制

当該 調 査 研 究 の 目的 を達 成 す るた め、 次 の 産 学 問 の学 識 経 験 者 か ら構 成す る 「九

州 地 域 人 材 情 報 デ ー タベ ー ス調 査委 員 会 」 を設 け る。

当調 査 委員 会 に は委 員 長 をお き、 目的 達成 の た め、 関 係 か 茎 関東 との 連絡 ・協 議

を 行 い、 目的 達 成 の た め 円 滑 な運 営 を行 う。

ま た、 当委 員 会 は ワー キ ン グ グル ー プ を設 営 し、 必 要 な 資 料 等 の 作 成 を指 示 す る。

なお 、 当委 員 会 の 事 務 局 は(財)九 州 産業 技 術 セ ン ター に 置 く。

ア ン ケ ー ト調 査 ・分 析 及 び 既 存 デ ー タベ ー ス調 査 は 外 部 機 関 に委 託 して実 施 す る。

(!)九 州 地域 人材情 報 デー タベ ー ス調査委員会

委員長

委 員

九州大学名誉教授

技術企画委員長

九州大字数授

楠 浩一郎

村上 幸人

九州大字数授 山藤 馨

九州工業大学教授 有田五次郎

▼

、

4
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大分大学教授

九州通商産業局

機械情報産業課長

〃

技術振興課長

日本電信電話㈱

地域情報化推進部長

旭化成工業㈱

部長

味の素㈱

工場次長

(2)ワ ー キ ンググル ープ

構成 メンバー:

九州通 商産業用

機 械情 報産業課 係長

〃

技 術 振 興 課 係 長

(財)九 州 産 業 技 術 センター

課 長

湯川 俊明

光 山 準 一

縄田 研治

宇津宮孝一

永尾 裕司

志岐 清明

坂井 敬明

樽山 陵

吉井 寛依

(財)九 州 産 業 技 術 センター

課 長

〃

課 長

(財)九 州 産 業 技 術 センター

課 長(前 任)
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山崎 正美

小 林 昌一
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2.検 討 結 果

2.1九 州 地 域 の人 材 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ把 握

2.1.1調 査 の概 要

(1)調 査 の 概 要 ・目的

研 究 開 発 が 産 業 の 重 要 な基 盤 で あ る 今 日、 九 州 地 域 の 産 業 の 発 展 を促 進 す る た め に

は 産 業 の ニ ー ズ と シー ズ に関 す る 情 報 中 で も 「人 材 」 に関 す る 情 報 の 公 開 が重 要 な課

題 と考 え られ てお り、 これ らの 情 報 を提 供 す る機 関 の 設 立 も強 く求 め られ て い る。

本調 査 は、 この よ うな状 況 を踏 ま え人 材 デ ー タベ ー ス に関 す る ニ ー ズ や 運 用 体 制 に関

す る 情 報 を 収 集 し、 人 材 デ ー タベ ー ス を構 築す る上 で の 参 考 資 料 とす る た め に 実 施 し

た も の で あ る。

ア ン ケ ー ト内 容 は2部 に 分 け、 第1部(パ ーーート1)は 人 材 デ ー タベ ー ス に関 す る一

般 的 ニ ー ズ の把 握 、 第2部(パ ー トll)で は人 材 デ ー タベ ーーース の具 体 例 を提 示 し、 そ

れ に対 す る 評価 を把 握 した。 な お、 ア ン ケ ー トの 調 査 表 を 資 料 編 に示 し た。

(2)調 査 の 対 象

九 州 地 域 の行 政 、 公 的試 験 研 究 機 関 お よ び企 業

(3)サ ン プル 数 と 回 収 状 況

対 象 設定数 回収数 回収率(幻

行 政 9 9 100

研究機関 33 24 72.7

民間企業 2C8 92 44.2

合 計 250 125 50.0

▼

♪

(4)抽 出方 法

行 政

研究機 関

民間企業

九州7県 及 び政 令市

九州地 区工 場名鑑 よ り系統抽出

センター会員名簿、 九州地 区工場名鑑 より系統抽出

●

■

」

,㍉

(5)'調 査 方 法

郵 送 法 に よ る

(6)調 査 期 間

平 成 元 年10月23日 ～11月6日
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2.1.2人 材 デ ー タ ベ ー ス に つ い て

く1)人 材 デ ー タ ベ ー ス の 知 名 状 況

人 材 デ ー タベ ー ス と い う 言 葉 を 「聞 い た こ と が あ る 」 と 回 答 した 割 合 は87

%を 占 め 、 そ の 言 葉 自 体 は ほ ぼ 定 着 して い る と見 て よ い だ ろ う。 一 方 「聞 い た

こ と が な い 」 と 回 答 した の は 行 政 で は 皆 無 で あ る が 研 究 機 関 で8%
、 民 間 企 業

で は15%と 多 くな っ て い る。

も

◎

(図1)人 材 デ ー タベ ー ス の 知 名 率
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(2)人 材 を 探 す 上 で の 苦 労

こ れ まで に 人材 を 探 す 上 で 苦 労 し た 経 験 が 「あ る 」 と 回 答 し た 団 体 は71%

で あ る。 こ の 割 合 は 民 間 企 業 に 比 べ 行 政 、 研 究 機 関 で よ り多 く共 に8割 を 越 え

る。

そ の 内 訳 を み る と、 「技 術 問 題 を 相 談 す る相 手 を 探 す 上 で 」67%、 「講 演

会 ・ 研 修 会 等 の 講 師 を 探 す 上 で 」44%、 「市 場 問 題 を 相 談 す る相 手 を探 す 上

で 」19%と な っ て い る。 機 関 別 で は 研 究 機 関 で 「講 演 会 、 研 修 会 等 の 講 師 を

探 す 上 で 」 、 民 間 企 業 で 「市 場 問 題 を 相 談 す る相 手 を 探 す 上 で 」 困 っ た と して

お り、 両 機 関 別 の 内 容 の 違 い が う か が え る。

(図2)人 材 を探 す上 で の 苦 労の 有 無

L (図3)苦 労の内容(ト1=88)

樹梢問題を相談する相手を探ず上で

講演会、研修会等の講師を探す上で

市場問題を相談する相手を探す上で

経営間口を札鼓する相手を探ナ上で,・

そ の 他

一6一
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寸

2.1.3人 材 に 関 す る情 報 収 集 に つ い て

(1)人 材 情 報 に 関 す る収 集 状 況

人 材 に 関 す る 情 報 を 「積 極 的 に 収 集 し て い る 」 団 体 は6%と 少 な い が 「必 要

に 応 じて 収 集 し て い る 」 の56%を 合 わ せ る と6割 強 の 団 体 が な ん ら か の 形 で

人 材 情 報 を 収 集 し て い る。

「特 に 収 集 し て い る わ け で は な い 」 と 回 答 し た 団 体 を み る と、 公 的 機 関(25

%)に 比 べ 民 間 企 業 の 方 が42%と 高 くな っ て い る。

全 体(N=124)

そ〒 王女(N;8)

研究機関(N=24)

民間企業(N=92)

纏

1に

必
要
に
応
じ
て

収
集

し
て
い
る

特

に
収
集
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い

(図4.)人 材 情 報 に 関 す る収 集 状 況
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(2)人 材 情 報 の 入 手 先

人 材 情 報 の 入 手 先 と し て は 「大 学 」 を あ げ る 団 体 が51%と 最 も 多 い。 次 い

で 「国 、 自治 体 な ど の 行 政 機 関 」31%、 以 下 、 「公 立 の 研 究 機 関 」 「技 術 情

報 誌 」 各30%、 「公 立 の 試 験 所 」27%、 「連 携 企 業 」23%、 「マ ス コ ミ」

22%の 順 で あ る。

団 体 別 に み る と、 行 政 で は 「国 ・自 治 体 な ど の 行 政 機 関 」 「大 学 」 「公 立 の

試 験 所 」 「経 済 団 体 」 な ど か ら 主 に 収 集 して い るの に 対 し、 研 究 機 関 で は そ れ

以 外 に 「公 立 の 研 究 機 関 」 「マ ス コ ミ 」 「技 術 情 報 誌 」 「異 業 種 交 流 会 」 な ど

多 方 面 に わ た っ て い る。 ま た 民 間 企 業 で は 「大 学 」 が 多 く、 そ の 他 「連 携 企 業 」

が 目 立 つ 程 度 で 国 や 公 立 、 私 立 の 研 究 機 関 か らの 入 手 は 少 な い。
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(3)入 手 費 用(月 平 均)

人 材 情 報 の 入 手 費 用(新 聞 、 雑 誌 代 を 含 む)と して は、rl万 円 以 下 」 が30

%と 最 も 多 く、 これ に 「1～5万 円 未 満 」 の19%を 合 わ せ る と全 体 の5割 弱

が5万 円 未 満 と な っ て い る。.

団 体 別 に み る と、 行 政 、 研 究 機 関 と も 「1万 円 以 下 」 に 半 数 以 上 が 集 中 し、

民 間 企 業 に 比 べ る と予 算 は 小 規 模 とな っ て い る。

己

1万 円 以 下

]万 円 ～5万 円未満

3万 円 ～IM万 円未満

le万 円 ～2Z万 円米満

2Z万 円 ～泌 万 円未満

se万 円 ～lez万 円未満

100万 円～-2zz万 円未満

2E)e万 円 以 上

7ミ θ,日

ひU 10 26

已3.2

已1'6

b・ ・8

30白,

29.8

ノ!ノ//・! 282

(図6)入 手 費 用 (N=124)
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■

■

■

(4)収 集体 制

(10%)(32%)や 「特 定 の 個 人 」情報収集体制 としては 「特定の部署」

「不 明 」が 収 集 して い る と特 定 で き る ケ ー ス は 合 わ せ て も4割 程 度 と 少 な く、

が36%と 最 も多 く収 集 体 制 自体 が あ ま り確 立 さ れ て い な い よ う で あ る。

(均

 

一
特定の個八

一 り33・日→
一 工ε

.5

特定の部署

乙 否 句
、一 ♂ノt〕

不 明

(N=124)

 

制体集(図7)収

〈具体 的 な内 容 〉

特定の個人 特定 の部署 そ の 他

行 政
・必要 に応 じて

.技篇灘 藷集2件
・各 所 答 辞

研究機関

・技 術 相 談 室 長
・所 長

・調 査 部 ・企 画 室
・情 報 室2件
・総 務 課
・研 究 ス タ ・ソフ

・必要 に応 じて

.必欝 寳 誓3件

・管 理 課 、 電 算 課

:繍 顯 役員3件
・顧 問

:纏熱1錐
・人事 部6件

・必 要 に 応 じ て

各 課 が 収 集6件
・特 定 し て い な い

民間企業
・営 業 部4件
・研 究 開 発 グ ルー プ

3件

・記者等外勤者 を活用
◆中絶 警

託・企画室2件
・サ ー ビ ス 部 門

:麟 §理室
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》

〈5)管 理 方 法

人 材 情 報 の 管 理 方 法 と して は、 「フ ァ イ ル 」 が56%と 圧 倒 的 に 多 く、 「コ

ン ビi－ 夕 に 入 力 」 して い る と こ ろ は4%(5例)と 少 な い。 そ の 他 「不 明 」

と い う 回 答 も 多 くミ 先 の 質 問 と も 合 わ せ 管 理 体 制 の 不 明 確 さ に 起 因 し て い る も

の と思 わ れ る。

0 le 28 30 4z 50 60(幻

フ ァ イ ル E拗%%%%%%宏%滋%忽 田.6
t

コ ン ピ ュー タ に入 力Ptn.4.1

「一

蹴 業で一纏la8

1
そ 剛m酉1!.n

I

不 明 一29.:3
/!//ノ//

(図8)管 理 方 法(N=124)

θ
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2.1.4人 材 デ ー タベ ー ス の 所 有 状 況

(1)人 材 デ ー タ ベ ー ス の 所 有 状 況 と必 要 性

現 在 、 人材 デ ー タ ベ ー ス を 所 有 して い る 団 体 は19%、5社 に1社 の 割 合 で

あ る。 団 体 別 で は 行 政 が8例 中5例(63%) 、 研 究 機 関 で は24例 中9例(

38%)で ・ 民 間 企 業10例(11%)に 比 べ 公 的 団 体 の 所 有 率 が か な り 高 く

な っ て い る。

な お 、 人 材 デ ー タ ベ ー ス を 所 有 して い な い団 体 に 人 材 デ ー タ ベ ー ス の 必 要 性

に つ い て 尋 ね た が 「必 要 」(非 常 に 必 要+や や 必 要)と す る肯 定 意 見 が66%

を 占 め 「必 要 で な い 」(あ ま り必 要 で な い+必 要 で な い)の20%を 大 き く リ

ー ドす る 結 果 と な っ た
。

・㌧ ノ
ニ(図9)_べ 一_況

必要ではない2・9

霧
腰

35・B/

(図]0)必 要 性
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(2)収 集 方 法

現 在 、 人 材 デ ー タベ ー ス を 所 有 して い る団 体 の 収 集 方 法 を み る と、 「独 自 に

収 集 して 作 成 」 す る ケ ー ス が24例 中12例(50%)と 多 く・ 次 い で 「公 的

機 関 か ら収 集 」24例 中10例(42%)、 「専 門 の 機 関 か ら収 集 」24例 中

7例(29%)と な って い る。

サ ン プ ル 数 が 小 さ い の で 正 確 に は い え な い が 、 行 政 で は 「独 自 収 集 」 研 究 機

関 で は 「公 的 機 関 か ら収 集 」 民 間 企 業 で は 「専 門 機 関 か ら収 集 」 す る傾 向 が 見

受 け ら れ る。

9 19 22 4z 三e{膓:)

独獣離 して作成llZV%vaZZZZvaZv%vazzzse・z

連携企業から収集

公的機関から収集

■
0

一

一

ー
ー

ソ〃ンZ〃Zク72f〃/Z.:7Z//〃/L
吻 〃Z〃7//Z〃 ノ/ン/Z〃//;lz%%zzzzq・4

9Feの 鐡 からqSU"・Elzzzzzzzzzzzzzl2g.・ ・2

そ の 他

!

ZZIzn12.5
`

(図11)収 集 方 法(!=24)
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(3)入 力 件 数 二 ∵

蓄 積 さ れて い る 人 材 デ ー タ ベ ー ス の 入 力 件 数 を み る と 、 「1000件 未 満 」

に24例 中21例(88%)が 集 中 し、 、そ れ 以 上 の デ ー タ を 入 力 し て い る 団 体

は わ ず か3例 し か み ら れ な か っ た 。

IZ2目30405060・809Z(e! 。)

1,囮o件 未 満

1,0四 ～3,ezO件 未満

3,〔〕00～8,01aO件 未 満

&zoz,-1z,図ze件 未満

12,202件 以 上

多一 ひ輪 劣㌘ 〃Z/輪 〃　勿87・5

J..4・2

図』

4.2

4つ

(図12>4九 件 数(N・24)

(4)収 集 範 囲

人材 デ ー タ ベ ニ スO収 集 範 囲 は .「同 一 県 内 」.が10例(42%)ζ 最 も 多 い

が ・ 「全 国 レベ ル ・ を 蜘 こして し・る ケ づ も89・1( .33・%)見 受 け ら れ る な

ど収 集 範 囲 は 広 域 化 して い る。

zIo・2旦3自4050(k)

同一市町村内

同一県内

全国レベル

そ の 他

不 明

!/!… フフZ22Z2 、41・7

%クZZ・/¢.Z/2〃 〃zシγ㌘33.3

/多i/!ソZ,ZZシZ〆25.0

(図13)デ ー タベ ー ス の 収 集 範 囲(N=24)
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(5)収 集 分 野

人材 デ ー タ ベ ー ス と し て 収 集 して い る 分 野 と し て は 、 「学 界 」18例(75

%)や 「産 業 界 」1・6例(68%)が 多 く、 官 界 や 政 界 は 少 な い。

「学 界 」 の 人 材 デ ー タベ ー ス を 収 集 し て い る状 況 を'団体 別 に み る と、 行 政4

例 、 研 究 機 関7例 、 民 間 企 業7例 と な っ で い る。・一

学 界

産 業 界

官

政

そ の 〕

2

(図14)収 集 分 野'(Nニ24)

、
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(6)入 力 情 報

人 材 デ 一 夕ベ 一一ス に 入 力 さ れ て い る個 人 情 報 を み る と 、 「氏 名 」 は100%

「専 門 分 野 」 「勤 務 先 」 は90%台 、'「 職 業 」 は80%台 の 割 合 で 入 力 さ れ 、

以 下50%台 に 「生 年 月 日」 「現 住 所 」 「学 歴 」40%台 に 「資 格 」 「学 位 」

と な っ て い る。 そ れ 以 外 に は 「論 文 」 「レポ ー ト」 「著 書 」 「研 究 事 項 」 「授

賞 歴 」 な ど 入 力 し て い る ケ ー ス が 数 例 見 受 け ら れ る。

名

野

先

業

田

所

歴

借

位

他

船

務

胡

住

の

氏

専

勤

蓬

生

現

学

資

学

阜

21z2232仰s9一 迦』ge1田(::)

ン ハ ノ ノノ ノエ ヂ ア

ー83.3
95.8

'91
.7

一58.3
hmmWtmb...・
-58.3
匡認 識=z囮 ・1.7
-41.7
-al.7
∫

(図15)入 力 情 報(N=24)

〈 そ の 他 の 内 訳 〉

・論 文 4件

・研 究 事 項2件

・指 導分 野1件

◆レポ ー ト2件

・授 賞 歴

・趣 味

2件

1件

・著 書2件

・公 職

・作 品

1件

1件
ト
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2.1.5人 材 デ ー タベ ー ス の 利 用 状 況^

(1)利 用 経 験

これ ま で に、 人 材 に 関 す る こ と で デ ー タベ ー ス を 利 用 した 経 験 が 「あ る 」 と

回 答 し た 団 体 は2割 弱(19%)で あ る。

団 体 別 に み る と 、 民 間 企 業 に 比 べ 公 的 機 関 の 利 用 率 が よ り高 くな っ て い る。

全 体(Nニ ユ24)

行 政(1←8)

あ

ス
∂

な

、F
ピ

1

研究機関(N=24)

民 間企業(N=92)

'

巳//////// .・

25』 ク%
'ノン//〃 〆1ノ ノノ

1

75.Ol
l

/1
,.
ρ,

'

籏 多i図.8!
(図16)利 用 経 験

`
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(2)利 用 機 関

利 用 した こ と の あ る デ 」 タベ ー ス の 提 供 機 関 を 見 る と、 「公 的 機 関 」 の 利 用

が23例 中12例(52%)「 民 間 企 業 」 の 利 用 が23例 中10例(44%)

で や や 「公 的 機 関 」 の 利 用 が 多 くな っ て い る。

な お、 利 用 し た 際 の 問 題 点 を フ リー ア ン サ ー で 回 答 を 求 め た結 果 、 デ ー タ の

信 懲 性 の 問 題 や デ ー タ の 内 容 不 足 お よ び 手 数 料 に 対 す る不 満 が あ げ られ た。

公 的 機 関

民 間 企 業

連 携 企 業

6B(,:)

、

(図17)利 用 機 関(Nニ23)

(表1)人 材 デ …一・タ ベ ー ス を 利 用 し'た 際 の 問 題 点

団 体 別 具 体 的 な 内 容

行 政 :警 務 隔 誌 黙 研究内容等を把握するの梱 難

研究機関 ・デ ー タ が 古 い

民間企業

◆轟嬰盆響蓬1月馨鶏 携 霧嬬 羅 ざ聾誓鱗 葉昆

の意向不 明
・欲す る情報が少ない

:舗 賛 翻 議 論 欝 韓 編 訊、
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(3)今 後 の 必 要 性

今 後 の 必 要 性』こつ い て は、 「必 要 性 が 増 え る 」 と 回 答 し た 団 体 が23例 中

20'例(87%)を 占 め る な ど 、 そ の 必 要 性 に つ い て は 十 分 認 識 さt"tて い る よ

うで あ る。 そ の こ と は 、 「必 要 性 が 少 な くな る 」 と い う 回 答 が 皆 無 で あ る こ と

か ら も 推 測 で き よ う。

必要性 は少な くな るe.Z

■

(図18)今 後 の 必 要 性

戸
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2.1.6当 セ ン タ ー の 人材 デ ー タベ ー ス に 対tる 評 価

(1)当 セ ン タ ー の 人 材 デ ー タベ ー ス の 評 価

当 セ ン タ ー の 人 材 デ ー タベ ー ス(案)を 提 示 し、 そ の 内 容 を 読 ん で も ら っ た

上 で そ の 必 要 性 を 尋 ね た。 そ れ に よ る と 、 「必 要 」(非 常+や や 必 要 に な る)

と 回 答 し た 団 体 が73%に 達 し、 「必 要 で な い 」(あ ま り+必 要 で な い と 思 う)

の15%を 大 き く リ ー ド して い る。

団 体 別 に み る と、 民 間 企 業 で は68%が 必 要 性 を 認 め て い る。 い つ ぼ う、

(余 り必 要 で な い)・(必 要 で な い)の 消 極 派 は15社 、16%あ る。15社

の 不 要 理 由 を 分 析 して み る と 、2社 が 「欲 し い項 目 が な い 」、1社 が 「必 要 と

しな い 業 種 で あ る」 と 回 答 して い る が 残 りに っ い て は 具 体 的 な 理 由 を 記 入 して

い な い。 プ ロ フ ィー ル を み て み る と、6社 が 東 京 、 大 阪 に 本 社 の あ る事 業 所 、

4社 は 親 会 社 を 別 に 有 す る 事 業 所 、 残 り2社 は従 業 員10人 夫 満 の 事 業 所 で あ

ろ。 ま た 、15社 の パ ー ト1で の 回 答 を 分 析 す る と、 人 材 を 探 す 上 で の 苦 労

(Q.2)で は 、12社 が 「苦 労 して い な い 」 と 回 答 し て お り、 人材 に 関 す る

デ ー タベ ー ス(Q.5)に つ い て は、14社 が 「利 用 し た こ と が な い 」 と 回 答

し て い た。

こ の こ と か ら、 こ れ らの 企 業 に つ い て は 人 材 に 関 す る 必 要 性 が さ ほ ど な い こ

と が 思 量 さ れ る。

●

■

全 体(N=1・24)

行 政(M8)

研究機関(N=24)

民 間企 業(ig92)
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(図19)当 セ ン タ ー の 人 材 デ ー タベ ー スの 評 価
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楠 浩 一 郎(く す きの こ う い ち ろ う)

ゾ

●

① 所 属)

② 生 年 月 日)

③ 最 終 学 歴 〉

④ 学 位)

⑤ 専 門 分 野)

⑥ キ ーワ ード)

九 州 大 学 ⊥ 学 部 化学 機 械 工 学 科 教 授

大13.5.16

九 大 ・工 ・応 化,昭22

工 学 博 士

反 応 工 学,生 物 化学 一[学

セ ラ ミ ッ クモ ノ リ ス反 応 器,澱 粉 の 糖 化,シ ク ロ デ キ ス ト リ ン,

固 定 化 微 生 物 生 体 触 媒,気 瀬 田 反 応 器

⑦ 最 近 研 究 中 の テ ー マ 名 一 覧)

異 掘 系 接 触 反 応 の 操 作 特 性 に 関 す る研 究

気 液 固 三 相 反 応 に 関 す る 研 究

Pt-Re改 質触 媒 の 失 活 と反 応 特 性 に 関 す る 研 究

水 性 二 層 分 配 系 に お け る 酵 素 反 応 の 特 性 と連 続 化 に 関 す る 研 究

固 定 化 生 体 触 媒 に よ る ア ル ケ ン エ ボ キ シ ドの 生 産 に 関 す る研 究

ノ、ニ カ ム モ ノ リ スバ イオ リア ク タ ー に関 す る 研 究

固 定 化酵 素 に よ る シ ク ロ デキ ス ト リンの 生 成 に 関 す る 研 究

固 定 化 微 生 物 に よ る 有 機 酸 生 産 用 バ イ オ リア ク タ ー に 関 す る研 究

⑧ 最 近5年 間 の 研 究 論 文 よ り10件)

石 炭 ス ラ リー 電 解 の 反 応 機 構 研 究 イ リ ノ イ6号 炭 の 塩 化第 二 鉄 溶 液 に

よ る 酸 化 と 脱 硫 反 応

FuelProcessTechnol.VOL.19,NO.1PAGE.15-29'88

戸

Pt/SDBC疎 水 性 触 媒 シ ー ト 上 の 水 素 と 水 蒸 気 の 間 の 同 位 体 交 換 反 応

の 速 度 論 的 研 究

Can,J.Chem.Eng.VOL.66,N〔 〕.2PAGE.338-342'88

セ ラ ミ ッ ク モ ノ リ ス に 同 時 固 定 化 し た β 一ア ミ ラ ー ゼ お よ び 枝 切 り酵 素 に

よ る 可 溶 性 澱 粉 か ら の マ ル トー ス の 生 産

白 石 文 秀,川 上 幸 衛,楠 浩 … 郎 く九 大 工);小 嶋 剛(住 友 化 学 工 業);

湯 浅 秋 雄(旭 化 成 工 業)

化 学 工 学 論 文 集VOL.14,NO.3PAGE.288-294'88
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セ ラ ミ ッ ク ス モ ノ リ ス に 固 定 化 し た グ ル コ ノ バ ク ター に よ る グ ル コ ン 酸

の 連 続 生 産

白 石 文 秀,河 野 誠 二,川 上 幸 衛,楠 浩 一・郎(九 大 工);田 村 明 彦(東 ソ ー)

化 学 工 業 シ ン7ド ジ ウ ム シ リ ー ズVOL.17PAGE.88-93'88

β 一ア ミ ラ ー ゼ 及 び 分 岐 分 解 酵 素 の 同 時 使 用 に よ る 可 溶 性 澱 粉 か ら マ ル ト

ー スの 生 産 の た め の 動 的 表 現

BiotPchnolBioellgVOL.30,N〔 工.3PAGE.374-380'87

溶 解 ア ル カ リ金 属 水 酸 化 物 に よ る 三 池 炭 の 高 度 脱 硫 脱 灰

草 壁 克 己,折 田 政 文,諸 岡 成 治,楠 浩 一 郎(九 大 工);加 藤 康 夫(熊 本

工 大)燃 料 協 会 誌V〔)L.66,N〔 】.8PAGE.711-718'87

気 液 固 三 相 ハ ニ カ ム モ ノ リス バ イ オ リ ア ク タ ー の 特 性 固 定 化 グ ル コ ー

ス オ キ シ ダ ー ゼ に よ る グ ル コ ー ス の 酸 化

川 上 幸 衛,安 達 公 浩,楠 浩 一・郎(九 大 工);嶺 村 則 道(宇 部 興 産)

化 学 工 業 論 文 集V〔}L.13,NO.3PAGE.318-324'87

・水 電 解 及 び 化 学 的 石 炭 脱 硫 の ハ イ ブ リ ッ ト プ ロ セ ス に 対 す る 速 度 論 的 研 究

FuelVOL66,NO.2PAGE.271-275'87

… 元 金 属(Rll ,Rlt,Pd,pt)及 び 二 元 金 属(Ru-Pt)触 媒 に よ る 水 素

化 反 応 に お け る 水 素 ス ピ ノしオ ー バ の 役 割

ChemEngCommllnVOL34,NO.1PAGE.99-109'85

・グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ の 澱 粉 加 水 分 解 時 に お け る グ ル コ ー ス の マ ル ト ー ス 及 び

イ ソ マ ル トー ス へ の 縮 合 の 反 応 速 度 論

BiotechllolBioengVOL27,NO.4PAGE.498-502'85

⑨ 民 間 企 業 と の 受 託 研 究,共 同 研 究 等 の 実 績 有 無)

圃 無

⑩ 企 業 に 対 す る 技 術 指 導 や 企 業 と の 共 同 研 究 等 に つ い て)

① 積 極 的 に 行 い た い ② 場 合 に よ っ て は 行 っ て も よ い

③ あ ま り考 え て い な い ④ 全 く な い
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(2)利 用 方 法

利 用 方 法 と して は 「技 術 問 題 を相 談 す る 相 手 を 探 す 上 で 」が94%と 最 も多

く、 次 い で 「講 演 会、 研 修 会 等 の 講 師 を 探 す 上 で 」54%、 以 下 「市 場 問 題 を

相 談 す る 相 手 を 探 す 上 で 」26%、 「経 営 問 題 を 相 談 す る 相 手 を 探 す 上 で 」

11%と な っ て い る。

団 体 別 に み る と、 サ ン プ ル 数 が 少 な い の で 正 確 に は い え な い が 行 政 で 「講 演

会、 研 修 会 等 の 講 師 を 探 す 上 で 」、 研 究 機 関 と 民 間 企 業 で 「技 術 問 題 を相 談 す

る 相 手 を 探 す 上 で 」利 用 した い と す る意 向 が 強 い。

、

(図20)利

技術問題を相談する
相手を探す上で

講演会、研修全等の
講師を探す上で

市場問題を相談する
相手を探す上で

経営問題を相談する
相手を探す上で

そ の 他'

用 方 法 (Nニ80)

Olo宰 領4旦 摯o§070i翌 旦o

%輪 ＼%%%%%%微

－iZ53.8

彩%こ 勿26・3

ご11.3

11・3

(%)
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(3)追 加 デ ー タ

現 在 検 討 して い る 項 目 以 外 で、 追 加 を希 望 す る デ ー タ と して は、 出 身 地、 出

身 高 校、 所 属 学 会、 連 絡 先、 講 師 と して の 謝 礼 額 、 業 績、 指 導 項 目な ど 数 は 多

く は な い が 多 岐 に わ た っ て い る。

(表2)追 加 デ ー タ

講演会等の講師 としての謝礼額

所属学 会、 出身地

研 究 機 関 連 絡 先 の 電 話 番 号、 過 去 の 主 だ っ た 業 績、 演 習 事 例、

指 導 で き る 項 目 ・学 会、 そ の 他 の 所 属 す る 団 体 名 と役 職

企 業 指 向 性(ど ん な 企 業 が 好 き か)民 間 企 業 との 研 究 期 間、

研 究 内 容

特 許、 実 用 新 案 等 の 情 報 ・デ ザ イ ナ ー な どの 場 合 作 品、

民 間 企 業 授 賞 歴 な ど も必 要

電 話 番 号(内 線)所 属 学 会、 地 域 企 業 と の 共 同 研 究 可 能 な

テ ー マ 分 野

出 身 地、 出 身 高 校 ・連 絡 先 相 談 で き る企 業

出 身 地、 出 身 高 校、 連 絡 先、 趣 味 人 脈

所 属 学 会 や 業 界 団 体 との ネ ッ ト ワ ー ク

企 業 に 対 す る技 術 指 導、 共 同 研 究 等 の 項 で 制 約 条 件 を詳 し く 登 録

して ほ しい

一24一
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虚

(4)不 用 理 由

当 セ ン タ ー の 人 材 デ ー タベ ー ス(案)に 対 して 「必 要 で な い 」(あ ま り+必 要

で な い と 思 う)と 回答 した 団 体 に そ の 理 由 を 尋 ね た が、 情 報 項 目や 情 報 量 に 対 す

る不 満 は む しろ 少 な く、 業 種 柄 必 要 で な い と い う意 見 が 目立 っ て い る.

(表3)不 用 理 由

サ 欲 項 そ 不
ン し が 目
フ 。 が い 少内 の

ル な情 なの
数 い 報 い 情 他 明
た項 た報
め 目 め旦

全 体 100.0 11.1 5.6 44.4 38.9

18 2 1 8 7

行 政 1⑪0.0
一 一 一 1000

1 } 一 一 1

研究機関 100.0 ・一 50.0 50.0
一

2 一 1 1
一

民間企業 100.0 13.3 一 46.7 40.0

15 2 } 7 6

〈具 体 的 内 容 〉

研 究 機 関

民 間 企 業

社 会 科 学 系 の 人 材 が 少 な い

研 究 内 容 に 当 社 の 業 績 が 適 合 しな い

設 計 に す ぐ役 立 つ もの は 見 当た らな い

管 轄 外 の 為、 情 報 収 集 は 本 社 の 人 事 部 で や っ て お り 当

福岡 工 場 は 小 規 模 で あ り必 要 性 は 少 な い

企 業 と大 学 の 接 触 ル ー ル 作 りが 不 明 確。 デ ー タベ ー ス

を も とに 直 接 接 触 す る よ うな 仕 事 の 進 め 方 が 未 だ 定 着

して い な い

縫 製 が 主 で あ る た め、 学 術 的 知 識 を 特 に 必 要 と して い

な い
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2.1.7当 セ ン ター の 人材 デ ・・一一・勺 ベ ー ス σ)利用 方 法

(1)利 用 意 向

当 セ ン ター一が 「人材 デ ー ダ ベ ー ス」 を 構 解 し た 場 合 の 利 用 意 向 を 見 る と59

%が 利 用 意 向 を 持 って い ろ。 行 政 、 研 究 磯 間 の 利 用 意 向 は75%で あ り、 民 間

の 利 用 意 向 は53.3%で あ る。

い っぼ う 、 「利 用 し な い 」 と 明 確 に 回 答 して い る民 間 企 業 は2社 に す ぎ な い。

残 り35.9%(33ネ 十)は 「利 用 す る か ど う か わ か らな い 」 と 現 時 点 で の 意

志 表 示 を 明 確 に して い な い。

全 体(N=124)

fiテ 政(N=8)

研究機 関(N=24)

民間企 業(N=92)

積
極
的
に
利
用

し
た
い

応
利
用
す
る

つ
も
り
で
あ
る

不

明

利
用
し
な
い

¶

用
す
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
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、

(2)利 用 方 法

利 用 方 法 と し て はr開 発等 、 枝 術 問 題 を解 決 す る際 の 相 談 相 手 を 探 す た め に」

が78%と 最 も 多 い.次 い で 「季 託 研 究 、 共 同 研 究 等 の 研 究 者 を 探 す た め に 」

58%、 「講 演 会 、 研 修 会 の 言酬 を ‡射 ため に 」5培 、 「開 発 等 の シ ー ズ を

探 す た め に 」380/,と な って い る.

サ ンプ ル 数 が 心 な い の で 正 確 に け い え な い が 、 公 的 団 体 で は 「講 演 会 、 研 修

会 の 講 師 を 探 す た め に 」 民 間 企 業 で はr開 発 等 、 技 術 問 題 を 解 決 す る 際 の 相 談

相 手 を 探 す た め に 」 そ の 利 用 を 考 え て い ろ よ う で あ る。

開発等 、‡責術 問題 を解決す

る際 の相談者 を探すた め

委託研究 、、共 同開発等 の研

究者 を探 すた め

講 演会 、研 修会 の講師 を探

すため

開発等 の「ノーゴを探すため ・・,...,..

そ の 他

(図22)利 用 方 法

0102030405060 7〔〕80
..● 」

1¶

蕩蕩 笏揚i%Z%多Z多%%i忽78

髪滋%Z滋 微 物揚揚57・5

㌘㌘%劾 〃%二%%揚iZ]53・4

(N=73)

80(%:

一27一



(3)入 手方 法

デ ー タ の 入 手 方 法 と して は 、 「雫 諸 等 で 請 求 し、 郵 便 、 フ フ ク シ ミ リ等 で 回 答

を 受 け と る」 こ と を 考 え て い る 団 体 が62%と 最 も多 い。 以 下 、 「オ ン ラ イ ン化

し、 必 要 な デ ー タ を 即 刻 利 用 す る」22%、 「学 部 別 の デ ー タ が収 録 さ れ た フ ロ

・ソピ ー を 購 入 す る 」12%と な っ て い る
。

団 休 別 に 見 て も ほ ぼ 全 休 結 果 と 同 じ よ う な 傾 向 を 示 し て い る。

クシミリ等で回答を受ける

オンうイン化し、必要なデー

タを即刻利用する

学部別のデータか収録 された

フロッピーを購入する

そ の 他

不 明

9

電話等で請求し、郵便、つア巨

102[〕304日50c・1(3:)

.z・u・ 〃/〃!2ユ.9

・/./・"ユ2.3

72日

41

(図23)入 手 方 法

ノz・!.㌦/Z/Z,61 ,6

(N=71)

し

■

.ふ
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2.2人 材 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ と 供 給 体 制

2.2.1人 材 デ ー タ ベ ー ス の 一:・一一ズ

ま ず 、 人 材 デ ー タ ベ ー ス の ニ ー ズ に つ い て 、1章 に 示 し た ユ ー ザ ー の ア ン ケ ー ト結 果

を 参 照 しつ つ 、 考 察 を お こ な う。

、

、 (1)人 材 デ ー タベ ース に 関す る ニ ー ズ

ア ンケ ー ト調 査 によ れ ば 、 「人 材 デ ー タ ベ ース を保 有 す る 」回 答 書 は19%、 「人 材

デ ー タ ベ ー ス を保 有 しない が 必 要性 あ る 」 とす る回答 者 は66%に 達 す る。

つ ぎ に71%の 回 答 者 は 「人材 デ ー タ を 収集 す るの に苦 労 した 」 とい い 、 また87%

は 「今 後 、 人 材 デ ー タ ベ ース の 必 要性 が高 ま る」 と して い る。 さ らに、59%の 回答 者 が

「人 材 デ ー タ ベ ー スを 構 築 す れ ば 利 用す る」 と して い る。

この よ うに ア ンケ ー トで は、 人 材 デ ー タベ ー スへ の 要求 、期 待 は大 き い。

'

、

(注)な お 、 当 セ ン ターの 相 談 業 務 にお い て は ギ人 材 デ ー タに関 す る件 数 は相 当 の比 重 に

達 す る。 しか も、 最 近 に な る に 従 い 増 加 して い る。 次 表 に 、 当 セ ン タ ーに お け る最 近

の 相 談 業 務 中 の 人 材 関 連業 務 の 比 率 を 示 す 。

60年 61年 62年 63年 全期平均

人材紹介の件数比 42% 50 56 71 58

●

吟

[

(2)利 用 の 目的

人 材 デ ー タ ベ ー スの 予想 ユ ーザ ー に対 して 、 その 利 用 目的 を み る と、 つ ぎ の よ うで あ

った 。

① 問題解決の相談者を探索

② 委託研究 などの研究者の探索

③ セ ミナー講師の探索

78%

58%

53%
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④ 開 発 シーズの 探 索 38%

ユ ーザ ーの 性 格 によ って 、 利用 目的 は若 干 異 な る。 自治 体 にお い て は③ を 中心 に して

① ～ ④ すべ て に 目的 が ば らつ い て い るが 、 企 業 の 場合 に は① が 多 く、② が続 い て い る。

ま た 、研究 機 関 につ い て み る と、① 、 ② お よび③ に対 す る期 待 が大 きい。

本 構想 に お いて は、 人 材 デ ー タベ ー スの 利 用 目的 は 地域 情 報 セ ン ターの 相 談 業務 支 援

用 で あ るが,そ の立 場 か らみ る と、研 究 機 関 は地 域 情 報 セ ンタ ー とお な じ くサ ー ビス 提 供

側 、企 業 は 最終 ユ ーザ ー、 自治 体 は その 中間 的 な性 格 を もつ こと に な る。

この 意 味 で み る と、 本 構 想 にお い て は、 上 記 目的 の① ～③ を利 用 目的 と して 考 え れ ば

よ い で あ ろ う。

(3)問 題 点

現存 の 人 材 デ ー タ ベ ー ス に対 す る問 題 点 を ユ ー ザ ー は 次 の よ うに評 価 して い る。

① デ ータ が 簡略 す ぎ る(専 門 分 野 、実 績 、 協 力 意 思 の 有無 な ど)

② デ ー タが 古 い(現 職 な ど)

③ 料 金 が 高 い

① は 自治 体 お よ び 企 業 が 、② は研 究 機 関 お よ び 企 業 が 、③ につ いて は 企 業 が 、 そ れ ぞ

れ 特 に指 摘 して い る。 これ は 、本 構 想 の 中心 課 題 が 、 デ ー タベ ー スを 構 成 す る レ コ ー ド

の あ り方 に集 中 して い る こ とを 示す 。

(4)人 材情 報 の 入 手 先

現在 ・ ユ ーザニ が 人 材 情 報 を ど こか ら入 手 して い るか とい う点 に?い て は・ 回 答 はば

らつ い てい る。 本 ア ンケ ー トにお い て は、 当 セ ンタ ー は 「公 立 研 究 機関 」 に属 す る とい う

理 解 で 回答 を 求 め て い るが 、 こ こを 入 手先 とす る ユ ーザ ー は30%で あ る。

い っぽ う、 大 学 を情 報 入 手 先 とす るユ ーザ ー は63%に 達 す る。つ ま り、 当 セ ンタ ー

に と って み る と、 人 材情 報 提供 サ ー ビ スに お い て 大学 は 強 力 な競 争 者 で あ る。 ま た 、 行 政

機 関・ 公立 試 験 所 ・ 連 係 企 業 ・ マ ス コ ミな ど に↑青報 入 手 先 を 拗 るユ ーザ ゴ20～30

%は あ る。'こ れ らの 機 関 も 、 当 セ ン タ ー と 実 力 伯 仲 した 競 争 者 と い え る 。
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、

、

この よ うな点 を 配 慮 す れ ば 、 当 セ ンターが 、 今 後 人 材 情 報 提 供 サ ー ビ スに お い て 競争

力 を 発 揮 す るた め に は 、相 応 の 技 術 的 装 備 をす る必 要 が あ る。

2.2.2人 材 デ ー タ ・フ ァ イ ル の 供 給

人 材 デ ー タ ・フ ァ イ ル に は 、 す で に さ ま ざ ま の メ デ ィ ア で 公 刊 さ れ た も の が あ る『 そ

れ を 、 資 料5と して 引 用 して お く。

(1)デ ー タ ・フ ァ イ ル の 数

デ ー タ ・フ ァイ ルの う ち電 子 メデ ィア に記 録 され て い る もの を 、 こ こで は デ ータ ベ ー

ス とい う こ ととす る。 人 材 デ ー タベ ー ス ・フ ァイル の リス トを 資 料5に 示 す が 、 これ を メ

デ ィア別 、 プ ロデ ュー サ所 在 地 別 に分 類 す ると次 表 の よ う にな るρ(い ず れ も 日本 で利 用

で き る もの に限 った。)

⑳

プ ロデ ュー サの 所 在 地 デ ー タ ベ ー ス CD-ROM 備考

九州地域内 8 0

国 内 11 8 除 く、 九 州 地 域 内

海外 18 9 国内利用で きるもの

合計 37 17

、

な お 冊 子体 の もの は多 数 存 在 す るた め に、 資料5に は 国 内 の 技術 分 野 に関 す る もの の

み を記 載 した 。

(2)供 給 体 制

本構 想 に おい て は 、 当 セ ンタ ー は、人 材 デ ータ ベ ー ス の原 情 報 を 自営 で収 集 す る方 法
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を と る もの とす る。 た だ し、 ユ ーザ ーか らみ れ ば、 全 分 野 の 人 材 情 報 を 保 有 して い る こと

を 期 待 され るの で 、 当 セ ンタ ー は、 本 来 業 務 の範 囲 外 につ い て も、 人 材 デ ー タ を網 羅 的 に

保 有 して い る ことが 望 ま しい。

そ の よ うなデ ー タベ ー ス につ いて は、 既 存 の 人 材 デ ー タ ベ ー ス を そ の 構 築 機 関 か ら
、

当機 関 が 譲渡 を うけ るな り、 交 換 す る な り、 購 入 す る な り、 しな け れ ば な らな い。 この

場合、 さま ざ まの 制 度 上 の問 題 点 が存 在 す る。 ■

① 契約 レベ ル

民 間 事業 者 との あ い だで は契 約 レベ ルの 問 題 で あ り、 双 方 が 同 意 す れ ば よ い。 この 場

合 、 リセ ー ル、 代 行検 索 な ど の問 題 を 解 決 す る必 要 が あ る。

情 報 提供 サ ー ビス を事 業 とす る公 共 機 関 との あ い だ も同 様 で あ る。

② 政 府 機 関 、 自治 体

法 律上 、 明記 して ない 場合 に は、 入 手 は不 可 能で あ る。 利 用 者 側 で 実 費 を 支 払 う こ

と も、 現行 会 計制 度 上 で は、 不 可 能 で はな い が難 点 が あ る。

な お国 立大 学 につ い て は 資 料4に 示す。

,

③ 個 人情 報 保 護

平 成 元年 度 に施 行 され た 個 人 情 報 保 護 法 の 制 約 は 大 き い。 この 法 律 は官 庁 の 保 有 す る

コ ン ピュー タ可 読 型 の個 人 デ ー タす べ て に適 用 され る。

個 人情 報 保 護条 令 を 制 定 して い る 自治 体 につ いて も、 この 条 件 は 同 様 で あ る。

いず れ につ いて も、 問 題 とな るの は 「目的外 使 用 」の 条 項 で あ る。 した が って、 デ ー

タ収集 の段 階 で利 用 目的(人 材 デ ー タ ベ ー ス構 築)を 本 人 に 明 示 して い れ ば、 この条 件 は

ク リア され る。

④ 著 作 権

現 行著 作 権 法 に よれ ば 、 冊 子 体(紙 メ デ ィア)の デ ータ ベ ース を コ ン ピ ュご タ可 読 型

に変 換す る こ とは、 複 製(そ の ま ま コ ピーす る ばあ い)ま た は 、 二 次 著 作(付 加 価 値一 ]
再 編 集 な ど一 を付 与 す る 場合i)に 相 当 す る。 二 次 著 作 物 を 作 成 す る に あ た って は、原

著 作 者 の 許諾 を 必要 とす る。
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以 上 を 整 理 す る と、 次 表 の よ う にな る。

情報入手先 情報利用上の制約

非営利 国の機関 個人情報保護法によ って禁止(目 的 外使用

にな る)

地方公共団体 個人情 報保護条令 のある 場合 は禁止

大学 民間 では利用 できない(科 学研究費を もつ

もののみ)

地 域情 報 セ ンタ ー 事業 目的 に合致すれば利用可能

公設試験研究機関 場 合 によ る

組合/団 体 事 業目的 に合致すれば可能

第 三 セ ク タ ー 事業目的 に合致すれば可能(現 実には、所

管官庁の考え方 による》

広劇 全国的)情 報 セ ンター 事業 目的 に合致すれば可能

営利 デ ー タベ ース 事 業者 契約 しだいで可能

一 般 企 業 契約 しだいで可能

(注)上 の 表 で広 域(全 国 的)情 報 セ ンタ ー とい うの は 、 ジ ェ トロ、 テ ク ノ マ ー ト、 中小

企業 情 報 セ ン ター な ど を指 す 。 ま た 、 一般 企 業 とは 、非 情 報産 業 に属 す る企 業 で あ り なが

ら、社 内 デ ー タ ベ ー スを 商 用 化 しよ う とす る事 業 者 を 指す 。
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2.3新 た に 構 築す べ き人 材 デ ー タベ ー ス の 呈示

2.2に 示 した人 材 デ ータ ベ ース に 関 す るユ ーザ ー の ニ ー ズお よ び 現在 の問 題 点 を踏 ま

'
え 、 本 構 想 にお け る在 るべ・き人 材デ ・一 ダベ ース の 姿 を検 討す る と、 以下:に 示iすよ うに な る。

2.3..・1・ 人 材 デ ・一・:タベ ース の 考 え 方

(1)ユ ー ザ ー ・ ・'

デ ー タ ベ ー ス 構 築 に 当 た っ て は 、 徹 底 して ユ ー ザ ー 指 向 の 発 想 で 設 計 を お こ な う こ と

.が 条 件 と なる 。 こ の 意 味 で 、・ま ず ユ ー ず 一 の 姿 を 明 確 に す る必 要 が あ る 。 ・,

ユ ー ザ ー と し て は 、1次 ユ ー ザ ー と して 地 域 情 報 セ ン タ ー の 相 談 員 を考 え る 。 ま た 、

…2次.ユ ーザ ー・と し;て 、 地 域 内 の 一一;般 企 業 を考 え る 。

: ∴:ユ ー ザ:一 の 種 類;ジ

'

利用 目的

'

1利 用 方 法

①1次 ユ ー ザ ー 地域情報セン ター相 談員 相談業務支援用 .セ'ン ダ ー 相 談 員 経 由1

②2次 ユ ー ザ ー
・地 域 内 一 般 企 業 ぼ'』 人材情報検索用 ・オ{ン ラ イ ン

.・ ア ク セ ス

7

本 デ ー タベ ー ス の利用 目的 は 、 地 域 内 一 般 企 業(2次 ユ ーザ ー)に 対 す る地 域 情 報 セ

ンタ ー相 談 員 の相 談 業 務 を 支 援 す る こ とで あ亘 。'

した が って 、体 デ ー タ ベ ー ス は2次 ユ:一 ザ ー に ど っ て は 、 適 切 な 情 報 を サ ー ビ ス す:る

も の で は な い 。 現 に 、2次 ユ ー ザ ー に 対 す る'ア ン ケ 一 下調 査 結 果(2.2.1)で は 、 現 行 人

,材 デ ー タ ベ ー ス は 「簡 略 す ぎ る 」 と い う 意 見 が 多 か っ た 。 た だ し・ よ り 詳 細 に す れ ば ＼2

1次 ユ ー ザ ー の 理 解 を こ え る も の と な る だ ろ う 。 しか も 人 材 情 報 に 対 して は セ キ ュ リテ ィ ー

管 理 が 必 要 で あ り 、2次iー ザ ー に 自 由 に 情報 サ ー ビ ス を させ る こ と=に は 問 題 が あ る。

こ の よ う な 理 由 で 、2次 ユ ー ザ ー か らみ る と 、 人 材 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス に は 、

ゼ シ タ ー 相 談 員 経 由 が 正 常 の方 法 と な る 。 た だ し将 来 的 に は く 上 記 の よ う な'問 題 点 を ク リ

ア.しSだ 上 で 、 検 索 方 式 に 熟 練'し た2次 ユ ー ザ ー に は 直 接 オ ン ラ イ ン ・ア ク セ ス を ざ せ る 、

と い う方 法 も あ り う る 。/・'….. .,

'

∀
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なお 、1次 ユ ーザ ー と して は 、 当面 、 当 セ ンター の相 談 員 に.限 るが 、 長 期 的 な構 想

と して は、 九 州 地 域全 域 にあ る地 域情 報 セ ンク ーの 相 談 員を 含 む。㍉・

従 って 、 ユ ーザ ー に対 す るサ ー ビ ス は 、次 表 の よ うな段 階 を と って 拡 大す べ きで

あ る。 な お シス テ ム 形態 につ い て は2.4に 示 す 。

■

曽一 一' -7'≡ ・`'一

開発 ユ ー ザ ー'

;"

シス テ ム形 態

㍉
.こ

1期 1次 ユ ー ザ ー 当 セ ンタ ー ス タ ン ドア ロ ン 型 シ ス テ ム

H期 1次 ユ ー ザ ー 地 域 内地 セ シダ ニ ・

、

㌣ タ欄 ヂ!・ 三・化パ

m期' 2次 ユ ー ザ ー

'検 索
業務熟 達者

ニー

珊 ユ ニザ ベ の オ・汚 イ シ化:.・

1

'λ
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(2)地 域 情 報 セ ンタ ーの 種類

こ こに い う地 域 情 報 セ ンタ ー と は、 次 表 の よ うな広 義 の 機 関 を 含 む 。 こ こ に1次 ユ ー

ザ ーが 存在 す る。

種類

∫

性格 例示 1次 ユ ー ザ ー

地 域情 報 セ ンタ ー 中小企業情報

セ ンター関連

福岡県中小企業情報セ ンター 相談員

地域 情 報 セ ンタ ー 民間 ・非営利

!

九州産 業技術セ ンタニ 相談員

国立試験研究機関 通商産業省 九州工業 技術試験場技術交流

推進 セ ンター

技術指導員

公設試験研究機関 県立 福岡県立福岡工業試験場 技術指導員

産業支援基盤施設 民間 ・非営利 久 留 米 リ サ ー チ ・パ ー ク 技術指導員

大学 国立 九州大学

九州工業大学

佐賀大学

熊本大学

宮崎大学

産学 共同研究窓

口担当者

(3)相 談 員 の利 用 イ メ ー ジ

本 シス テ ム は、 相 談 サ ー ビス の サ ブ ・シス テ ムで あ り、 相 談 サ ー ビス は そ の 性 質 上 、

面 接 ま た は電 話(口 頭)で の サ ー ビ スを 欠 くこ とが で きな い。

本 シス テ ム は、相 談員(1次 ユ ーザ ー)が 机 上 に設 置 し、 これ を参 照 しつ つ 、 一 般 企
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業 人(2次 ユ ーザ ー)に 相談 を 行 な う、 とい う構 成 に な る。

つ ま り、本 デ ー タ ベ ー スは 、 相 談 員 の利 用 しやす い仕 様 を 持 た な けれ ば な らな い。

この よ うな理 由 で 、本 デ ー タ ベ ー スの 中 核 とな るの は相 談 員 で あ る。 この と き、 相 談

員 に要 求 され る資 質 は 次 の よ うに な る。

■ ①

②

③

人 脈 に通 暁 して い る。

経 営 、 技 術 に関す る有 識 者 、 経 験 者 で あ る。

デ ー タベ ー ス検 索 につ い て 、一 応 、 習熟 して い る。

(3)一 般 企 業人 の 利 用 イ メ ー ジ

した が って 、本 デ ー タ ベ ー ス に お いて は、第2次 ユ ーザ ーの ア クセ ス 方 法 は 次表 の よ

うに な る。

まず つ ぎ に

2次 ユ ー ザ ー 検索 未熟練者

の場合

相談員 に相談 相 談 員 が デ ー タ ベ ー スを

検 索

検索熟練者 の

場合

デ ー タ ベ ー ス を オ ン ラ イ

ン 検 索

(さ らに 相 談 員 に相 談)

.2.3.2デ ー タベ ー スの 対 象 範囲

人 材 デ ー タ ・フ ァイ ル と して は2.2.2に 示 した よ うに多 数 存 在 す るが 、 そ の す べ て を

デ ー タベ ース 化す る こと は、 性 能/価 格 此 上得 策 で は な い。 デ ー タ ベ ー ス化 は 当 セ ンタ ー

の 役 割 を 配 慮 して 選 択 的 に.、行 な う必 要 が あ る。 そ の 選 択法 につ い て、 次表 に示 す 。
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対 象 デ ー タ ベ ー ス 化 有 無 備考

大学研究者

域 内 デ ー タ ベ ー ス 化 対 象

▼

① 相談要員検索支援用

② セ ミナー講師など検索用

③ 委員会委員検索用 な ど域外 冊子体 にて保管

公設試験研究 機関研

究 者

域 内 デ ー タ ベ ー ス 化 対 象 ① 相 談要員検索支援用

② セ ミナー講師など検索用

③ 委員会委員検索用 など域外 冊子体 にて保管

企業内技術者

域 内 冊子体 にて保管 ① セ ミナ ー 講 師 な ど検 索用

域外 冊子体 にて保管

有識者

域 内 冊子体にて保管 ① セ ミナー講師など検索用

② 委員会委員検索用 な ど

域外 冊子体 にて保管

情 報 セ ンタ ー相 談 員

域内 デ ー タ ベ ー ス 化 対 象 ① 人 材 デ ー タ評 価 用

域外 デ ー タ ベ ース化 対 象

その他人材

域 内 冊子体 にて保管 ① セ ミナ ー講 師 な ど検 索 用

域外 冊子体にて保管

冊子 体 索 引デ ー タベ ー ス デ ー タ ベ ー ス 化 対 象 ① 冊 子 体 デ ー タ検 索 用
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当 面 は九 州 域 内 の 研究 者が デ ー タベ ース 化の 目標 にな るが 、 そ れ につ い て も、

①

.
②

③

④

地域情報 セ ンター相談員

公 設試験 研究機関技術 指導員

産業基 盤支援施設相 談員

大学研究者

を 優 先す べ き で あ る。 と くに、 大 学 研 究 者④ か らデ ー タ ベ ース 化す る こ とが望 ま しい 。 こ

れ は大 学 研 究 者 に対 す る要 望 が ユ ーザ ーの な か で も っと も大 きい か らで あ る(2.2.1参

照)。

相 談 員の デ ー タ ベ ー ス化 につ い て は 、九 州 域 内の み で は な く、 全 国 の もの につ い てデ

ータ ベ ー ス 化 を図 る こと が 望 ま しい 。 相 談 員の デ ー タベ ース化 の 目的 は 、相 談 員 の 経 験 の

ネ ッ トワ ー ク化 、共 同 化 が狙 いで あ り、 これ は 本構 想 の 要 とな るか らで あ る。 また 、 この

フ ァイ ル につ い て は レコ ー ド数 は 比 較 的小 規 模(た か だか 数100件)で あ り、 コ ス トも

そ れ ほ ど か か らない もの と推 定 され るか らで あ る。

な お 、2次 ユ ーザ ー か らみ れ ば 、 相 談 対象 は九 州 域 内 あ るい は 技術 分 野 に限 らな い 。

した が って 、 セ ンタ ー側 で は で き うるか ぎ り人材 情 報を 収 集 し、 保 管 して お くべ きで あ る。

た だ しコ ス ト上 の 配 慮 か ら、 ま た 制 度 上 の制 約 か ら(2.2.2)、 この 部 分 に つ い て はデ ー

タベ ース化 を 避 け、 冊 子 体 の ま ま 保 管 す れ ば足 り るで あ ろ う。

た だ し、 この 冊 子体 の 部分 は フ ァイ ル数 が膨 大 に な るの で 、索 引 のデ ー タ ベ ー ス化 だ

け は図 った ほ うが よ い。

}

2.3.3レ コ ー一一ドの 内 容

レ コ ー ドの 内 容(案)は 次 表 の と お り 。 参 考 の た め に 現 在 利 用 し て い る カ ー ド ・ベ ー

ス の フ ァ イ ル に つ い て 、 そ の レ コ ー ド項 目 を 示 す 。 旧 デ ー タ ・フ ァ イ ル に 対 し て 、 と く に

専 門 分 野 の 内 容 を 具 体 的 に 理 解 で き る よ う に 項 目 の 種 類 と 数 と を 増 や した 。



ブ イ ー ル ド 本 デ ー タ ベ ー ス 現行 カ ー ド 備考

氏名 ○ ○ キ ー 項 目

所 属 ○ ○

生年 月 日 ○ ○

最終学歴 O

学 位 ○

専門分野 02項 目 03項 目 キ ー 項 目

キ ー ワ ー ド 05項 目 05項 目 キ ー項 目

最 近 研 究 テ ー マ 08項 目 03項 目

最近研究論文 010項 目 05項 目

企業 との共同研究 ○

＼

企業への研究指導 ○ ○

相 談 員 コ メ ン ト 自 由形 式

(注1)本 レ コTド の 大 き さ は1000文 字(2000バ イ ト)/件 と な る。

(注2)相 談 員 コ メ ン トは 内 部 利 用 の み とす る 。
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2.4人 材 デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 構 築 ・運 営

2.4.1デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 概 念

人 材 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 目 的 な ど に つ い て は 、 す で に2.3に 述 べ た が 、 本 章 で は 、 そ

の サ ー ビ ス 方 法 に つ い て 示 す 。

(1)サ ー ビ スの 種 類

本 構 想 にお い て は、 デ ー タ ベ ー ス ・セ ンターの サ ー ビ ス は、3段 階 に わ た って発 展 す

る(2.3.1)。 そ の 段 階 的 な 発展 の 経 過 と内 容 を次 表 に示 す 。

段階 サ ー ビ ス の種 類 サ ー ビスの 対 象 サ ー ビスの 内容

1期 ① 相 談業務 本 セ ンタ ー相 談 員 人材紹介 など

〃 ② ク リア リ ン グ ・サ ー ビ ス
一 般 企 業 ユ ー ザ ー デ ー タ ベ ー ス所 在/利 用 法

案 内

〃 ③ 代行検索
一 般 企 業 ユ ー ザ ー 検索代行

〃 ④ コ ンサ ル タ ン ト/教 育 一 般 企 業 ユ ー ザ ー

・

構 築/運 用のための

u期 ⑤ ゲ ー トウ ェ イ ・サ ー ビ ス 本 セ ンタ ーお よ び

他 セ ンタ ー相 談 員

他 セ ンタ ー との 情 報交 換 用

田期 ⑥ オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス
●

一 般 企 業 ユ ー ザ ー オ ン ラ イ ン ・ア ク セ ス

(注)① 、⑤ は1次 ユ ーザ ーの た め の業 務 、 その他 は2次 ユ ーザ ーの た め の 業 務 で あ る。

ま た 、① は② ～④ を 含 む。
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(2)一 般 企 業 人 の 利 用 手 順

一 般 企 業 ユ ー ザ ー(2次 ユ ー ザ ー)へ の サ ー ピ.ス は 、1～ll期 とm期 と で 異 な る 。

ll期 の サ ー ビ ス を 実 施 す る に あ た っ て は 、2.3.1に 述 べ た 問 題 点 を 、 事 前 に 解 決 し て お く

必 要 が あ る 。

段 階 →

ユ ー ザ ー →

方 法 →

1期 、n期

、

田 期 ・

全 ユ ー ザ ー 検 索 熟 練 ユ ーザ ー

セ ンタ ー相 談 員 に持ち込む 自分 で オ ン ライ ン検 索

①相談
'質問 主題の分析

質 問者の意図の確認

検索 結果の評価 については、相

談員の対応 も可能

② ク リア リ ン グ デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 選 択

デ ー タ ベ ー ス ・フ ァ イ ル の 選 択

左の業務の 自動化

③代行検索

《

コマ ン ドの選 択

論 理 演 算 な ど

左の業務の 自動化

」

出力の評価 自 か ら実行

、

④管理業務 契約/課 金業務 左 の 業 務 を セ ンタ ーが 負 担

(3)ク リ ア リ ン グ ・ サ ー ビ ス

本 セッ タ ー の 機 能 の う ち ・ 重 要 な も の は ク・リア リ ン グ 機 能 で あ る。 ク リア リ ン グ 機 能

に は 、 人 材 デ ー タ ベ ー ス の 場 合(通 常 の デ ー タ ベ ー ス よ り特 化)、 次 表 の よ う な レ ベ ル

が あ る 。
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サ ニ ビ ス'レ ベ ル 機能の 内容

カ タ'・ グ 情 報 デ ー タ ベ ー ス 名 、 分 野 、 特 徴 な ど

シス テ ム情 報

・

料 金 、 ネ ッ ト ワ ニ ク 、 端 末 な ど

利 用 者 マ ニ ュア ル

,

接 続 手 順 、 検 索 コ マ ン ド、 検 索 用.語 ・

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 主題 、 分 析

2.4.2デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 構 成

(1)全 体 の 構 成

デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス 計 画2.3.1

成 は 次 図 の よ う に 拡 張 す る も の と す る 。

に した が っ て 、 デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー の 構

!
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一デ ー タ ベ ー ス ・ セ ン タ ー

1期

案 内 デ ー タ ベ ー ス

1期

CPU

ll期

ゲ

ー

ト

ウ

エ

イ ー

一1期

検索用端 末

●

一 「

ll期 →

n期

セ ン タ ーC"

セ ン タ ーB・ ・…

セ ン タ ーA・ … ・・…

ll期

登 録用 端 末

ユ ー ザ ーC・

ユ ー ザ ーB・

ユ ー ザ ーA・

皿期

検 索用端末

(注)キ ャプ テ ン ・セ ンタ ーお よ び トラフ ィ ックの 極 端 に大 きい セ ン ター との ゲ ー トウ

ェ イ接続 は実 施 しな い。 これ は、 接続 に対 す る本 シス テ ムの 負 担 が 極 端 の 増大 す るか らで

あ る。

(2)セ ンタ ーの 機 能

セ ンター に装 備 す ぺ き機 能 は 、 開 発 段階 別 に次 表 の よ う に な る。
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ー

¶

段階 サ ブ シス テ ム 機 能の 内容

1期 検 索 サ ブ シス テ ム 検索機 能 デ ー タ ベ ー ス 案 内

デ ー タ ベ ー ス 選 択

コ マ ン ド解 析

結果出力

補助機能 HELP

キ ー ワ ー ド参 照

1期 運 用 管 理 サ ブ シス テ ム シ ス テ ム ・フ ァ イ ル 管 理

障害管理

課金管理

n期 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス ・サ ブ シ ス 端末管理 端 末(ネ ッ トワ ー ク)制 御

テ ム 機能 ホ ス ト制 御

プ ロ トコ ル変 換

ホ ス ト管 ホ ス ト起 動 停 止

理 機 能' ・メ ッ セ ー ジ 監 視

n期 ゴ_ザ_.イ ン タ フ ェ ー ス ・ サ 基本機能 会 話制御

ブ シ ス テ ム セ キ ュ リテ ィ ー 管 理

案 内機能 サ ー ビ ス 案 内

メ ッセ ー ジ 交 換

n期
'

ゲ ー トウ ェ イ ・サ ブ シ ス テ ム ゲ ー トウ ェ イ 中 継
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(3)コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 整 備 計 画

本 構 想 に お け る 一 般 企 業(2次 ユ ー ザ ー)と の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン手 段 は 、 デ ー タ ベ

ー ス の サ ー ビ ス 計 画 に した が っ て
、 次 表 の よ う に 発 展 す る。

1

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン方 法 実施 段階

面接 全期

電 話/郵 送/フ ァク シ ミ リ 鑓

パ ソコ ン通 信 1期 以 降

オ ン ライ ン端 末 皿期以 降

(4)デ ー タ ベ ー ス ・セ ンター の 設備 計 画

本 構 想 に 基 づ くハ ー ドウ ェアの 設 置 計 画 は 、次 表 の とお りに な る。

ク リア リ ン グ、

・サ ー ビ ス 用

設 備

.オ ン ラ イ ン ・

サ ー ビ ス 用

設 備

ゲ ー ト ウ ェ イ

・サ ー ビ ス 用

設 備

セ ンタ ー

検 索 用 端 末

ユ ーザ ー

検 索 用 端 末

1期 あ り な レ な し あ り

一

な し

n期 あ り あ り あ り あ り あ り

'

刑 期 あ り あ り あ り あ り あ り

o
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4

こ こで 、 本 体 の ハ ー ドウェ ア につ い て は、1期 、 皿期 以降 と段 階 的 に構 築 す る もの と

す る。 詳 し くは 資料6を 参照 。

な お 、'1期 以 降 につ い て は 、 シス テ ムを 自営 で設 置 す る方 法 を と る以 外 に、 商 用 の ネ

。 ト。 ニ ク.サ ー ビ ス を 借 用 す る 方 法 も あ る.こ れ}ま 、 シ ス テ ム の ニ ー ズ に つ い て 予 測 力・

難 しい 場合 に は有 効 な方 法 で あ る。

2.4.3デ ー タ ベ ー ス の 構 築方 法

本 セ ン タ ーの 稼 動 は、 段階 的 に発 展 す るが 、 装備 す べ き人 材 デ ー タベ ース も、 ま た 次

表 の よ うに 段 階 的 に整 備 す る もの とす る。

原 デ ー タ は・ 本 人 よ り ア ンケ ー 防 式 に よ ・て 収集 す パ とを 原 則 とす る・ これ{ま個

人情 報 保 護 の 原 則 で あ る。

ただ し、 デ ー タ ベ ー ス化 しない で 冊 子 体 の ま ま保 有す る もの につ い て は 、 刊 行物 を 購

入 す るか 、 資 料 交 換 によ って 入手 す るか 、 い ず れ かの 方 法 を と る もの とす る。

段階 デ ー タの 種 類 収集先 収集法

1期 大学 研究者 データ 各大学 ア ン ケ ー ト

n期 地 域 情 報 セ ンタ ー相 談 員デ ー タ 各 セ ン タ ー

1

ア ンケ ー ト

H期 公設試験研究機関技術指導員データ 各機関 ア ン ケ ー ト

随時 そ の他 人材 デ ー タ 各 機 関
.
購入または交換

る 。

な お、 情 報 の 性 格 上 、 デ ー タベ ー スの 保 守 は定 期 的(1回/年)に 実 施 す る必 要 が あ
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2.4.4デ ー タ ベ ー ス ・セ ンタ ーの 運 用

本 セ ンタ ーの 開 発 お よ び運 用 に必 要 な資 源 は次 表 の とお りで あ る。

資源の種類 開発段階 保守段階

1期 ハ ー ド ウ エ ア 購入 な し

ソ フ ト ウ ェ ア 購入 な し

デ ー タ ベ ー ス 構築(大 学研究者DB) 保守(構 築の10%/年)

要員 1人(保 守要員兼務) 1人

n期 ハ ー ド ウ エ ア 購 入(1期 とは べ つ)

m期 ソ フ トウ ェ ア 購入(〃)

デ ー タ ベ ー ス 構 築(相 談員DB)

要 員 ・ 1人(保 守要員兼務)

開 発 段階 と保守 段 階 と は同 一 資 源 を 用 い る。 た だ し、 ハ ー ドウェ アお よ び ソ フ トウ ェ

ア につ い て は、1期 とfi期 以 降 とは 別 の もの を用 い る。 いず れ も、 開 発 段 階 に フル ・タ ー

ン ・キ ー ・シス テ ム と して 購 入 し、 運用 段 階 で は 、 そ れ を固 定 して 使 う。 ま た、 デ ー タ ベ

ー ス につ い て は 、年 間 運 用 コス トは 開発 コス トの1/10と み る。

開 発 は フル ・タ ー ン ・キ 「 ・シス テ ム で実 施 す るた め に、 開 発業 務 は単 な る管 理 業 務

の み を負 担ず れ ば よ い。 これ は 保守 要 員 が 兼 務 す る。

開 発 、 保守 にわ た りバ ッ クア ップ用 の 要 員が 必 要 で あ るが 、 これ は本 セ ンタ ーの 他 業

務 を 担 当す る職員 を 教 育 し、 これ に兼 務(0.5人 分)さ せ れ ば よ い。

2.4.5他 機関 との ネ ッ トワー ク化

他 機 関 との協 力 につ い て は、 原 デ ー タの 収 集 と、 相 談 員 の経 験 交 流 の2点 が あ る。

b

●

(1)原 デ ー タあ 収 集
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この 点 につ・い,ては2.2.2に 述 べ た よ うな制 約 が あ る。 これ につ い て は 、個 別 に折 衝 し

解 決 しな け れ ば な らな い。

(2)相 談 員 の経 験 交 流

これ が 、 本構 想 の 主 要 目的 で あ る。

① 情 報 セ ンタ ー 間 で相 互 に相 談 員名 簿 を 交 換 し、相 談 員の 知 識 ・経 験(人 材 デ ー タ

の 評 価 な ど)を 集 積 す る。

② ① につ いて は 、 これ を特 定 の1セ ンタ ー(た とえ ば 当 セ ンタ ー)が デ ー タベ ー ス

化 し、 そ れ を全 セ ンタ ー で共 同利 用 す る方 法 もあ り うる。

③ このデ ー タ ベ ー ス につ い て は、 個 人 情 報 保護 上 の 配 慮 を 十 分 に な すぺ き で あ る。

2.4.6デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー 開 発 ・運 用 の 課 題

本 デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー を 開 発 ・運 用 す る に あ た っ て 配 慮 す べ き 主 要 な 課 題 と して 、

次 表 の よ う な も の が あ る 。

、

課題 内容

個人情報保護 ① デ ー タ の 多 目 的 利 用(ゲ ー ト ウ ェ イ に よ る)

② 他 セ ン タ ー 保 有 フ ァ イ ル の デ ー タ ベ ー ス 化

・

情 報 セ ンタ ーの相 互 乗 り入 れ ③ 公 共 セ ンタ ー との 障 壁(制 度上 一 会 計上,縦 割 な ど

④ 民 間 セ ンタ ー との 競 合(民 業 の圧 迫)

採算性 ⑤ ユ ーザ ーの 少 な さ,ユ ー ザ ー の対 価 意 識 不 足

⑥ ユ ーザ ーの 対 価 意 識 の 不 足
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2.5デ ータベースモデルシステムの検討

2.5.1目 的及び方法

2.3に 示 したデータベースを構築するに当たり、モデルシステムを作成して次の諸点に関す る

評価を行 う。

(1)デ ータベースの形式

(2)デ ータ入力の工数

(3)検 索方法

(4)出 力フォーマッ ト

(5)オ ンライン検索の方法

(6)シ ステム規模 と必要ソフ トウェア

モデルシステムの構成を以下に示す。人材データ としては、予定 しているデータベースの内容 に

最 も近い九州工業大学のデータを使用する。

・ハー ドウェアシステムPC9801ハ ー ドデ ィスク付 き

・ソフ トウェアシステムdBASEIII

・通信ソフ トウェア 絵里香

・人材データ 九州工業木学教官データ(九 州工業大学の教育と研究)

2.5.2入 力データ形式

入力データの形式を及び入力例を以下に示す。検索効率を上げるため、検索キー となる項目には

それぞれ一つのフィール ドを割 り当て、不定長のデータを含む項目は、実データを別 ファイルに置

くメモ形 としている。
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入力データ形式

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

ド
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朋
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頒
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鍵

臼
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M

肖

鈴

醜

舘

醗

マ

歴

酪

他

イ

名

り

年

別

属

職

絡

業

門

門

門

終

位

位

究

ゲ

ツ

ト

ト

㌍

属

要

要

同

一

談

談

賞

の

フ

氏

ふ

生

性

所

官

連

授

専

専

専

最

学

学

研

↑

ト

十

↑

↑

所

主

主

共

テ

相

相

受

そ

式

理

理

理

翔

趨

理

理

理

理

麹

鯉

理

挫

理

理

挫

鯉

鯉

糟

擢

理

酬

理

鞠

理

擢

理

理

理

形

文

メ

文

文

メ

文
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文

文
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メ

文

メ

メ

文

文

文

文

文

メ

メ

メ

文

メ

文

メ

メ

メ
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9
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0
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0

0

0

0
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0
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0
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幅
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1
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入力例

氏名 有田五次郎

ふ りがな メモ

あ りた いつ じろう

生年月日Sl4/11/4

性別 男

所属 メモ

九州工業大学 情報工学部 知能情報工学科 情報処理機構

官職 教授

連絡先0948--29-7614

授業科目 メモ

計算機構成 情報回路II

専門分野1計 算機工学

専門分野2情 報工学

専門分野3計 算機科学

最終学歴 メモ

九州大学大学院工学研究科電子工学専攻修士課程 昭和40年3月 終了

学位 工学博士

学位論文 メモ

オペ レーティングシステムの機能拡張の手法 とその応用 に関する研究 九州大学

研究課題 メモ

高多重並列計算機 分散オペ レーテ ィングシステム 並列プログラミングシステム

分散アルゴリズム マイクロコンピュータ応用

キーワード1ア ーキテクチ ャ

キ弓一ド2分 散システム

キーワード3並 列アルゴ リズム

キーワード4並 列計算機

キーワード5並 列処理システム

所属学会 メモ

情報処理学会 電子情報通信学会 ソフ トウェア科学会

主要前歴 メモ
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昭和40年4月

同43年6月

同45年3月

同47年4月

回57年12月

同59年4月

同62年6月

同63年4月

主要著書 メモ

九州大学工学部講師 中央計数施設プログラム主任

同大 大型計算機センター研究開発部長

同 次長

同大 工学部情報工学科講師

同 助教授

九州工業大学工学部教授

同大 情報科学センター長

同大 情報工学部教授

(1)プ ログラミング コロナ社1982

(2)M工MD型 並列計算機HYPENC--16に おける性能評価用プログラミング

システム 情報処理学会論文誌 第26巻 第6号1985

(3)MIMD型 並列計算機 における2進 木構造アクセス機構の性能評価

電子 情報通信学会論文誌vol.J68-Dno.111985

(4)並 列処理用高水準プログラミング言語Nano-2の 設計 とその処理系の実現

電子情報通信学会論文誌voユ.J71-Dno.81988

(5>THEHYPENMULTIPROCESSORSYSTEMPro.of

ICS'89vo1.11989

共同研究 有

テーマ メモ

地図情報システムに関する研究

リアルタイムモニ タの開発

計算機の自動運転 に関する研究

相談歴 有

相談内容 メモ

列車接近警報装置の開発

マイコンを用 いた計量装置の開発

受賞 メモ

その他 メモ
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2.5.3出 力 フ ォー マ ヅ ト

出力フォーマッ トについては、必要な情報 だけが取 り出せるようにいくっかのものを用意する必

要がある。特に、人材情報は個人情報であるので、プライバシーの点からも注意が必要 と思われる。

出力例を次に示す。

氏 名 生 年 月 日 性 所属
別

人 材 情 報1

官 職 学 位 電話番 号

有 田 五 次 郎

科

学

学
構

大
部

工
機

業
学
報
理

工
工
情
処

州
報
能
報

九
情
知
情

男μ11ρ訂 教 授 工 学
博 士

0948-29-7614

氏 名

人 材 情 報2

専門 分野 所 属 学会 研 究 課題

有 田 五 次 部

会
会
学
学
科

会
信

ア

学
通

工

理
報

ウ

処
情

ト

報

子
フ

情
電

ソ螺計
計

、 スシグン

機

イ

算

テ

計

一

列

レ

並

べ

重

オ
多
飲
ム
列

高

分
テ
並

ム
マ

テ

用

ス

応

シ

ム
タ

グ

ズ

ー

ン
リ

ユ

ミ
ゴ

ピ

ラ

ル

ン

グ

ア

コ

ロ
散

ロ

ブ

分

クイ

ー
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氏名 主 要 著 書

人 材 情 報3

共 同 共 同 研 究 テ ー 相 談 相 談 内 容
研 究 マ 歴

有 田 五 次 郎 (1)プ ロ グ ラ ミ ン グ 有

コ ロ ナ 社1982

(2)MIMD型 並 列

計 算 機HYPEN

C-16

に お け る 性 能 評 価 用 プ

ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム

情 報 処 理 学 会 論 文 誌

第26巻 第6号

1985

(3)MIMD型 並 列

計 算 機 に お け る2進 木

構 造 ア ク セ ス 機 構 の 性

能 評 価 電 子 情 報 通 信 学

会 論 文 誌

vol.J68-D

no.111985

(4)並 列 処 理 用 高 水

準 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

Narlo-2

の 設 計 と そ の 処 理 系 の

実 現

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文

誌'
vol.J71-D

no、81988

(5)THEHYPEN
MULTIPROCESSOR

SYSTEMProc.of

ICS,89vo1.11989

地 図 情 報 シ ス 有
テ ム に関 す る
研 究
リア ル タ イ ム
モ ニ タ ー の 開

発
計 算 機 の 自 動
運 転 に 関 す る
研 究

報

用
置

警
発
を
装

近
開

ン
量

接

の

コ
計
発

車
置

イ
た
開

列
装

マ
い
の

[
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2.5.4検 索方法及びユーザインタフェース

検索 は次の項目について行 う。

(1)氏 名

(2)専 門分野

(3)キ ー ワー ド

専門分野、キーワー ドによる検索では論理式による検索条件の設定が行えることが望 ましい。今

回使用 したdBASEIIIで は逐次検索 について検索条件の設定が可能であるが、かなり複雑な記述

が必要であり、又検索速度 も遅くなる。インデックスファイルを用 いた高速な検索を行 うため には

中間 ファイルの作成等が必要であ り、通常のユーザが利用す るのは困難であろう。

dBASEIIIに はアプリケーションプログラムを開発するためのプログラ ミング言語が用意 され

ている。これを用 いて使いやすいユーザインタフェースを作成する必要が ある。

2.5.5通 信 ソフ トウェアとの接続

dBASEIIIの コマ ンドラインモー ドではコマ ンドバッファにコマン ドを入れることによって起

動す ることが出来 る。又、このモー ドでは出力もラインモー ドで出力されてお り、通信ソフ トウェ

ア絵里香 との接続はそれほど困難ではない。

2.2.6結 論

以上の検討及び実験の結果から、相談業務に使用する人材データベースシステム としてパソコン

とその上で動 くdBASEIII、 絵里香で十分実用に耐 えるシステムが構築で きると判断され る。 し

か し、データベースシステムに関する専門知識がない人が使えるような、使いやすいユーザインタ

フェースにっいては更 に検討の必要がある。
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2.5デ ー タベ ー ス モ デ ル シス テ ム の 検 討

人 材 デ ー タベ ー ス の 構築 に 当た っ て の デ ー タベ ー スの 形 成 、 ア ウ トプ ッ ト、 イ ンプ

ッ トの 方 法 、 提 供 シ ステ ム に つ い ての 検 討 に当 た り、 九 州 工 業 大 学 を例 に取 り、 モ デ

ル シ ステ ム の検 討 を 行 った 。 本 調 査 研 究 で 検 討 して い るデ ー タベ ー スの 項 目と して は、

九州 工 業 大 学 教 官 総 覧 の 項 目構 成 に近 似 してい る ため に、 モ デ ル シス テ ム 検討 の た め

のデ ー タベ ー ス と し て使 用 す る こ とと し た。 な お 、 項 目一 覧 を 下 記 に示 す 。
,

氏 名,生 年 月 日,講 座,専 門 分 野,研 究 テ ー マ,最 終 卒 業 学 校 及 び

卒 業 年 月、 学 位,学 位 論 文 の題 名,所 属 学 会,主 要 前 歴,主 要 著 書,

業 績,記 録,学 術 関 係 の 授 賞 状 況,研 究 内容 に つい ての キ ー ワー ド

デ ー タベ ー ス ソ フ トにdBASEmを 使 用 し、 ネ ッ トワー ク化 した場 合 の デ ー タベ

ー ス との 親 和 性 を 調 査 す るた め に、 ホ ス ト用 の通 信 ソ フ トで あ る 「絵 里 花 」 を 使 用 し

て検 討 を行 っ た。

,

一57一



2.6構 築す べ き 人 材 デ ー タ ベ ー スの 提 案

2.6.1本 構 想 の コ ンセ プ ト

本 構想 に お け る人 材 デ ー タベ ース ・シス テ ム は 、九 州 地 域 に存 在す る地域 情 報 セ ンタ

ー、 公 設 試験 研 究機 関 、 大 学 地 域 共 同 セ ンタ ー な ど .(以下 、 地 域情 報 セ ンタ ー ・グ ル'一プ

と総 称)に お い て活 動 す る相 談 員 、 技 術 指 導 員 な ど(以 下 、 相 談 員 と総 称)を 支 援す る シ

ス テ ムで あ る。

す なわ ち、 この 構 想 は 、 九州 地 域 の 民 間 企 業(主 と して 中小 企 業)に お け る相 談 員 の

経 験 を 共 同化 し、 その 相 互 利用 を 図 る こ とに よ って 、 各 セ ンタ ー相 談 員 の 相 談 業 務 の 水

準 と能力 を 高 め る こ とを 目的 とす る もの で あ る。

(デ ー タベ ー スの 有効 性 はデ ー タ ベ ー スを 徹 底 して ユ ーザ ー指 向 に す る こ と によ って

保 証 され る。 本 構 想 は、 この発 想 を 基 礎 に お い て い る。)

、

2.6.2本 構 想 の 特 徴

本 構 想 の特 徴 は、 当初 、 ユ ーザ ーを 相 談 員 に限 定 した こ とで あ る。 つ ま り当 初 は、 シ

ス テ ムの 利 用 を 地 域 情報 セ ンタ ー ・グ ル ー プ 内 に限 定 す る。 この た め に、 シス テ ムの 機 能

を特 定 し、 ま た 、 シス テ ムの 規 模 を小 さ く抑 え る こ と がで き る。(公 開 シス テ ム にす る と、

シス テ ムの機 能 、規 模 と もに増 大す る。 開 発 の は じめ か らこれ を 目標 とす る こ と は リスキ

ーで あ る。)

この 段 階 で シス テ ムの 効 用 を 確認 した あ とで 、 この シス テ ムの 一 般 企 業 へ の 公 開 を

図 る こ と とす る。

|

2.6.3本 構 想 の実 施 計 画

本 構想 の 実 現 につ いて は、 まず 、 当 セ ンタ ー で 現 在 計画 中の 九 州 地 域 内 の 大 学 関 係者

を対 象 とす る人 材 デ ー タベ ース を構 築 し、 そ の セ ンタ ー内 での 試 行 的 運用 を 図 る予 定 で

あ る。

具 体 的手 順 につ いて は、 次図 の よ うな方 法 を と る。

`・
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●

今 後 の 検 討 ス ケ ジ ュ ー ル

人 材 デ ータベ ース

調 査 委 員 会

研究者

リス ト作成

調査表

様式設計

調査依頼

発送

デ ー タ入 力

(外 注)

システム

概要設計

システム

詳細設計
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内容 概 略

*調 査 方 法 スケジ ューJ}等

の 決 定

*研 究 者 リス ト作 成

(大 学 学 部 別、 約4000人)

*大 学 へ の 依 頼 を行 う

通 産 局 長 名 義

技 術 企 画 委 員 長 名 義

平成2年

6月

6月

*主 要大 学への訪 問 ・依頼

*依 頼 資料 の発送

*資 料 の 回収

*未 回答 の督促等

*チ ェ ック

氏名 ふ りが な

不明 未 記入箇所等の確認

*機 種 の 決 定

*デ ー タ入 力(外 注)

7月

8月

9月

10月 ～

11月

11月

～12月



今 後 の 検 討 ス ケ ジュ ー ル

人 材 テ㌔ タベ ース

調 査 委 員 会

研究者

リス ト作成

調査表

様式設計

調査依頼

発送

デ ー タ入 力

(外 注)

○

I
I
L
V

右

システム

概要設計

システム

詳細設計
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内 容 概 略 平 成2年

*調 査 方 法 スケジ ュー」}等6月

の 決 定

*研 究 者 リス ト作 成6月

(大 学 学 部 別 、 約4000人)

*大 学 へ の 依 頼 を 行 う7月

通 産 局 長 名 義

技 術 企 画 委 員 長 名 義

*主 要 大学 への 訪問 ・依頼

*依 頼資料 の発送

*資 料 の回収

*未 回答 の督 促等

*チ ェ ック

氏 名 ふ りが な

不 明未 記入箇所等の確認

*機 種 の 決 定

*デ ー タ入 力(外 注)

8月

9月

10月 ～

11月

11月

～12月



3.今 後 の 課 題

■

本 構 想 に つ い て は、 技 術 的 に は 特 に検 討 す べ き 課 題 は な い 。 む しろ、 本 シス テ ム を低

コ ス トで 構 築、 運 用 す る こ と に 配 慮 す る必 要 はあ る。

また、 本 シ ステ ム が 人 材 情 報 デ ー タベ ー ス であ り、 個 人 デ ー タに か か わ る こ とか ら、

個 人情 報 保 護 の観 点 か ら、 ゲ ー トウ ェ イ に よ るデ ー タの 多 目 的利 用 や 他 セ ン ター 保 有 の

デ ー タベ ー ス化 に 当 た っ て、 特 に配 慮 し、 個 人 情 報 保 護 に関 す る 手 順 は 十 分 に整 備 す る

必 要 が あ る。(当 初 、 内 部利 用 に と どめ るの も、 この 点 に慎 重 な 対 応 を す る必 要 が あ る

ため で あ る。)

協 力 機 関 との ネ ッ トワー ク化 に 関 す る 課題 と して は、 情 報 セ ン ター相 談 員 の経 験 交 流

の 進 め 方 を 検 討す る と 共 に、 相 談 員 デ ー タベ ース の 構 築 に 当 た っ て は特 定 の1セ ン ター

が デー タベ ー ス化 し、 そ れ を 全 セ ン ター で共 同利 用 す る な どの 方 策 も含 め検 討 す る必 要

が あ ろ う。

一61一
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1.ア ンケ ー ト調 査 表

2.標 本 構 成

3.ア ン ケ ー ト結 果 数 表

4.国 立 大 学 にお け る人 材 情 報 ネ ッ トワー ク に つ い て

5.人 材 デ ー タベ ー ズ/CD-ROM/冊 子 一 覧

6.デ ー タベ ー ス ・セ ン ター ・ハ ー ドウ ェ ア構 成 案
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ア ン ケ ー ト 調 査 表
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人材デ ー タベ ースに関 す る調査

研究 開発が産業 発展 の重要な基盤 で ある今 日,産 業 に関 す るニー ズ とシーズ

の情報が益 々重要 にな って きてい ます。このう ち,特 に「人材」に関 す る情報,

す なわ ち大学な らびに公的試験機 関等の研究 ・開発内容の公 開 は と くに重要 な

情報 と考 えられてお り,一 方,こ れ らの情 報 を提供 す る機 関の 設立 も強 く求 め

られてい ます。

この よ うな観点 か ら,域 内の大 学な らびに公的試験 研究機 関の 各研 究者の研

究 内容等の公開 を前提 として,調 査,デ ータベ ース化 するこ とを計画 中で す。

このため,貴 団体(機 関,会 社)に おけ る「人材 デ ータベ ース」に関 す る状況,

意 見,要 望等にっい てお聞 き致 します。 アンケー トは2部 か ら構 成 されて お り

PartI:人 材 デ ー タベ ースに関 する一般 的事項

Parヒ9:具 体例(別 紙1,2)を 参 考 と して,人 材 デ ータベ ー スに関 す る

具 体的 な事項

にっい てお伺い致 します。

ご協力のほ ど,よ ろ しくお願 い申 し上 げ ます。

こ の 回 答 書 は 平 成 元 年10月31日 ま で

に 投 函 下 さ い 。

十'・' 、`

1.調 査 票の回答 内容は,す べて統計的 な処 理 を行い,集 計結果のみ を報告 書 と し

て公表 させ ていただ きます。従 って,個 々の回答 内容 にっい ては公表致 しませ ん。

2.匝1答 は質問文 に従 って該 当す る番号 に○ 印 をっ けて下さい。 なお()に っ い

ては具 体的 なご意見 を書 いて下 さい。

3.人 材 デ ータベ ー スにっ いて(Part皿)

回 答頂 く際の参 考 と して,人 材デ ー タベ ースの 試案(別 紙1,2)を 添 付い た し

ま した。参 照の うえ,ご 回答下 さい。

4.貴 団 体(機 関,会 社)に おい て該 当のない調査項 目にっ いては,回 答欄 は 白紙 の

ままで結構 です。

5.恐 れ 入 りますが 貴団体(機 関,会 社)の 名称 等 にっい て御記入 下さい。

(1)名 称

(2)所 在 地

画

(3)電 話 番 号

県を○でお囲み下さい。

福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島

市 ・郡 町 番 号

6.こ の 調査票 に回答 いただ く方 を御記入 下 さv㌔

(1)所 属 ・役 職名

(2)御 氏 名

☆ お問い合 わせ先

財 団 法 人 九 州 産 業 技 術 セ ン タ ー

画810福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 東2丁 目17-5モ リ メ ン ピ ル6階

TELO92-411-7391FAXO92-472-6609

092-411-7394(山 崎,小 林,宇 賀 神)

、,
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ParヒI

Q.1.「 人 材 デ ータベ ース」とい う言葉 を聞か れた ことが あ ります か.

づ

1.聞 い た.こ と が あ る 2.聞 い た こ とが ない

Q.2.こ れ までに「人材」を探 すのに苦労 され たこ とはあ りませ ん か.

「LＬL五
一 一 一 ㌃ τ二一 ーー 一一ー 一一「

↓

S.q.1.具 体 的 に どの よ うなこ とで苦労 され ま した か。

1.解 決 すべ き技術問題 を相il失す る相手 を探 す上 で

2.解 決 すべ き経営問題 を相談 す る相手 を探 す上 で

3.解 決 すべ5市 場 問題 を相談 す る相手 を探 す上 で

4.講 演 会,研 修会等の講師 を探す上 で

5.そ の 他(具 体的 に: )

Q

「
⑦
㎝

ー

3.「 人 材」に関す る情報収 集にっい ては どの よ うな状 況 で しょ うか。

1.積 極 的に収集 してい る

2.必 要 に応 じて収 集 してい る

3.特 に 収集 してい るわけでは ない

4.そ の 他(具 体的 に: )

↓

S.q.1.そ れ らの情報の入 手先は どこで しょ うか。該 当 する もの全部 に○印 をお

っけ 下 さ⑱㌔

1.国 ・自治体な ど行政機 関2.公 立 の研 究機関3.公 立 の 試験所

4.大 学5.連 携 企業6.同 業 企業

7.商 社8.企 業 情報 誌9.技 術 情 報誌

10.雇 用 情報誌11.官 報 な ど公的情 報誌12.業 界 誌

13.人 材 情報誌14.金 融 関係15.民 間コンサルタント

16.経 済 団体(商 工会議所 な ど)17.異 業 種 交流 会18.見 本 市

19.マ ス コ ミ一般20.そ の他(具 体的 に:)

1

喝 ・'●'`.

↓

S.Q.2.そ れ らの情報 の入手 のた めの費用(新 聞 ・雑 誌 代な どを含 む)は 月平均 ど

れ くらい にな りますか。

1.1万 円 以下2.1万 ～5万 円未満3,5万 ～10万 円 未満
.

4.10万 ～20万 円 未 満5.20万 ～50万 円 未 満6.50万 ～100万 円 未 満

7.100万 ～200万 円未 満8.200万 円以上

↓

S.q.3.そ れ らの情報 の 入手の ための ス タッフは どの よ うにな ってい ますか。

()内 は 具体的 に ご記 入下 さい。

1.特 定の個人一(具体的に:)

2.特 定の部署一(具体的に:)

3.そ の他 一(具体的に:)

↓

S.q.4.お た くで入手 された情報 は どの よ うに管理 され てい ますカ㌔

1.フ ァ イ ル2.コ ン ピ ュ ー タ に 入 力3.連 携 企 業 で 一 括 管 理

4.そ の他(具体的に:)

Q.4.「 人 材デ ー タベ ー ス」に類 す るもの を現在 お もちですか。

1⊥_あ 一 、 一一 1
'

↓ ↓

S.q.1.そ の 人 材 デ ー タ ベ ー ス は ど の よ S.Q.2.人 材 デ ー タベ ー ス の 必 要 性 に っ

うに して収 集 された もの です か。 該 当 い て は ど う で し ょ う か 。

す る もの に○ 印 をおっ け下 さい。 1.非 常 に必要

1.独 自 に収 集 して作成 2.や や 必要

2.連 携 企業 か ら収 集 3.ど ち ら と もい え な い

3.公 的 機関 か ら収集 4.あ ま り必要 ではない

4.専 門 の機 関か ら収 集 5.必 要 ではない

5.そ の 他( 1
1 L-Q .5.に お 進 み 下 さ い 。



ー

O
O

ー

↓

S.Q.3.所 有 さ れ て い る 「人 材 デ ー タ ベ ー ス 」の 件 数 は ど れ く ら い で し ょ う か 。

1,000件 未 満2.1,000・-3.OOO件 未 満3.3,000～5,000件 未 満

4.5,000～10,000件 未 満5.10,000件 以 上

↓

S.q.4.そ の 収 集範囲 は どの よ うにな ってい ますか。

同 一市町村内2.同 一 県内

4.そ の 他(具 体的 に:

↓

3.全 国 レ ベ ル

S.0.5.そ の 収集 されてい る分 野は どの よ うにな ってい ます か。

学 界2.産 業 界3.政 界4.官

5.そ の 他(具 体的 に:

↓

S.Q.6.「 人 材デ ー タベース」に入力 され てい る情報 は どの よ うな もので しょ うカ㌔

該 当す るものに○ 印 をおっけ 下 さい。

氏 名2.生 年 月日3.現 住所

4.職 業5.勤 務 先6.学 歴(学 校 名な ど)

7.専 門 分野8.所 有 す る資格9.学 位

10.そ の 他(具 体的に:

Q.5.こ れ まで に,人 材 に関 す るデ ータベ ース を利用 された ことが あ ります か。

一
l
L→Q

. 6. へ お進 み下 さい。

鵬 ら 罐

↓

S.Q.1.そ れ は どこのデ ー タベ ー スで す

か。該 当す るもの に○ 印 をおっけ下 さ

b㌔

公的 機関`

2.連 携 企業

3.そ の 他(

↓

S.Q.2.そ の 「人材 デ ー タベ ース」の 利用 をな さった際 に直面 された問題点 はあ り

ません で したか。具 体的 にお知 らせ下 さい。

↓

S.0.3.お た くでは今後,「 人材デ ータベ ース」の必要性 は ど うな るとお考 え1;な

りますか。

必 要性が 増 え る2.現 在 程度 と思 う3.必 要 性 が少 な くな る

Q.6.「 人 材デ ー タベ ー ス」に関 してご意 見が あ りましたら,ご 記入下 さい。

あ りが と うご ざい ま した。 ではPart皿 へ お進 み下 さい。



イ,、 ・

Part皿

〔別 紙1(人 材 デ ータベ ー ス参 考例)を 参 考 にお答 え下 さい 〕

Q.1.こ の 参 考例は 自団体 の研究 ・開発 を進 め る うえで

i1.非 常 に 必 要 に な る と 思 う

…

i2.,一望e必 要 に な.5之 思i_.

3.わ カ、ら な い

i4.あ ま り必 要 で な い と 思 う

…

L5...一.必墓琴.でな.Y三上.思 う

…

i→S.0.1,S.Q.2に お 進 み 下 さ い 。

..i

…

i→S.q.3に お 進 み 下 さ い 。

…

ー

O
や

ー

」 一一 ーーー一「

↓

S.0.1.ど の よ うな ことで必要 と思わ れ ます か。

1.解 決 す べ き技術 問題 を相談 す る相手 を探 す上 で

2.解 決 す べ き経営 問題 を相談 す る相手 を探 す上 で

3.解 決 すべ き市場 問題 を相談 す る相手 を探 す上 で

4.講 演 会,研 修 会等の講師 を探 す上 で

5.そ の 他(具 体的 に: )

↓

S.q.2.参 考 例以外 に不 足 した項 目や情 報が あ りました ら具体 的 に例示下 さい 。

S.q.3.ど の よ うな ことで必要 でない と思 われ ますか。

1.欲 しい情報項 目がないため

(具 体的 に:

2.項 目内の情報量が少 ないため

(具 体的 に:

3.そ の 他

(具 体的 に:

)

)

)

、
■ ● ■ 」

Q.2.今 回 の ア ンケー ト調査 等 を参 考 に「人材 デ ータベ ース」を構 築す る計 画が あ

りますが.そ の場合 に

1.積 極 的 に 利 用 し た い

2」...二 応 利 用.交 る2.も.n－ で.あ 二る__

3.利 用 す る か ど う か わ か ら な い

4.t-一別 用.し な い

→Q .3.に お 進 み 下 さ い 。

5.そ の 他(具 体 的に: )

」 一 ー ーー一「

↓

S.q.1.そ の 場合,「 人材デ ー タベ ース」を どの よ うに利用 され ますか。必要 な もの

すべて に○ をおつけ下 さ)㌔

ユ.開 発等,技 術問題 を解決 す る際 の相 談者 を探 すために

2.委 託 研 究,共 同研究 等の 研究者 を探 すために

3.開 発 等 の シーズ を探 すため に

4.講 演 会,研 修 会の講師 を探 すために

5.そ の 他(具 体的 に:)

↓

S.Q.2.利 用 され る場合 の方法 にっい てtど の よ うな利用方法 を希望 され ますか。

1.電 話 等で請求 し,郵 便,フ ァクシ ミリ等で回答 を受 け とる

2.学 部 別 のデ ー タが収録 された フ ロッ ピィを購入 する

3.オ ン ライ ン化 し,必 要 なデ ータを即 刻利用 する

4.そ の 他(具 体的 に:)

Q.3.そ の 他,人 材 デ ータベー スに関 してご意見が あ りました らご記 入下 さい。



貴 団体(機 関,会 社)の プ 回フィ

1,2は 全 員の方に,3以 降 は民 間企業の

1 従 業 員 数 1.10人 未 満

3.20～50人 未

5.100-30b人 未

7.500～1000人 未

2 所 有 機 器 1.フ ァ ク シ ミ リ

2.日 本 語 ワ ー プ ロ

3.パ ー ソ ナ ル コ ン

4.オ フ コ ン ・ ミ ニ

5.オ ン ラ イ ン 端 末

よ
6.汎 用 コ ン ビ ュ ー

㌣ 7.そ の 他(

3 本 ・ 支 社 別 1.本 社2.支 社

4 本社の所在地 都 ・府

5 貴 社 の 業 種 1.食 料 品製造業

3.パ ル プ ・紙 ・紙

5.化 学 ・石 油 ・石

7.鉄 鋼 ・非鉄 金属

9.電 気機械器具

11.そ の他製造業

6 貴社の 1.5千 万 円未満

年間売上高 3.1～5億 円 未

5.10～50億 円 未

7.100～500億 円 未

、 ・7季

ニ コ ン

3.

2.10～20人 未 満

4.50～100人 未 満

6.300～500人 未 満

8.1000人 以上

(台)

(台)

(台)

(台)

(台)

(ム ロ)

)(台)

工 場4.そ の 他()

市 ・郡 町

2.繊 維 工業

4.出 版 ・印刷

6.ア ラスfック・ゴム製品 ・窯業

8.一 般 機械 器具

10.精 密 機 械器具

2.5千 万 円 ～1億 円未 満

4.5～10億 円未 満
.

6.50～100億 円 未満

8.500偲 円 以上

」

その他,当 セ ン ターへ,ご 意 見が あ りま した ら何 んで も自由に ご記 入下 さい 。

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

こ の 回 答 書 は 平 成 元 年10月31日 ま で に

投 函 下 さ 〉、。



成構木樫資料2

別域1 .地

サ 福 佐 長 熊 大 宮 、 鹿
ン
プ 児
ル
教 岡 習 崎 木 分 崎 島

全 休 100n 57.6 8.R 4.R 12.8 9.6 4.0 2.4
125 72 11 6 16 12 5 3

従業 昌数別

 

凱

サ 10 |0 20 50 100 300 500 1000

ン メ、 ～ 〈 ( 〈 ( 〈 人
ブ 20 50 m∩ 300 500 1000
ル キ 人、 人 人 人 人 人 以
教
満 裏 黍 黍 霧 裏 黍 ヒ

全 休 1000 6.4 li.4 R.R 16.8 15.2 9.6 16.0 2f).8
125 R 8 11 つ1 19 12 20 26

戸斤ti機 器51ij

・

サ
ン

フ
ア

円
木

パ

コ1
オ
フ
オ
ン 澗 そ 不

プ ク 語 ン'ノ コ ラ ン
ル
数

シ
ミ

ワ

1

ピ ナ

コ ル

、 、ノ

ニ'
■

一 、

イ
、ノ
ピ
コ

の

リ プ
ロ

1

勺 弓 翼
1

夕 他 明

全 休 1000 R5.5 71.8 Rヌ.9 53.2 54.0 33.1 4.0 12.8
125 106 89 m4 剛c7 41 5 16

4.木 ・支 社 別(民 間 企 業 σ)み)

サ
ン
プ
ル
数

本

社

支

社

.丁

場

そ

の

他

不

明

全 休 100n
92
55.4
51
8.7
R
29.3
27

3.ヌ

3

3.3

3
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5.業 種 別(民 間 企 業 の み)

サ

之
ル
教

§

響
拳

纏
垂

バ

膓

鱗

蘂'

鰻

命
刷

塁
岩

石⑰
炭

ズζ

鷲孝

ジ
莱 ・

籍
弄

糞
属

嘉

§

翼

全 休 100n
92
4.3
4
1.1

1
1.1
1
1コ

1

13.0

12

9.8

9
12.0
11
6.5
6

電

長
械

冒
フ ご

竃

警

そ
の

竃

違

篇

†

雲
叢

建

設

業

そ

の

他

不

明

8.7

R
1.1
1
15.2
14
12.0
11
4.3
4
7.6
7
2.2
2

6.年 間 売E高(民 間 企 業 の み)

サ 5 5 1 5 10 50 100
ン 千 千 〈 ～ ～ ～ 〈

、 プ 万 1万 5 10 50 100 500
ル 円 億 円 億 億 億 億 億
数 未 円1 円 円 円 円 円
満
霧 黍 黍 藩 黍 霧

全 休 100n 3.3 1.1 2.2 2.2 26.1 14.1 21.7
92 3 1 2 2 24 13 20

不

明

oo
億
円
以
ヒ

5

2.2

2
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25
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Q.1人 材データベー ス とい う言葉 を聞かれた ことがあ りますか。

サ 聞 聞
ン い い
フ。 た た
ル こ こ
数 と と

が が
あ な
る い

全 体 100.⑪ 87.] 12.9

124 108 16

行 政 11〕0.0 100.0 一

8 8 ¶

研 究 機 関 100.0 91.7 8.3
24 22 2

民 間 企 業 100.0 84.8 15.2
92 78 14

Q.2こ れ までに 「人材 」を探 すの に苦 労 され たこ とはあ りませ んか。

サ あ な
ン
フ 。

ル
数 る い

全 体 10n.0 71.0 29.0
124 88 36

行 政 100.⑪ 87.5 12.5
8 7 1

研 究 機 関 100.0 83.3 16.7
24 2⑪ 4

民 間 企 業 100.0 66.3 33.7
92 61 31

一72一



Q.2-SQ.1具 体 的 に どの よ うな こ とで苦 労 され ま した か。.

サ を題解 を題解 を題解 の講 そ
ン 探を決 探を決 探を決 講演
フ。 す相す す相す す相す 師会
ル 上談べ 上談べ 上談べ を^ の
数 です き です き です き 探研

る技 る経 る市 す修
相術
手門
相蛍手門 相場手門

±奪
他

全 体 100.0 67.0 5.7 19.3 44.3 8.0

88 59 5 17 39 7

行 政 101〕.0 42.9 一 一一 28.6 143
7 3 一 一 5 1

研 究 機 関 100.0 54.2 4.2 12.5 66.7 4.2
.20 13 1 3 16 1

民 間 企 業 100.0 70.5 6.6 23.0 29.5 8.2
61 43 4 14 18 5

Q.3「 人材 」に関す る情 報収集 につ いては どの よ うな状況 で しょうか。

サ 積 必 る特
ン' 極 収要 わに
フ。 的 集に け収
ル しに し応 で集
数 て収 て じ は し

い集 いて なて
る

'る
いい

全 体 100.0 5.6 56.4 37.9
124 7 70 47

行 政 100.0 12.5 75.0 12.5
8 1 6 1

研 究 機 関 100.0 8.3 62.5 29.2
24 2 15 7

民 間 企 業 100.0 4.3 53.3 42.4
92 4 49 39
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Q.3-SQ.1そ れ らの情 報の 入手先は どこで し ょうか。 該 当す るもの全部 に○印 をおつけ

下 さい。

サ 国 公 公 大 連 同 商 企 技
ン 立 立 携 業 業 術
フ 。 の 自 の の 企 企 情 情
ル
数
行治
政体
研究 試
験 学

業 業
社 翼6心 墾6心

機な 機 所
関ど 関

全 体 100n 30.6 29.8 26.6 50.8 22.6 8.9 9.3 18.5 29.8
124 38 37 33 63 28 11 9 23 37

行 政 1000 62.5 37.5 5〔1.0 50.0 12.5 一 一 一 25.0
8 5 3 4 5 1 一 一 一 2

研 究 機 関 1000 66.7 66.7 41.7 66.7 12.5 4.2 4.2 25.0 41.7
24 16 16 10 16 3 1 1 6 10

民 間 企 業 1000 18.5 19.6 20.7 12.5 26.1 10.9 8.7 18.5 27.2
92 17 18 19 3 24 10 8 17 25

雇 官 業 人 金 民 経 異 見 マ そ 不
用 報 材 融 間 会済 業 ス
情 公な 界 情 関 コ 議団 種 本 コ の
報 的ど 報 係 ン 所体 交 ミ
誌 情 誌 誌 タサ な( 流 市 一 他 明
報 ンル ど商 会 般
誌 ト )工

6.5 7.3 12.9 12.9 10.5 7.3 13.7 16.9 5.6 21.8 11.3 21.8
8 9 16 16 13 9 17 21 7 27 14 27

一

25.0 ≡ ・ 一 一

12.5 50.0 一 一

12.5 12.5 12.5
一 2 一 一 一 1 4 .一 一 1 1 1

一 8.3 12.5 8.3 8.3 8.3 8.3 37.5 4.2 45.8 12.5 12.5
一 2 3 2 2 2 2 9 1 11 3 3

8.7 5.4 14.1 15.2 12.0 6.5 12.0 13.0 6.5 16.3 10.9 25.0
8 5 13 14 11 6 ・11 】2 6 15 10 23

一74一



Q.3-SQ.2そ れ らの情報の入手のための費用(新 聞 ・雑 誌代な どを含む)は 月平均 どれ く

らいにな りますか。

不

明

ぴ
ム

『'・へ、'

28

則

22

日

6り】

"
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o⑪
万
円以
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oo
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oo
万

円12未
満

}一

「一

一一

一

50

万
～

⑪0
万

円1未
満

2"

一

…一

?●"

20

万
～

50
万

円未

満

4幻

一一

一一

4Ω

10

万
～

20
万

円未

満

9門

一一

1Ω

8田

5
万
～
10
万
円未
満

5
1310

一一

2
14

』

1213

1
万
～
5
万
円未
満

⊂ノ

つ⊃.(ノ
ム

ー8

一一

(ノ
】
脇

8

122

1
万
円
以下

品

3729

「つ
ド

5砿

ぴ

1458

泊

1819

サ
ン
プ
ル
数

00
24101

00
810

00
2410

朔

9211

体全

政行

関機究研

業企間民

Q.3-SQ.3そ れ らの 入 手 の た め の ス タ ッフは ど うな って い ます か。

サ 特 特 そ 不
ン 定 定
プ の の の
ル 個 部
数 人 署 他 明

全 体 100.0 9.7 33.⑪ 22.6 35.5
124 12 41 28 44

行 政 100.0 一 25.0 37.5 37.5

8 一 2 3 3

研 究 機 関 100.0 16.7 29.2 29.2 29.2

24 4 7 7 7

民 間 企 業 100.0 8.7 34.8 19.6 37.0
92 8 32 18 34
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Q.3-SQ.4お た くで入手 された情 報は どの よ うに管理 されて いますか。

サ フ コ 連 そ 不
ン ア ン 携
プ イ ピ 企 の
ル ル ユ 一 業

数 1 括で 他 明
入タ 管
力に 理

全 体 100.rl 55.6 4.0 0.8 11.3 29.8
ユ24 69 5 1 14 37

行 政 100.0 50.0 25.0 一 25.0 12.5
8 4 2 一 2 1

研 究 機 関 100.0 54.2 一 一 20.8 25.0
24 13 } 一 5 6

民 間 企 業 100.〔1 56.5 3.3 1.1 7.6 32.6
92 52 3 1 7 30

Q.4「 人材デー タベース 」に類す る もの を現 在お もちです か。

サ あ な
ン
フ 。

ル

数 る い

全 体 100.0 19.4 80.6

124 24 100

行 政 100.0 62.5 37.5
8 5 3

研 究 機 関 100.0 37.5 62.5
24 9 15

民 間 企 業 100.0 ω.9 89.1
92 10 82

一76-」



Q.4-SO.1(Q.4で あ る と答 えた 方)そ の 人材 デ ー タベ ー ス は どの よ うに して 収 集 さ

れ た もの で す か 。 該 当す る もの に ○ 印 をお つ け下 さ い。

サ 独 連 公 専 そ
ン 自 携 的 門
プ に 企 機 の の
ル 収 業 関 機
数 集 か か 関 他

作 し 収ら 収 ら 収か
成て 集 集 集ち

全 体 100.0 50.0 一 41.7 29.2 12.5
24 12 一 10 7 3

行 政 100.0 80.〔1
一 20.0 一 20.0

5 4 , 1 → 1

研 究 機 関 100.〔1 44.4 一 66.7 33.1 11.1
9 4 一 6 3 1

民 間 企 業 100泊 40.0 .} 30.0 40.0 10.0

】0 4 3 4 1

Q.4-SQ.2(Q.4で な い と答 え た 方)

う か 。

人材 デー タベ ースの必要性 につ いては どうで し ょ

⑨

サ 非 や ど あ 必
ン 常 や ち 必ま 要
プ に 必 ら 要 り で
ル 必 要 い と で は
数 要 えも は な

な な い
い い

全 体 100.0 21.0 35.0 24.0 18.0 2.0
100 21 35 24 18 2

行 政 100.0 33.3 33.3 一 33.3 .一

3 1 1 一一 1 ",

研 究 機 関 100.0 46.7 26.7 ⌒一

26.7 一

15 7 4 一. 4 一

民 間 企 業 100.0 15.9 36.6 29.3 15.9 2.4
82 ]3 30 24 13 2

一77一



Q.4-SQ.3(Q,4で あ る と答 えた 方)

どれ く らい で し ょ うか。

所有 され てい る 「人 材デー タベ ース 」の件数は

サ 1,000 1,000 3,000 5,000 10.1〕00

ン 件 ～ ～ ～ 件
プ 未 3,000 5,000 10,000 以
ル 満 件 件 件 上
数 未 未 未

満 満 満

全 体 100.〔1 87.5 4.2 一 4.2 4.2
24 21 1 一 1 1

行 政 100.0 60.0 20.0 一 一 20.0

5 3 1 一 ← 1

研 究 機 関 100.0 ]⑪0.0
一 一 .一

9 9
'一 一 一 一

民 間 企 業 100.0 90.0 一 一 10.0 一

10 9 一 一 1
－

Q.4-SQ.4(Q.4で あ る と答 えた 方)そ の 収 集 範 囲 は どの よ うに な っ て い ま す か。

サ 同 同 全 そ 不
ン 一}' ,一 国
フ。 市 県 レ の
ル 町 内 べ

数 村 ル 他 明
内

全 体 100.0 一 41.7 33.3 25.⑪ 4.・2

24 一 10 8 6 1

行 政 100.0 一 60.0 40.0 2⑪.0 一

5 A一 3 2 1 一

研 究 機 関 101〕.0
一. 55.6 22.2 22.2 一

り 一 5 2 2 一

民 間 企 業 100.0 一 20.0 4(LO 30.0 lo.⑪

10 一 2 4 3 1

一78一



Q.4-SQ.5(Q.4で あ る と答 え た 方)

ま す か 。

その収集 されて い る分 野は どの よ うにな って い

サ 学 産 政 官 そ
ン
プ 業 の
ル
数 界 界 界 界 他

全 体 100.0 75.0 66.7 4.2 25.0 8.3

24 18 16 1 6 2

行 政 100.0 80.(1 一 一'
, 40.0 40.0

5 4 一 一 2 2

研 究 機 関 100.0 77.8 77.8 11.1 22.2 一

9 7 7 1 2 一≡

民 間 企 業 100.0 70.0 911.0 "

21〕.0

10 7 9 一 2 －

Q.4-SQ.6(Q.4で あ る と答 え た 方)「 人 材 デ ー タベ ー ス 」に 入 力 ざれ て い る情 報 は

どの よ うな もの で し ょうか。 該 当す る もの に ○ 印 を おつ け下 さ い。

サ 氏 生 現 職 勤 学 専 所 学 そ
ン 年 歴 門 有
プ 月 住 務 !へ 分 す の
ル 日 学 野 る
数 名 所 業 先 な校 資 位 他

ど名 格
、 一'

全 体 100U 100∬ 58.3 58.3 83.3 91.7 58.3 95.8 4L7 41.7 41.7
24 24 14 14 21〕 22 14 23 10 10 1f〕

行 政 1000 1000 80.0 40.0 100⑪ 1000 80.⑪ 1ω0 4〔LO 40.0 4⑪.o

5 5 4 2 5 5 4 5 2 2 2

研 究 機 関 1000 1000 55.6 55.6 66.7 77.8 44.4 88.9 33.3 44.4 44.4
9 9 5 5 6 7 4 8 3 4 4

民 間 企 業 1000 10⑪0 50.0 7⑪.0 90.〔1 10rlo 60.0 10⑪D 50.fl 40.0 40.0
1⑪ 10 5 7 9 10 6 10 5 4 4

一79一
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Q.5こ れまでに、人材に関す るデ ー タベース を利 用 された とが あ りますか。

サ あ な
ン
フ 。

ル
数 る い

全 体 100.0 18.5 81.5
124 23 101・

行 政 100.0 37.5 62.5

8 3 5

研 究 機 関 100.0 25..0 75.0

24 6 18

民 間 企 業 100』 15.2 84.8
92 14 78

Q.5-SQ.1(Q.5で あ る と答 えた 方)そ れ は ど この デ ー タベ ース で す か。 該 当す る も

の に ○ 印 を おつ け下 さい。

サ
ン

公 連 民

フ。

ル

的 携 間

数 機 企 企

関 業 業

全 体 10⑪.0 52.2 17.4 43.5

23 . 12 4 1n

行 』 政 100.0 66.7 一 33.3
3 2 一 1

研 究 機 関 100.0 33.3 一 66.7
6 2 一 4

民 間 企 業 100.0 57.1 28.6 35.7
14 8 4 5

一80一



Q.5-SQ.2(Q.5で あ る と答 えた 方)そ の 「人 材 デ ー タベ ー ス 」の 利 用 をな さ っ た際

に直 面 され た 問 題 は あ りま せ ん で した か。 具 体 的 にお 知 らせ下 さ い。

行 政

研究機関

民間企業

簡略す ぎて、 具 体的な研究 内容等 を把握す るのが困難で あ る。

デー タの内容が少な い。

デー タが古い、

・専門分野が明確でな い。 民間 企業 との受託研究、共 同研 究の実績の有無、

企業 に対す る技術 的指 導、共同研究 実施の意向不明.

・欲す る情報が少な い。

・役職等が現行 か ど うか不安で ある。

・公的、民間 を問わず 手数料が 高い。

Q.5-SQ.3(Q.5で あ る と答 えた 方)お た くで は今 後 、

は ど うな る とお 考 え にな ります か 。

「人 材デー タベース 」の必要性

Q

φ

サ 必 現 必
ン 要 在 要
フ 。 性 程 少性
ル が 度 なが
数 増 と く

え 田 な
る ㌻ る

全 体 100.0 87.0 13.0 一

23 20 3 '

行 政 100.0 100.0 一 一

3 3 一 一 ≡

研 究 機 関 100.0 83.3 16.7
.●

6 5 1 一

民 間 企 業 100.0 85.7 14.3 ～

14 12 2 一

一81一



Q6

行

「人材 デー タベ ース 」に関 して ご意見が あ りま した ら
、 ご記入下 さい。

政 ・技術の高度 化、多様化が進 むにつ れて、 人材 デー タベー スの必 要性は高 ま

って い くもの と考 える。

・専門分野、 研究テーマ、大学、学 部、学 科のデー タを希望 します。 研究 論

文 につ いてはア ブス トラク トな形 で提 供で きま した らなお結構 です。

あ ま り利用 す る機会 は多 くな いが、今 後 ニーズは増 えて い くと思 う。

研究機関

民間企業

職歴、研究 歴、研究 概要な ど、 依頼す る場合公費 での諾否 につ いて 知 りた

い。

登 録す る人材 の コンセ ンサス とプ ライバ シーの問題 をど う解決す るか。 こ

れ らの問題 をク リア しなが らいか に多 くの データ を収 集で きるかが ポイ ン

トとな る。

最近の具 体的な 活動 内容 がわか る とよい。

人 材デー タベース(特 に社会科学系)の 構築の必要性 を感 じる。

現在の 事業が専門業 種な ので、必 要な場 合は関係機関 と連携 を とるので そ

ん なに必要性は感 じな い。

人材デ ー タベースは 各機関で構築 されつ つあ るが、 どれ も似た 内容 であ る。
一元化 で きる くらいのデー タベー スの 内容 と量 を希望す る

。

気楽に相談 に乗 って くれ るか。 また相 手先の謝礼の 目安がわか るとよい。

デー タベ ース を実際 に利 用す る際、 デー タが古 くて使 えない場 合が あ り困

る。 公的機 関の技術者の 情報は得や す いが民間企業の 技術 者の情 報は企業

秘 密で あ り困難である。

学 歴や住所 な どの 個人情 報は除 くべ きで ある。

利 用可能な人材 デー タベ ースの具 体的案 内書 を希望す る。

九州管 内の専門分野別、 人材 デー タベ ー スの構築 を要望す る。

詳 細なデー タベース を作 成す るとプ ライバ シーの問題 が発生す るのでは な

いか。 しか し人材デ ータベースは福岡 県で も必要 で ある。

学 者、研究者 とのお 付合いの成果 は先方 の人格、人望 によ って決 ま る。従

って単な る人 員名簿 のよ うな もので は意 味がない。 これ を研究 してい る と

い って も どれ くらい オー ソ ドックスな経済価値 をもって いるか が重 要。

一82一



高層 害者(社 長、 教授)に 片寄 ってお り、 産業、経済分野での広 い活 用が

望 み に くい。 出版物(職 員名簿 〉の内容の機械 化にと どまってい るも0)が

ほ とん ど、

本 社サ イ ドで収集提供 して くれ るので 工場で は必要な時 に照 合す る。

支 店 は営業の拠点なので、人 材に関 して は本 部で管理 して いる。

情 報 化時代 を、 今後必要にな ると思 う。

低費用、 迅速で利用 しやすい ことを希望す る。 内容充 実度 は60%程 度で

十分

研究 開発が専門 化し、直 ちに対応が とれ ない ケースが生 じ始め ま した。

人材 デ ー タベースに関心 を持 ってお ります。

当調 査 目的 の人材データベー スが完成 した ら活用 を考 えるが頻 度は ど うか

わか らない。

広 く一般 に公開 され るものが あれば利用 した い。

特 殊技 能保 持者、工学部系、理学部系、 人材 に関 する求職、求 人情報の デ

ー タベ ース化 を希望 する。

安 価 に利用 で きるものが欲 しい。

本 部に おいて利 用、管理 され てお り、 当福岡工場 では小規模工 場であ り必

要 ↑生は うす一い。

登録者の確 実性 の問題、専門 とするデ ー タ以外の性向、志 向職 業観のデー

タが あれ ば利用 しやすい。

技 術問題 で相談 した い人 が見 つか る とあ りが たい。企業の技 術力 も知 りた

い。

今 後技 術の高度 化によ り必要 性が増え る と予想 します,必 要な時 に人 材デ

ー タベ ース が利用 で きれば と思い ますの でデー タの所 在、利用方法 を教 え

てほ しい。

今後は 活用 して い きたい。
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.1⊃a・r七 ■1

[別 紙1(人 材 デー タベ ース参考例)を 参考 にお答 え くだ さい]

Q.1こ の参考例は 自治体の研究開 発 を進め る上 で

サ 非 や わ あ 必 不
ン 常 や か ま 要
プ なに な必 ら な り なで
ル る必 る要 な い必 い
数 と要 とに い と要 と 明

思 に
う
思
つ

思 で
う
思
つ

全 体 100.0 33.1 39.5 11.3 13.7 ⑪.8 1.6
124 41 49 14 17 1 2

行 政 100.0 62.5 25.0 一 12.5 一一 一

8 5 2 一, 1 一 一

研 究 機 関 100.0 58.3 29.2 4.2 8.3 一 一

24 14 7 1 2 一 一

民 間 企 業 100.0 23.9 ・43
.5 14.1 15.2 1.1 2.2

92 22 40 13 14 1 2

Q.1-SQ.1(Q.1で 非 常 に、 や や 必 要 に な る と答 えた 方)

れ ます か。

どの よ うな こ とで必要 と思 わ

サ 相問解 相聞解 相聞解 上等講 そ
ン 手題決 手題決 手題決 での演
フ 。 ををす ををす ををす 講会
ル 探相べ 探相べ 探相べ 師' の
数 す談き す談き す談き を研
上す技 上す経 上す市 探修
でる術 でる営 で る場 す会 他

全 体 100.0 93.8 11.3 26.3 53.8 1.3
80 75 9 21 43 1

行 政 100.0 57.1 14.3 28.6 85.7 14.3
7 4 1 2 6 1

研 究 機 関 100.0 81.0 一 4.8 8LO 一

21 17 一 1 17 一

民 間 企 業 100.0 87.1 12.9 29.0 32.3 一

62 54 8 18 20 一
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Q.1-SQ.2(Q.1で 非 常 に、 や や 必 要 に な る と思 うと答 え た方)

項 目や 情 報 が あ りま した ら具 体 的 に 例 示 くだ さ い。

参考例以外に不足した

行 政

研究機関

民間企業

講演 会の講 師 と しての言射礼額

所 属学会、 出身 地

連 絡先 の電 話番 号、過去の主だ った業績、 演習事 例、 著書

指導で き る項 目 ・学会、 その他の所 属す る団 体名 と役 職

企業志 向性(ど んな企業が好 きか)・ 民間企業 との 研究期間、研究 内容

・特許 、実用 新案 等の情報 ・デザ イナーな どの場合 作品授賞歴な ど も必要

電話番 号(内 線)、 所属学 会、地域企業 との共同研究 可能なテーマ 分野

・出身地、 出身高校 ・連絡先 ・相 談で きる企業

出身地、 出身高 校、 連絡先、趣味 ・人脈

所 属学 会や 業界団体 との ネ ッ トワー ク

・企業 に対す る技 術指 導、共同研究等の項 で制 約条 件を詳 しく登録 してほ し

い◇

■
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Q.1-S(1.3(Q.1で 苫)ま り、 必 要 で な い と思 う と答 え た 方)

い と思 われ ます か。

どの よ うな こ とで必 要で な

サ 欲 項 そ 不
ン し が 目
プ が い 少内
ル な情 なの の

数 い報 い情
た項
め目 鴎 他 明

全 体 100.0 11.1 5.6 38.9 5U.0
18 2 1 8 7

行 政 100.0 一 一

1り0.1〕

1 一 一 1

研 究 機 関 100.0 一 50.0 50.0 一

2 一 1 1 一'

民 間 企 業 100.0 13.3 一 43.8 4n』

15 2 一 7 6

Q.2今 回の アンケー ト調査等 を参考 に 「人材デー タベー スを構築す る計画 があ りますが、

その場合 に

サ
ン

積
極

二つ応 利
か用

利
用

不

フ 。 的 も利 わす し
ル に り用 か る な
数 し利 です らか い

た用 あ る など
い る い う 明

全 体 1⑪0.0 21.0 37.9 33.1 1.6 6.5

124 26 47 41 2 8

行 政 100.0 5fLO 25.0 25.0 一 一

8 4 2 2 一 '"

研 究 機 関 100.⑪ 45.8 29.2 25.0 一' 一"

24 ll 7 6

民 間 企 業 100.0 12.0 41.3 35.り 2.2 8.7
92 11 38 33 2 8
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Q.2-SQ.1(Q.1で 積 極 的 に 利 用 した い 、 一 応利 用 す るつ も りで あ る と答 えた 方)そ の

場合、 「人 材デー タベー ス 」をどのよ うに利用 され ますか。 必要な ものすべて

に○ をおつ け下 さい。

●

サ 相解開 す究委 探聞 にの講 そ
ン 手映発 た等託 す発 講演
フ。 をす等 めの研 た等 師会
ル 探る技 に研究 めの を ・ の

数 す際術 究 ・ にシ 探研
たの問 者共 1 す修
め相題 を同 ズ た会 他
に談 を 探研 を め等

全.体 100.0 78.1 57.5 38.4 53.4 2.7
73 57 42 28 39 2

行 政 100.0 66.7 66.7 66.7 83.3 16.7
6 4 4 4 5 1

研 究 機 関 100.0 72.2 61.1 44.8 94.4 一

18 13 11 8 17 一、

民 間 企 業 100.0 81.6 55.1 32.7 34.7 2.⑪

49 40 27 16 17 1

Q.2-SO.2(Q.1で 積 極 的 に 利 用 した い、 一 応 利 用 す るつ も りで あ る と答 えた 方)利 用

され る場 合の方法 につ いて どの よ うな利用 方法 を希望 され ます か。

,

サ で便電 を録学 用要オ そ 不
ン 回'話 購さ部 すなン
フ 。 答フ等 入れ別 るデ ラ
ル を アで すたの 1イ の

数 受ク請 るフデ タン
けシ求 口1 を化
と ミし ッタ 即 し 他 明
る リ' ピが 時'

等郵 1収 利必

全 体 100.0 6L6 12.3 21.9 2.7 1.4
73 45 9 16 2 1

行 政 100.0 66.7 一6 333 16.7
一

6 4 } 2 1 }

研 究 機 関 100.0 55.6 27.8 38.9 5.6 .一

18 10 5 7 1 一

民 間 企 業 100.0 63.3 8.2 34.7 一 2.0

49 31 4 17 一 1
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Q.3そ の他、人 材デー タベー スに関 して ご意見 があ りま した らご記 入下 さい。

行 政

研究機関

民間企業

・九州 内だけでな く、全国 の主 な大学、 研究機関等の人 材データベース も必

要 と思 われ る。

・使用料 を安 くしてほ しい。 印刷情報 を見た方が早 いよ うな デー タベースづ

く りは避 けるべ きであ る。 その人材 が有 して いる情報 をで きるだけ入れて

お く必要が ある。 しか し ①個人情 報(プ ライバ シー)の 保護 ②デー タ

の更新 につ いて十分 配 慮すべ きで あ る。

・法学 部、 経済学 部、商学 部な ど文 化系の研究者 について も人 材デー タベ ー

スが必要。

・社 会科 学系の人材デ ー タベースが必要。

・パ ソコ ン通信 に よるデー タ提 供をぜ ひサポー トしてほ しい.講 演会等の講

師のデー タベース(専 門 テー マ、連 絡先、 謝金)を 作成 して もらうと利 用

価 値も高 ま る。

・開発の ため のシーズ と して重要な人 材 と指導や講習 会に必要な人材 の2種

類の人 材デー タがほ しい、

・デザ インや工芸 関係の人材デー タベ ースの充実 もお願 い した い。

全 国的 な人材デー タベ ース とア クセス が可能 なよ うにつ くって下 さい.

・大学関 係だ けでなはな く、公 的研究、試験所 等も入れ そこ とを検討 しては

いかがです か。

・利 用で きる人材 デー タベースが構築 されれ ば極め て有益だ と考 えます。推

進 を希望 します。

・学界、研究機 関の活 性化 に有意義 と考 えられ ます。

・企業の 人材の登録は どうす るか?

・産学共 同 をやれ る力量の あ る企業 ではすで に教授(大 学)と の人脈 あ り。
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・人 材 デー タベース を利用す る以前に、社 内におけ るそのよ うな ニーズの掘

り起 こ し、取 りま とめの 体系 化が必要 か と思 って お ります。

この よ うなニ ーズ は当工場 よ りもむ しろ本 社に ある ように思 います。
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、

「

φ

、

貴団体(機 関、会社)の プ ロフ ィール について ご記入下 さい。

1、2は 全員の方に、3以 降は民間企業 のみお答 え下 さい。

1.従 業 員 数

サ 10 10 20 50 ]00 300 500 10ω

ン 人 ～ ～ ～ ～ 壬 ～ 人
フ 。 20 50 100 300 5⑪0 1000
ル 未 人 人 人 人 人 人 以
数 未 未 未 未 未 未
満 満 満 満 満 満 満 上

全 体 1000 6.5 6.5 8.9 16.9 15.3 9.7 ]6.1 20.2
124 8 8 11 21 19 12 20 25

行 政 1000 一. 一 一 一 一 曽" 一一

10〔10

8 一 一 一 一 一 ・← 8

研 究 機 関 1000 25.0 29.2 29.2 12.5 4.2
一 .一 一

24 6 7 7 3 1 一 一 一

民 間 企 業 1000 2.2 L1 4.3 19.6 19.6 13.0 21.7 18.5
92 2 1 4 18 18 12 20 17

2.所 有 機 器

サ フ 日 パ オ オ 汎 そ 不
ン ア 本 コ| フ ン コ用

フ 。 ク 語 ンソ コ ラ ン

ル シ ワ ピナ ミ ン イ ピ の

数 ミ 1 ユル 二 ・ ン ユ

リ フ 。 1 コ 端 1

口 タ ン 末 タ 他 明

全 体 1000 85.5 71.8 83.9 53.2 54.0 33.1 4.0 12.1

124 106 89 104 66 67 41 5 15

行 政 100D 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0
'A 75.0

8 2 2 2 2 2 2 一 6

研 究 機 関 1000 1000 66.7 95.8 37.5 20.8 一 4.2 一

24 24 16 23 9 5 卓 ・ 1 一

民 間 企 業 1⑪00 87.0 77.2 85.9 59.8 65.2 42.4 4.3 り.8

92 80 71 79 55 60 39 4 9
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4.本 ・支社別(民 間企業 のみ)

サ 本 支 工 そ 不
ン
フ。

ル の

数

社 社 場 他 明

全 体 1000 55.4 8.7 29.3 3.3 3.3
92 51 8 27 3 3

5.貴 社 の業種(民 間企業のみ)

サ 食 繊 パ 出 化 ゴプ 鉄 一一

ン 料 維 ル 版 学 ム ラ 鋼 般
フ 。 品 工 プ . 製 ス ■ 機
ル 製 業 紙 ・ 印 石 品ナ 非 械
数 造 加紙 刷 油 ・ ツ 鉄 器
業 工 ・ 石 ・ 窯 ク 金 具

業 炭 業 ・ 属

全 体 1000 4.3 1.1 1.1 1.1 13.0 9.8 12.0 6.5
92 4 1 1 1 12 9 11 6

電 精 そ 情 建 そ 不
気 密 の 報
機 機 他 サ 設 の

械 械 製 1

器 器 造 ビ 業 他 明
具 具 業 ス

業

8.7 1.1 15.2 12.0 4.3 7.6 2.2
8 1 14 ll 4 7 2

6.年 間 売上 高(民 間企業のみ)

サ 5 5 1 5 10 50 1〔10 5〔10 不
ン 千 千 ～ ～ ～ ～ ～ 億

z
万
円
1万
億 円

5
億

10

億

50

億

100

億

500

億 口
数
黍
器}
円

黍
円

黍

円

黍

円
未
満

円
未
満

上 明

全 体 1000 3.3 1.1 2.2 2.2 26.1 14.1 21.7 27.2 2.2
92 3 1 2 2 24 13 20 25 2
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資料4

国立大学における人材麟 わ ト㌃ ク1こ?い て(調 査結果)

現欝 術繊 ンターζ典 利用馴 力細 網 こで 縮 刷タ㌻ スを既

に作 り、データの打ち込みも終わっていて、平成元年度中には利舳 始をする予定である.

これ は、 既 設 の 文 部 省 大 型 計 算 機 セ ン ター ネ ッ トワ ー ク を利 用 す る。 国立 大 学 は全 部 この

ネ ット!こ結 合されて いる・
、その利nl者 は・大型 計鞭 ㌣ ターの莉 贈 こ限 られ・将来は

ともかく・当分曝 の利用は興 ・・

データざで の中身は・'学術振興鱗 出版する 「研究麺 獅 総覧」と内容が同じ様

なものである・'今鞭 の1総 覧」 ほ で.きてし・て、 これ 昂 賑 しび ら、期 利用を始める

という・総覧の鴨 は1大 学が手でぷ14万 人縮 まれでいる・

そのデー タの調査は文部省がやっていて、その内容は学術振興会と学術情報センターに

回すことを前竺 ・1教酋 噂 き込 こ◎ る・・'4～5鞭 新・・M・ そのパン

チ は外 注 に よ る、 。 そ の 中 身 は 現 在 の 研 究 課 題 名3件 とそ の キ ー ワー ド各3、 それ と主 要

著 書 も し くは論 文3点 であ る。

、
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一 覧
人 材 デ ー タ ベ ー ス/CD-RQM/冊 子

'
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オンラインデータベース1

人 物 ・人 材 情 報 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス

〈海外:一 般人物 ・人材情 報 〉

CANMARCAuthorities

シ ス テ ム Utalas

プ ロ デ ュ ー サ ー Natiooa1LibraryofCanada

代理店 丸善
収録件数 232,000

内容 個 人(団 体,会 職 名 を 含 む)等 の カ ナ ダ の典 拠 レコ ー ド

CAREERPLACEMENTREGISTRY

シ ス テ ム DIALO6・
'

プ ロデ ュ ー サ ー Career円acementRegistry,lnc .

代理店 丸善;紀 伊國屋書店

収録期間 最 近6ヵ 月

収録件数 10,000

内容 就職希望者に関す る情報

情報源 各 希 望 者 が 提供 した ア ンケ ー トの デ ー タ

出力項 目 姓 名,大 学 名,職 歴 の 要約,地 位.肩 書,希 望 職 種 等

システム

プロデ ューサー

代理店

収録期間

収録件数

情報源

出力項 目

↑heSource

H.U.凹.A.N.A.,lnc.

本 多 通 商;コ ム ネ ッ ク ス

最 新

2',000

独 身 者2.000人(会 員)に 関 す る 情 報

個 人 の デ ー タ

性 別,学 歴,収 入,信 仰 篭

鳥
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オンラインデータベース2

COMPUSERVEUSERDIRECTRY

シス テ ム

プ ロデ ュ ーサ ー

代 理店

収 録 期 間

内容

情 報 源

出 力 項 目

CompuServe

CompuServelncorporated

エ ヌ ・ ア イ ・ エ フ;コ ム ネ ッ ク ス

最 新

CompuServe利 用 者 に 関 す る 情 報

CompuServe利 用 者 の デ ー タ

ユ ー ザ ーID,使 用 機 種,趣 味 等 ＼

FBI'S10MOSTWANTEDFUGITIVES

シ ス テ ム CompuServe、
'

プ ロ デ ュ ー サ ー CompuServelncorporated

代理店 エ ヌ ・ ア イ ・・ エ フ;コ ム ネ ッ ク ス

収録期間 最新

内容 米 国 のFBI(連 邦 捜 査局)が 最 も必 要 とす る人 物 情 報

情報源 FBI(連 邦 捜 査 局)の デ ー タ

出力項 目 人 名,経 歴 等

LCMARCNameAuthorities

シ ス テ ム Utalas

プ ロ デ ュ ー サ ー NationalLibraryofCongress

代理店 丸善

収録件数 1,968,000

内容 NationalLibraryofCongressの 個 人 の 典 拠 レ コ ー ド

MARQUISWHO'SWHO

シ ス テ ム 田ALOG

プ ロ デ ュ ー サ ー NationalRegisterPublishingCompany

代理店 丸善;紀 伊國屋書店

収録期間 1982～

収録件数
0

97,000(1987.9現 在)

内容 あ らゆる分野の専門家に関す る情報

MARO田S'SWHO'SWHOinAmericaに 対 応

情報源 MARO田S'SWHO'SWHO,lnc.独 自 の デ ー タ

出力項 目 姓 名,職 名,大 学 名,出 身 地,業 績,著 書,配 偶 著 名.子 供 名 筆

●
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オンラインデータベース3

PGA

シ ス テ ム Compuserve

プ ロ デ ュ ー サ ー PGAT臼r

代理店 エ ヌ ・ ア イ ・ エ フ;コ ム ネ ッ ク ス

収録期間 1983～

内容 米 国 の プ ロゴ ル フ ァー に関 す る情 報

情報源 PGATourの デ ー タ

出力項 目 プ レ イ ヤ ー 名,賞 金 等 ・

THESOURCEMEMBERDIRECTORY

シス テ ム

プ ロデ ュ ーサ ー

代 理 店

収 録 期 間

内容

情 報 源

出 力 項 目

THESOURCE、

THESOURCE

本 多 通 商;コ ム ネ ッ ク ス

最 新

THESOURCEの 利 用 者 に 関 す る 情 報

THESOURCEの デ ー タ

登 録 番 号,地 名 等

〈海 外:企 業 ・団 体 職 員情 報 〉

THEBUSINESSWIRE

、

シ ス テ ム DIALOG

プ ロ デ ュ ー サ ー Business川re

代理店 丸善;紀 伊國屋
、

収録期間 1986～

収録件数 12,000(1986.6現 在)

内容 米国産業の全分野 の人事移動(新 製品,財 務結果,株 式発行 などを含

む)等 の情報

情報源 企 業,病 院,大 学,研 究 機 関等 の 団 体 が 報 道 関 係 者 に 対す る発 表

出力項 目 会 社名,氏 名,発 信 地

シス テ ム

フ ロァ ユ ーサ ー

代 理 店

収 録 期 間

内容

TheSource

NEWSBYTES

コ ム ネ ッ ク ス

最 新

WendyWoods&Assoc.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 業 界 の ニ ュ ー ス(新 製 品

ソ フ トウ ェ ア 等)の 中 に 人 事 情 報 を 含 む
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オンラインデータベース4

シス ァ ム

フ ロァ ユー サ ー

代 理 店

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

情報源

出力項 目

DIALOG

Standard&Poor'sCorporation

丸 善;紀 伊 國 屋 書 店

最 新

67,95・5(1987.9現 在)

70,000名 に 近 い 重 要 な 会 社 役 員 に 関 す る 個 人 デ ー タ と 職 業 デ 一

夕

アンケーE会 社 の 新 聞 発 表,照 会,Standard&Poor'sCo.の 出 版 物

個 人 名,一 次 会 社 ・二 次 会 社 名,学 歴 等

シス テ ム

フ ロァ ユ ー サ ー

代 理 店

収 録 期 間

内 容

情報源

出力 項 目

NewsNet

TelecomPublishingGrouP,adivisionofCapitolPublicatjons

国 際 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス

最 新

米 国 の ワ シ ン ト ンを 拠 点 と す る 通 信 会 社 や 通 信 関 係 団 体 の 中 心 人 物 に

関 す る 情 報

FCC(連 邦 通 信 委 員 会)や 米 国 商 務 省 や 国 際 機 関 等 の デ ー タ・

氏 名,肩 書,電 話 番 号,所 属 機 関,住 所 等

〈海 外:研 究 者 情 報 〉

◆

●

シス テ ム

フ ロァ ユー サ ー

代 理 店

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

情報源

出力項 目

DIAしOG
'R
.R.BowkerCompany

丸 善;紀 伊 國 屋 書 店

1979～

6,000,000

米 国 及 び カ ナ ダ の 生 物 ・医 学 関 係 を 中 心 と す る 自然 科 学 分 野 の 研 究 者

に 関 す る 求 人 ・人 材 情 報

収 録 対 象 者 か らの ア ン ケ ー トの 回 答

氏 名,最 終 学 歴,経 歴,住 所 等

AMWS

シ ス テ ム ORBIT

プ ロ デ ュ ー サ ー BowkerElectronicPublishing

代理店 ユ サ コ㈱;日 本電 子 計算 ㈱

収録期間 最新 デ ー タ

収録件数 121,000

内容 ア メ リカ,カ ナ ダ の 自然 科 学 者 情 報,研 究 者 の 業 績 を160に 大 分 類

し,下 位 に800の 小 分 類
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オンラインデータベース5

シス テ ム

フ ロァ ユー サ ー

代 理 店

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

出力項 目

DIALOG

ExpertNet,L'td.

丸 善;紀 伊 國 屋 書 店

最 新

300

医 療 法 務 コ ンサ ル テ ィ ン グ 業 務 に 参 加 す る こ と に 承 諾 す る 契 約 をE-

xpet'Net社 と 結 ん だ1000名 以 上 の 医 学 専 門 家 の 経 歴 情

報

専 門 分 野,学 歴,職 歴,現 職,時 間 あ た り の 報 酬,姓 名,住 所 等

PDQDirectoryFile(PDQD)

シ ス テ ム BRS

プ ロ デ ュ ー サ ー NationalCancerlnstitute(NCI)

代理店 ユ サ コ㈱;日 本電 子 計 算 ㈱

収録期間 1978～

収録件数 22,000

内容 米国 の 権 威 あ る17の 学 協 会 の メ ンバ ー12,000人 と癌 研 究 施 設

1,000機 関 の名 簿 所 在 地

出力項 目 姓名,専 門 分 野,機 関 名,住 所 等

WHO'SWHOINTECHNOLOGY

シ ス テ ム ORBIT

プ ロデ ュ ー サ ー ResearchPublications,lnc.

代理店 日本 電 子 計 算;ユ サ コ

収録期間 最新

収録件数 35,000(1988.1現 在)

内容 米国の科学者及び技術者 に関す る情報

情報源 Who'sWhoinTechnologyTodeyを 収 録

出力 項目 氏 名,肩 書,経 歴,専 門 分 野 等

、

■

■
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オンラインデータベース6

〈国 内:一 般 人 物 ・人 材情 報 〉

4

シ スァ ム

フ ロァ ユ ーサ ー

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

情報源

出力項 目

日経NEWSTERECOM

日本 経 済 新 聞社

平 凡 社 「現 代 人名 情 報 事 典 」最 新 版

25,000

政 治 家 か ら タ レ ン トまで 現在 活 躍 中 の 人 物 と,1945年 以 降 亡 くな

った 有 名 人 を 収録 。 名 前 の他,分 野 別,国 別 よ り検索 可 能 。

平 凡 社 「現 代人 名 情 報 事 典 」

姓 名,生 年 ・没年,履 歴.著 作等

高額納税者情 報

シス ァ ム

プ ロデ ュー サ ー

収 録期 間

収 録件 数

内 容

情報源

出力項 目

TSR-VAN

東 京商 工 リサ ー チ

1978～

000

毎 年5月5日 に税 務 署 よ り公 示 され る納 税 額1千 万 円 以 上 の 高額 納 税

者 情 報

全 国 各 税 務 署

氏 名,住 所,納 税額,職 業

人名 典 拠 フ ァイ ル

プ ロデ ュ ー サ ー 口 外 ア ソ シ エ ー ツ

収録期間 1978～

収録件数 300,000

内容 人 名 の 典 拠 と して,読 み,生 年 月 日,職 業,典 拠 等 がつ か め る。

出力項 目 姓 名,プ ロ フ ィ ー ル 等

人 脈 ・人 事 録

シ ス テ ム 毎 日 新 聞 ・NTTパ ソ コ ン ビ ジ ネ ス 情 報

プ ロデ ュ ー サ ー 毎 日新聞社

収録期間 1987～

収録件数 2,000

情報源 記者作成

出力項 目 氏 名,専 門,連 絡 先,講 演料 等

⑨
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オンラインデータベース7

〈国 内:企 業 ・団 体 職 員情 報 〉

シス テ ム

フ ロァ ユー サ ー

収 録 件 数

内 容

情 報 源

出 力 項 目

TSR-VAN

東 京 商工 リサ ー チ

700,000

企 業 信用 調査 に基 づ き東 京 商 工 リサ ーチ が独 自 に収 集 した 代 表 者 の 情

報

東 京 商工 リサ ー チ独 自の 調査 取 材

姓 名,住 所,趣 味,学 歴,経 歴 個 人 所 得等

日 経WHO'SWHO(日 経 人 事 デ ー タ バ ン ク)

シ ス テ ム 日経NEWSTERECOM
●

プ ロ デ ュ ー サ ー 日本経済新聞社

収録期間 1986～

収録件数 160,000

内容 国 会 議 員,官 公庁 幹 部,主 要 企業 の 役 員 や管 理 職(部 長,工 場 長,支

店長等),経 済団体幹部の情報

情報源 人事移動情報

出力項 目 現職 名,生 年 月 日,性 別,出 身 地,本 籍 地,勤 務先 住 所,自 宅 住 所,

学 歴,入 社 年,社 内 歴 等

COSMOS3個 入 情 報 フ ァイル

●

シ ス テ ム COSMOS

●

'

プ ロ デ ュ ー サ ー 帝 国 デ ー タバ ンク

収録期間 1984～ ●

収録 件数 550,000

内容 全国の会社役員および知名人の個人情報

情報源 直 接訪 問,職 場 取 材 を 主 体 に ア ンケ ー ト

出力項目 氏 名,勤 務 先,生 年 月 日,学 歴,経 歴,家 族,資 格,叙 勲 等

WHO

シ ス テ ム NICHIGAIASSIST

プ ロ デ ュ ー サ ー 口 外 ア ソ シ エ ー ツ

収録期間 1986～

収録件数 270,000

内容 個 人 の プ ロフ ィー ルだ けでな く新聞,雑 誌,イ ン タ ビ ュー で 本人 が 取

り上 げ られ た情 報 も同時 に知 る こと がで き る。

情報源 全ての公開情報

出力項 目 姓 名,住 所,生 年 月 日,現 職,経 歴,著 作 等
●

■

●

■

o
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オンラインデ一夕イース8

〈国 内:研 究 者情 報 〉

科 学 技 術 者事 典 フ ァ イル

プ ロデ ュー サ ー

収録 期 間

収録 件 数

内容

出力 項 目

口外 ア ソ シ エ ー ツ
～1987

13,000

活 躍 中 の 科 学 者 を広 範 囲 か ら収 録 。 研 究 歴 や業 績 に関 す るデ ー タ も豊

富 。

姓 名,プ ロ フ ィー ル等

テ クノ マ ー ト技術 取 引 情 報

プ ロデ ュ ー サ ー ⑭ 日 本 テ ク ノ マ ー ト

収録期 間 1985～ ・.
'

収録件 数 8,000

内容 科 学技術全般の情報の中に求人 ・人材情報を含 む。

情報源 企 業,個 人,大 学 ・研 究 機関 等

出力項 目 全文

科 学 賞 ・受 賞 者 フ ァイ ル

プ ロデ ュー サ ー

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

出力 項 目

口 外 ア ソ.シ エ ー ツ

～1986

50,000

学 術 的 な 賞 の み な ら ず,工 業 ・技 術 ・建 築 ・発 明 な ど の 賞 も 採 録 。

姓 名,賞 名 等

等

ξ

S

●
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オンラインデータベース9

〈九 州 地 域:人 物 ・人 材 情 報 〉

SMIRS(ス マ イ ル ス)

プ ロデ ュ ー サ ー

収録期間

収録件数

内容

出力項 目

利用機関

中小 企 業事 業 団 お よ び ホス トコ ン ピ ュー タを 保 有 して い る(県)中 小

企 業 情 報 セ ンタ ー 等

1982～'

25,000

人 材,文 献,企 業,機 関 団体,文 献 所 在 の 各 情 報 が 検 索 で き る。

中小 企 業事 業 団,他 府 県 地域 情 報 セ ンタ ー と ネ ッ トワ ー クを構 築 し分

散 型 デ ー タ ベ ー ス を め ざす 。

文 書(抄 録)

0動佐 賀産 業 技 術 情 報 セ ンタ ー,㈱ 長 崎 県 中 小 企 業 振 興 公 社,

側)長崎県 中小 企 業 情 報 セ ンタ ー,⑭ 福 岡 県 中 小 企 業 情 報 セ ンタ ー,

㈱宮 崎県 産 業 技 術 情 報 セ ンタ ー,側)久 留 米 ・鳥 栖 地 域 技 術 振 興 セ ンタ
ー,㈱ 熊 本 県 中 小 企 業 振興 公 社,熊 本 県 中 小 企 業 情 報 セ ンタ ー

,

,

コ ロ ンブス シス テ ム(大 分 県 中 小 企 業 情報 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム)

プ ロデ ュー サ ー

収 録 件 数

内容

出力項 目

㈱ 大 分 県 地 域 経 済 情 報 セ ンタ ー 中 小 企業 情 報 課

2,700

中小 企 業 事 業 団,全 国 の小 企 業 情 報 セ ンタ ー で実 施 して い る中 小 企 業

情 報 ネ ッ トワ ー クの 域 内 サ ー ビス で あ る。

標 題,著 者,出 典,発 行 所,要 旨,発 行 年 月 日

鹿児島県

プ ロデ ュー サ ー 働 鹿 児 島 県 中小 企 業 振 興 公 社;中 小 企 業 情 報 セ ンタ ー

出 力 項 目 人 物 の 概 要,講 演,執 筆 等

熊 本 日 日新 聞 情 報 メデ ィア 開 発局

人材情報

側)熊本県中小企 業振興公社;熊 本県 中小企業情報セ ンター

地域人材情報

宮崎県 商工労働部 商工振興課

,

φ
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CD-ROMl

人 物 ・人 材 情 報CD-ROMソ フ ト

〈海 外:一 般 人 物 ・人 材 情 報 〉
`

ABI/INFORMOndisc
4

■

プ ロデ ュ ー サ ー UniversityMicrofilmslnternationa.(米 国)

' 代理店 紀伊國屋書店
■

収録期間 最新6年

収録件数 240,000

内容 米 国 の ビ ジネ ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト全 般 の 中 に人 材 情 報 を 含 む

ABI/1NFORMのCD-ROMバ ー ジ ョ ン

情報源 米国主要誌700誌

-

'

0&DPlus

プ ロデ ュ ー サ ー DateBaseProducts,lnc.(米 国)

収録期間 ①1979～1985② 最新2年

内容 米 国 の航 空 機 旅 客 者 の 発 着地 情 報(lntra-Alaska航 空 を除 く全 民 間 航

空 会 社)の10%を 把 握

情報源 米国運輸省

出力項 目 利 用 者名,発 着 地 等

,

PAF-ROM
●

、

プ ロ デ ュ ー サ ー BritishPostOffice,SnverPlatterlnformation,Ltd.(英 国)

収録件数 2,350,000
、

内容 英 国 の 個 人,企 業 ・機 関の 住 所情 報

情 報 源 ・ BritishPostOffic

出力項 目 姓 名,企 業 ・機 関 名,ポ ス トコ ー ド

TwixTe1

プ ロ デ ュ ー サ ー 丁旬ixlnformationProcessing,lnc.(ス イ ス)

BertelsmannComputerBeratungsdienst(西 独)

収録件数 3,750,000

内容 ス イ スの 全 公 式 電 話帳 を 収 録(個 人,ビ ジ ネ ス双 方)

情報源 スイスの全公式電話帳

出力項 目 姓 名,住 所,ZIPコ ー ド,職 業.結 婚 前 の 妻 の 姓 名

■

◆

`

●

'

、
.

一103一



CD・-ROM2

〈海 外:企 業 ・団体 職 員 情 報 〉

DIALOGOnDiscStandard&Poor'sCorp .

プ ロデ ュ ーサ ー

代理 店

収録 期 間

収 録 件 数

内容

情 報 源

出力 項 目

田ALOG

丸 善;紀 伊 國 屋 書 店

最 新

70,000(役 員)

米 国 の 財 務 公 開 ・非 公 開会 社 の企 業 情 報 や 財 務 情 報 の 中 に 役 員を 含 む

S&P社

出 身 地.住 所,出 身 校,卒 業 年 次 等11項 目

,

`

〈海 外:研 究 者情 報 〉

フ ロァ ユー サ ー

代 理 店

内容

情 報 源

CCOHS(カ ナ ダ)

三 洋 出 版 販売

化 学 情 報 の 中 に 研究 者 情 報 を 含 む

RTECS,INFOCHIM

DirectoryofLibraryandInformation

プ ロデ ュー サ ー

収 録 件 数

内容

情 報 源

AmeicanlibraryAssociation(米 国)

45,000

図 書 館 業 務 や 図 書 館 学,情 報 科 学 分 野(34分 野)の 専 門 家 の 情 報

北 米 の 図 書 館 ・情 報 団 体

■

出力項 目 姓 名,住 所,所 属,学 歴,職 歴,著 書,専 門 分 野 等
,

DissertationAbstractsOndisc

プ ロ デ ュ ー サ ー UniversityMicrofilmsInformation

代理店 紀 伊國屋書店

収録期間 1984.7～ 最 新

収録件数 150,000

内容 米 国お よ び世 界 の 大 学.研 究 機 関 の お け る博 士 ・修 士 論 文 を収 録

収録分野 は数百分野 に及ぷ

情報源
"Oissertatio

nAbstracts・,

Scienc'eCitataionIndex-CDEdition

■

プ ロ デ ュ ー サ ー InstituteforScientificInfomation

代理店 紀 伊國 屋 書 店;ユ サ コ ◆

収録期間 1986～ ・

内容 科 学 技 術 分 野 の 代 表 的 文 献 情 報 の"ScienceCitationlndex"を 収 録

情報源 3,300誌 以 上 の 科 学 技術 雑 誌 ●

出力項 目 著 者名,雑 誌 名,被 引 用 著 者名 等
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一・一.一－CD-ROM3

〈国 内:一 般 人 物 ・人 材 情 報 〉

CD－ 住 所

■

プ ロ デ ュ ー サ ー ダ イケ イCD事 業 部

収録件数 4,200,000
頃

内容 全 国 の 電 話 番 号,住 所,氏 名 を関 東,関 西,そ の 他 の 地 区 に分 け,電
●

話 番 号 か ら該 当 の住 所,氏 名 を検 索 で き る。

出力 項目 氏 名.電 話 番 号,住 所
●

CD－ ス ピ ー ド姓 名 ・住 所 字 典

プ ロ デ ュ ー サ ー デ ー タ デ ィス ク シ ス テ ム

収録件数 氏 名:641,700(姓:125.700,名:516.000)

内容 日本 人 の 姓 名 およ び全 国 地 名(125,000件)を'収 録。
'

顧 客 管 理,DM用 デ ー タ等 に 利用 で き る。

出力項 目 姓 名,地 名,郵 便 番号

会

CD-MAP

プ ロ デ ュ ー サ ー 大 日 本 コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム;日 本 コ ロ ン ビ ア

収録期間 最 新

収録件数 居 住 者 デ ータ:320,000
●

内容 東 京23区 の 居 住 者 デ ー タ と住 宅 地 図(250x250m:9,500枚)収 録

出力項目 姓 名,住 所,電 話番 号,居 住 形 態 等
■

ぴ

MAPNOTESYSTEM
「

プ ロ デ ュ ー サ ー 公 共 施 設 地 図 デ ジ タル マ ップ開 発 部

収録件数 タ ウ ン ペ ー ジ情 報:900.000

内容 東 京23区 の 地図 情 報 の 中 に地 図 上 の 居 住 者 氏 名,会 社名,ピ ル ・団

地 名 を 収 録。 特 に ビル ・団 地 は ピル 番 号,号 棟,階 数 ごとの 居 住 者 氏

名 ま で把 握 で き る。

情報源 rPMK-MAP電 子 地 図 」,「 タ ウ ン ペ・一 ジ 」

出力項 目 居 住 者名.姓 名,住 所

MAPBASE(マ ッ プ ペ ー ス)

プ ロ デ ュ ー サ ー プ ラネ ッ クス技 研

収録 件数 3,200,000

内容 東 京23区 住 宅 地 図 と住 所 ・氏 名 を 国 勢 調 査 デ ー タ(年 齢 別,入 居 時

¶
期,学 齢 別,家 族 構成 別,室 数等)と 検 索 ソ フ トを組 み合 わ せ て,マ
一 ケ テ ィ ング ,顧 客 管理 等 に利用 で き る。

⑳ 情報源 国 勢 調 査 デ ー タ

■ 出力 項目 姓 名,・ 住 所 等

●
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〈国 内:企 業 ・団 体 職 員情 報 〉
CD-ROM4

フ ロァ ユ ーサ ー

代 理 店

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

情報源

出力項 目

大 蔵省 印 刷 局 製 品 企 画 開 発 室

凸 版印 刷 情 報 ・出 版 事 業 本 部

1988.7現 在

500,000

中 央官 庁,特 殊 法 人,都 道 府 県 お よび 市 町 村 の 職 員 。 中央 官 庁,特 殊

法 人,都 道 府 県 お よ び 市 町 村 の所 在 地 。

大 蔵省 印 刷 局 「職 員 録 」

係 長以 上 の 職 位 ・氏 名,課 長 以 上の 個 人 住 所 ・電 話 番 号

プ ロデ ュ ーサ ー

情 報 源

出 力 項 目

サ ンケ イ新 聞 デ ー タ シス テ ム

「サ ンケ イ 日本 紳 士 年 鑑 」

姓 名,所 属 機 関,職 歴,学 歴,著 作,

●

〈国 内:研 究 者情 報 〉

CD－ 科 技/現 執

フ ロァ ユ ーサ ー

収 録 期 間

収 録 件 数

内容

情報源

出力項 目

日外 ア ソ シエ ー ッ;紀 伊 國 屋 書 店

1975～1986

26,000

各分 野 の 専 門 家,実 業 家 な どを 収 録 し,人 名,出 身 地,受 賞 名,職 業

等 か ら検 索 可 能 。 さ らに専 門 分 野,雅 号,別 名 か ら も検 索 可 能。
「現 代 日本 科 学 技 術 者 大 事 典 」 「現代 執 筆 著 大 事 典 」

履歴,著 作 一 覧(新 聞,雑 誌,図 書)紹 介 記 事,人 物 研究 等

つ

,

⑨
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冊子体1

【海 外:一 般 人 物 ・人 材 情 報 】

マ レ ー シ ア,シ ン ガ ポ ー ル の 人 名 録

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ー ズ

内 容:マ レ ー シ ア,シ ン ガ ポ ー ル の 紳 士 録

中東人 名事典

発 行 所:中 東 調 査 会

内 容:中 東 ・ア フ リカ 地 域 の 重 要人 物

年刊人物情報事典

発 行 所:口 外 ア ソ シ ェー ッ

内 容:過 去 一 年 間 に新 聞雑 誌 に掲 載 され た人 物,つ ま り話 題 に な った人 物 の 記 事 を

採 録 し,掲 載 紙 誌,日 付,頁 な ど を示 して い る。
,

lnternationalWho'sWho

発 行 所:EuropaPublications

Who'sWhointheWorld

発 行 所:Marquis

¶

●

■

●

NewYorkTimesBiographicalService

発 行 所:NewYorkTimes

内 容:同 紙 に 載 っ た 主 要 な 人 物 関 係 の 記 事 を プ リ ン ト し,加 除 式 に 編 集 した 月 刊 誌

で.写 真 も 入 れ ら れ て い る 。
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冊 子 体2

Who'sWho(Annua1)

発 行 所:Black

内 容:現 存 の 著 名 人 の 名 鑑 で,英 国 人 を 中 心 に 登 載 。 原 則 と して 本 人 に よ る 質 問 票

の 記 入 回 答 に 基 づ い て 経 歴 事 項 を 記 載 して お り,い わ ゆ るwho'swhoタ イ プ

の 人 名 鑑 の 先 駆 を な す 。

Who'sWhoinAmerica

発 行 所:Marquis.

内 容:米 国 の 現 存 の 著 名 人 を 中 心 に 登 載 し た 隔 年 刊 の 名 鑑 。 本 人 へ の 質 問 票 に 基 づ

い て 経 歴 事 項 を 確 認 し て い る の で,一 般 的 な 人 物 情 報 は 容 易 に 得 る こ と が で

き る 。 な お,物 故 者 はWhoWasWhoinAmericaに 移 さ れ る 。

WeristWer?

発 行 所:Schmidt-Romhild

内 容:現 代 人 名 鑑 。

Who'sWhoinGermany

発 行 所:Who'sWho-Book

内 容:現 代 人 名 鑑 。

Who,sWhoinFrance

発 行 所:Lafitte

内 容:隔 年 刊 の 現 代 人 名 鑑 。
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冊子体3

【海 外:企 業 ・団 体 職 員 情 報 】

中南米4カ 国の大 企業業者名鑑

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ー ズ

内 容:中 南 米 の 大 企 業3,500社 と そ の 首 脳 陣15,000件

Standard&Poor・sRegisterofCorporations,DirectorsandExecutives

発 行 所:Standaid&Poor'sCorp.

内 容:米 国 の 株 式 非 公 開35,dOO社 の 役 員 約70,000人 の 情 報

ReferenceBookofCorporateManagement

発 行 所:ア イ ・ア ー ル ・エ ム

内 容:米 国 の 代 表 的 企 業24,000社 の 経 営 者 約300,000件

【海外:各 種 産 業情 報 】

マ レ ー シ ア の 建 築 業 界 の ダ イ レ ク ト リー

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ー ズ

内 容:建 設 業 者,エ ン ジ ニ ア,住 宅 開 発 会 社. 資材供給会社,建 築家

●

■

,

化学産業名鑑 紳士 録付

発 行 所 イ ン フ ・ メ ー シ ・ ン リサ ー チ ・ 一 ズ

内容 三ヨー ロ ッパ と先 進 諸 国 の化 学 ・プ ラス チ ッ ク合 成 ゴ ムの 主 要 企 業 及 び 業 界 紳

士録

川竃

即

ん

)
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冊子体4

西 独 の 医 療 機 械 業 者 名 鑑

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リ サ ー チ ャ ー ズ

内 容:西 独 の 医 療 機 械,器 具,装 置,ME機 器 類 の メ ー カ ー .サ プ ラ イ ヤ ー,輸 出 業

者25,000社

米 国 医 薬 品 業 者 の ダ イ レク ト リー

発 行 所:イ ンフ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ーズ

内 容:米 国の 医 薬 業 界 の 人 名,会 社,広 告 代 理店

米 国 医 薬 品 製品 ・関 連 業 者 ダ イ レ ク ト リー

発 行 所:イ シ フ ォメ ー シ ョ ン リサ ー チ ャー ズ

内容:米 国 の 医療 関 連 企 業,人 名,広 告 代 理 店

コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ ト主 要 コ ン サ ル タ ン ト名 鑑

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ー ズ

内 容:ソ フ トウ ェ ア コ ン サ ル タ ン ト12,500件

韓国 財界人士録

発行所:全 国経済人連合会

【海外:官 公庁 職員情 報 】

連 邦 政 府 の 諸官 庁 電 話帳 兼 職員 録

発 行 所:イ ンフ ォメ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ーズ

内容:連 邦政 府 の主 要 省 ・庁 内 に 置 か れ て い る諸 官 庁 の 電 話 帳3.000件 の 専門 家

ひ
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●

▲

、

●

,

,

WorldwideGovermentDirectory

発 行 所:ア イ ・ア ール ・エム

内容:外 国 の 閣僚 及 び 政 府 機関 高 官,

【海 外:研 究 者 ・技 術 者 情 報 】

冊子体5

米国先端技術人名 録

国 連.OECO.NATO.OPEC.等 国 際 機 関 高 級 幹 部

発 行 所:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リサ ー チ ャ ー ズ

内 容:エ ン ジ ニ ア,科 学 者 及 び 技 術 マ ネ ー ジ ャ ー26.700人

海外 日本研究機関 におけ る研究者要覧

発 行 所:福 岡 ユ ネ ス コ協会

内容:世 界 各 国 に お け る,日 本研 究 を 専 門 とす る研究 機 関 お よ び研 究 者 の 総 覧 。 研

究 機 関 名,所 在 地,研 究 テ ーマ,研 究 機 関 機 能,代 表 者,主 な研 究 成 果.研

究 員 名 を 掲 載。

Who'sWhoinScienceinEurope

発 行 所:Hodgson

内 容:ヨ ー ロ ッ パ の 自然 科 学 者,医 学 者,農 学 者,

し た 人 名 鑑 。

AmeicanMenandWomenofScience

その他の研究者約5万 件を登載

発 行 所:Bowker

内容:米 国,カ ナ ダの11万 件 にお よ ぷ 自然 科 学 者 と,

動 科 学 の 研究 家 を 登 載。

2万4.000件 の 社 会 科 学 ・行
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DirectoryofAmericanScholars(7thed.)

冊子体6

発 行 所:

内 容:(1)歴 史,(2)英 語 ・演 劇 等,(3)外 国 語 ・言 語 学 等,(4)哲 学 ・宗 教 ・法

律 の4巻 に,'合 わ せ て 約3万9,000件 の 研 究 者 を 登 載 し て い る。

DirectoryofLibraryandlnformationProfessionals

発 行 所:AmericanLibraryAssociation

内 容:約45,000人 の 図 書 館 業 務 や 図 書 学,情 報 学 分 野 の 専 門 家 の 人 物 ・人 材 情 報

Who'swhoinFrontiersofScienceandTechnology

発 行 所:Marquis

Who'swhoinTechnology

発 行 所:ResearchPublications

内 容:ア メ リカ の 科 学 技 術 者 約4万 件 の 人 物 ・人 材 情 報

・・…canMenandW・men・ ・'・ ・ience,Phy・ …1・ndBi・ ・…ca!・ ・ience

発 行 所:JaquesCattellPress

ForensicServicesDirectory

発 行 所:NationaliorensicCenter

内 容:ア メ リカ及 び カ ナ ダの 科 学 技 術 分 野,医 学 分 野 の 専 門家 情 報
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冊子体7

【国 内:一 般 人 物 ・人 材 情 報 】

DM用 ・セールス用見込客名簿 ガイ ド

発 行 所:リ ス ト ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・セ ンター

内容:DM用 ・セ ール ス用 な どに使 用 す る ことの で き る市 場 に 流 通 して い る名 簿 の

情 報 源 。 今 す ぐ使 え る1,500件 の 様 々 な リス トの 内 容 と入 手 先 を わが 国 で 初

め て 明 らか に した 情 報 ガ イ ドで あ る。

現 代 人 物 事 典

発 行 所:朝 日新 聞 社

内 容:1945年 以 降,各 界 で 活 躍 し,話 題 を 賑 わ した 内外 の 人 物 の うち,日 本 人 約

4,000件,外 国人 約3,000件 を 選 ん で,そ れぞ れ の 職 業,経 歴 等 を 解 説 す る。

,
年 間 人 物 情 報 事 典

発 行 所:日 外 ア ソ シ エー ッ

内容:過 去1年 間 に新 聞雑 誌 に 掲 載 され た人 物,つ ま り話題 に な った人 物 の 記 事 を

採 録 し,掲 載 紙 誌.日 付,頁 な ど を示 して い る。

人 事 興 信 録

発 行 所:人 事 興 信 所

内 容:明 治36年 に第1版,1981年 に第31版 を発 行 。 第31版 は上 下2巻 か ら成 り,日

本 人 お よ び在 日外 国 要 人 約11万 名 を 登 載。

、

S

、

日本 紳 士 録

発 行 所:交 詞 社

内容:明 治22年 に第1版,1980年 に第66版 を 発 行。 第66版 に よれ ば,現 代 日本 の 実

業 界,政 界,官 界,教 育 界 その 他 各方 面 で活 躍 中の 人 物 を選 ん で登 載 して い

る。
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冊 子体8

国 立国 会 図 書 館 著 者名 典拠 録

発 行 所:紀 之 國屋 書 店

内容:同 館 開館 以 来,1978年3月 まで に 目録 記入 の標 目 と して 採用 され た 明治 以 来

の 日本人 著 者 名 の 典 拠 フ ァイ ルで あ る。 上 下2冊 に1'O万6,000人 を 収 録 して

い る。

●

'

著作 権 台帳

発 行所:日 本 著 作 権 協 会 、

内容:比 較 的 詳 しい 項 目記 述 の もの を 「上 巻 形 式 」,そ の記 述 を 簡 略 化 した もの を

「下 巻 形 式 」 と呼 び ,継 続 す る2版 で 上 下 を 構 成 す る。 団 体 台帳,外 国 著 作

権 台 帳 が あ る。

講 師 ・専 門 家 情 報 ガ イ ド

発 行 所:日 本 能 率 協会 ・

内容:講 演,セ ミナ ー,研 修 会.原 稿 執 筆 な ど に応 じられ る各 分 野 の 専 門 家 約2.20

0件 を 掲載 。 企 業 の 各 ス タ ッ フ,と くに 教 育 研 修 担 当者 必 携 の 資料 。

●

全 国 高 額納 税 者 名 簿

発 行所:東 京 商 工 リサ ー チ

内容:全 国 の 納 税額 が1,000万 円 を 超 え る高 額 納 税 者 を 完全 収 録 。 氏 名 ・郵 便 番 号

等 を ベ ース に,当 年 ・前 年 の 納 税 額 の 比 率 及 び 職 業を 掲 載 しラ ンキ ン グを 表

示,更 に全国 ラ ンキ ング も付 加 。

全 国 高額 納 税 者 名 簿

発 行 所=帝 国 デ ー タバ ンク

内容:毎 年5月1日,全 国513税 務 署 で 公 示 され る所 得 税 の 確定 申告 に基 づ く納 税

額 が1,000万 円 を 超 え る高 額 納 税 者 デ ー タを,帝 国 デ ー タバ ンク調 査 網 によ

り取 材 。全 国4ブ ロ ッ ク88,306件 を 収 録。

`
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冊子体9

1,000万 円 を こえ る高 額 納 税 者 全 覧

●

'

発行 所:清 文 社

内容:関 東 ・甲 信 越 版,近 畿版,の2版 に分 か れ,地 域 別,金 額順 に.所 得 金 額,

氏 名,住 所 の 記 載 が あ る。 関 東 版,近 畿版 に は巻 末 に50音 順 の索 引が つ い て

い る。

人事興信録

発行 所:人 事 興 信所 、

内容:国 会 議 員,会 社,銀 行 ・団 体 の 役 員 ・部 長 ・官 公 庁 の 局 長 ・部 長 ・都 道府 県

の 部 長 及 び 議 会 正 副議 長,教 授,弁 護 士,医 師,公 認 会 計士,文 芸 ・美 術 ・

音 楽 ・ス ポ ー ツ ・芸 能関 係 者 等,わ が 国 各 界 に活 躍 す る人 物約11万 件 を 収 録 。

サ ンケ イ 日本 紳 士 年 鑑

,
発 行 所:サ ンケ イ新 聞 デ ー タ シス テ ム

内容:著 名 人 全 国20万 件 の 人物 事 典(経 歴.褒 章 ・学 位 論 文 名.主 要 著 作作 品,私

の 信 条,趣 味,家 族,親 戚 な ど)

味 別 な ど)

索 引(50音 別,出 身 地SIJ,出 身 校 別,趣

現代 日本紳士録

発 行 所:東 洋 興 信 所

内容:現 代 日本 の 各 界 首脳,ま た 幹 部 と して 活 躍 して い る 日本 人 と在 日外 国 人約6

万 件 を 収 録 。

・

、

、

・ 日本紳士録

発 行 所:ぎ ょ うせ い

内 容:実 業,政,官 界 等 の 各 分 野,教 育.芸 術 界,

な 人 物12,000件 余 を 収 録 。

その他各方面で活躍す る代表的
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キ ーパ ース ン(朝 日年 鑑 別 冊)

発 行所:朝 日新 聞 社

内 容:全 国 の 著 名人12.000名 を,

冊 子体10

一 般 人 ,皇 室,国 会 議 員,都 道 府 県 に分 け て記 載 。

分 野 別人 名 録

発行 所:読 売 新聞 社

内容:約12,000件 の 著 名 人 を 収 録 。 国 会 議 員,政 治,官 界,経 済,社 会 ,人 文 科学,

自然 科学.文 芸,音 楽,演 劇,ス ポ ー ツ,趣 味,都 道 府 県,外 国 人,学 術,

芸術 会員 の 分 野 に 分 け 記載 。

'日 本 叙 勲 褒章 者 名 鑑

発 行所:日 本 叙 勲 者顕 彰 協会

内容:毎 年 の 賞賜,功 労 概 要.主 要 経 歴,氏 名,年 令,住 所 等 を 記 載 。

東 大 人 名 録

発 行 所:東 大 卒 業 生 名 簿 刊行 会

内容:東 大卒 業 生5万 余名 収 録 。 官 公庁 ・政 府 関 係 機 関 ・国 立 大 学 ・私 立 大 学 ・短

大 ・高 専 ・地 方 公共 団 体 ・各 種 団 体 。

弓

4

人 材 情 報

発行 所:京 都産 業 情 報 セ ンタ ー

内容:中 小 企 業事 業 団 と地 域情 報 セ ンタ ーが 構 築 す る中 小企 業 向 け デ ー タベ ース シ

ス テム の一 環 と して,各 種 講 演 会 等 で 講 師 を 務 め た方 の 人 材 に 関 す る情 報

437件 を収 録 。

●

●
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冊 子体11

著作権者名簿

■

発 行 所:著 作 権 資 料 協 会

内容:日 本 音 楽 著 作 権 協 会 ・日本 文 芸 家 協 会 ・日本 文 芸 著 作 権 保 護 同盟 ・日本 シナ

リオ 作 家 協会 ・日本 放 送 作家 協会 ・日本 演 劇 協 会 ・美 術 著 作 権 連 合 ・日本 写

真 協 会 の8団 体 に属 す る約11.000件 を 収録 。

日本著者名 目録 個人著者名編

発 行 所:口 外 ア ソ シェ ー ッ 、

内容:1977～1986年 まで の10年 間 に,国 内 で刊 行 され た 図 書 の 著 者 名 目録。

【国 内:企 業 ・団 体 職 員 情 報 】

●

帝国銀行会社役員 知名人年鑑
'

発 行 所:帝 国 デ ー タバ ンク

内容:産 業経 済界を中心 に現在,社 会のあ らゆる分 里≠で活躍 して いる全国51万 人の

個 人情 報を網羅 した 日本最大のWHO'SWHO。

役員四季報

発 行 所:東 洋 経 済 新 報 社

内 容:全 上 場 企 業 と生 保,政 府系 金 融 機 関,経 済 団 体 な ど1,880社 を 全 収録 。33.0

00件 の デ ー タ ブ ックで あ る。

,

令 日本の経営 者

発 行 所:時 評 社

内容:一 部 上 場 会 社1,120社 を1冊 に全 収 録。 会 社 の 特 色 と経 営 戦 略 を網 羅 して い

る。 最 新 の 社 長 紳 士録 と会 社 四 季 報 を 兼備 して お り,様 々 な分 野 で 活 用 で き

る。
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会 社 役 員 録

発 行 所:財 界 研究 所

内容:取 締 役 か ら監 査 役,相 談 役 ま で,一 部 ・二 部 上 場 企 業 の全 役 員 紹 介 。

■
馳

ダ イヤ モ ン ド会社 職 員 録(全 上 場 会 社 版)

発行 所:ダ イヤ モ ン ド社

内容:全 上 場 会 社の 役 員,管 理 職 約17万 件 を 収 録 した定 評 あ る人 事 録 。

ダ イ ヤモ ン ド会 社 職員 録

発 行所:ダ イヤモ ン ド社

内容:全 企業 の 中 か ら株 式 非 公 開 の 有力 企 業4,200社 を厳 選 収 録 。 外 資 系 企 業 ,新

聞 ・出版 な ど の マ ス コ ミ関 係 ほ か異 色 会 社を 多数 収 載 。

全 国 有 力 企 業 課 長 リス ト(第1巻)(新 規 事 業 開 発 ・営 業 企 画 ・総 務 担 当 者編)
、

発 行 所:リ ス ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー

内 容:資 本 金5千 万 以 上 の 上 場 ・非 上 場 企 業4,500社 の 部 署 別 課 長 氏 名 を 収 録 して

い る 。 業 種 別 ・部 署 別 ミ ドル マ ネ ー ジ メ ン ト リ ス トで あ る。

全 国 有 力 企 業 課 長 リス ト(第2巻)(マ ーケ テ ィ ング ・開 発 ・人 事 担 当 者 編)

発 行 所:リ ス ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー

内 容:資 本 金5千 万 以 上 の 上 場 ・非 上 場 企 業4,500社 の 部 署 別 課 長 氏 名 を 収 録 し て

い る。 業 種 別 ・部 署 別 ミ ドル ・マ ネ ー ジ メ ン ト リ ス トで あ る
。

全 国有 力 企業 課 長 リス ト(第3巻)(マ ーケ テ ィ ン グ ・開 発 ・人 事 担 当者 編)

■

発 行 所:リ ス ト ・ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ セ ン タ ー

内容:資 本 金5千 万 以 上 の 上 場 ・非 上 場 企 業4,500社 の 部 署 別 課 長 氏 名 を 収 録 して

い る 。 業 種 別 ・部 署 別 ミ ドル ・マ ネ ー ジ メ ン ト リス トで あ る
。
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【国 内:各 種 産 業 】

,

'

●

'

電力人 事

発 行 所:日 本 電 気 協 会

内 容:北 海 道 よ り九 州 ま で の各 電 力 会 社,電 源 開発 な ど関 係 団 体,関 係 官 庁 な ど電

気 事 業 に 携わ る一 般 役 職者 以 上 の 約5万 人 に及 ぶ 人 名 を 名 簿 と して ま とめ た

もの 。

原 子力人名録

発 行 所:日 本 原 子 力産 業 会 議

内 容:わ が 国 の 原 子 力関 係 会 社 ・団 体 等557,国 会 ・政府 機 関 等36.地 方 自治 体.

学 会 ・大 学 等109の,係 長 ク ラ ス以 上の 役 職 者約15,000人 に関 し掲 載 した

もの 。

L

石油産業人住所録

発 行 所:産 業 時 報 社

内容:石 油 元 売,精 製,鉱 業 の全 社 を 中心 に,石 油 化 学 な ど関 連 会 社 の 課 長代 理 以

上の 住 所,電 話 番 号 及 び事 業 所 の 所 在 地 を もれ な く収 録 。 ま た 関 連 諸 団体 の

役職 員,関 係 産 業 の 業 者名,住 所 な どを広 く掲 載 。

会員 名簿

発 行 所:日 本 エル ピーガ ス連 合 会

内 容:都 道 府 県 別 のLPガ ス協 会 の 役 職 員名 簿 を 収録 。

じ

全国薬学技術公務員名簿

発 行 所:薬 事 日報社
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日 本 コ ン ピ ュ ー タ 人 名 録

発 行 所:シ イ産 業 研 究 所

内 容:コ ン ピ ュ ー タ 業 界 を リー ドす る10,000余 件 の パ ー ソ ナ ル デ ー タ 。 ソ フ ト ウ ェ

ア ハ ウ ス,情 報 処 理 サ ー ビ ス 会 社,シ ス テ ム ハ ウ ス,'ハ ー ドメ ー カ,販 売 会

社 の 経 営 者,幹 部 等 を 収 録 対 象 と して い る 。

運 輸 各 界 人 名 要 録

発行 所:交 通 公論 社 、

内容:運 輸 省,JR.大 手 私鉄 な ど の主 要 役 員名,経 歴,学 歴 等 を紹 介 。

物 流 紳士 録

発 行 所:輸 送 経 済新 聞 社

内容:主 要 物 流 専 業社 の部 長.支 店 長以 上 の 人 名 録。 関 係 団 体 名,荷 主,学 者,議

員 名,官 公 庁 の 職 員 名 な ど も載 って い る。

全 国 銀行 職 員 録

発行 所:銀 通

内容:住 所 録 編 は.全 都銀,地 銀,特 殊 銀 行,信 託 銀行 等 の 本 ・支店 所 在 地,電 話

番 号,役 員,局,部,課 長,支 店 長 等 を 掲 載。 紳 士 録 編 は 銀行 人 の 氏 名,出

身 地,学 歴,職 歴 等 を 詳細 に 掲 載 して い る。

生 命 保 険 会 社 役 職 員名 簿

発 行所:保 険毎 日新 聞 社

内容:29会 社.団 体 約8,000人 を リス トア ップ 。 社 名及 び役 職 者,氏 名,郵 便 番 号

等 の記 載 が あ る。 大 蔵 省 銀 行 局 保 険 一 調,二 課,検 査 部,郵 政省 簡 易 保 険 局

や,認 可 を 取 って い る海 外 の 保 険 会 社 等 も掲載 。
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●
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1
'

・

、

民 間 放 送 年 鑑

発 行 所:コ ー ケ ン出 版

内容:約1.500件 の 放 送 関 係 人 名 録 を 収録 。

放 送 作 家 年 鑑

発 行 所:日 本放 送 作 家 協 会

内容:日 本 放 送 作 家 協 会 会 員 の 氏 名,住 所,TEL,

日本弁護士連合会会員名簿

発 行 所:日 本弁 護 士 連 合 会

内容:全 国 の弁 護 士 会 の 会 員, 約13,000人 の 名 簿

代表作等を記載。

冊 子 体15

全 国弁護士大観

発行所:法 律新聞社

大 阪 弁 護 士会 会 員 名 簿

発 行 所:大 阪 弁 護 士 会

会 員 名 簿

発 行 所:日 本 公 認 会 計 士 協 会

内容:日 本 公 認 会 計 士 協 会 の 会 員約9.100件 の 氏 名,事 務所 所 在 地,TEL等 を 地

区 別 に 記 載。

東京 税理士会会員名簿

発 行所:東 京税理士全
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全 国 経 営 コ ンサ ル タ ン ト事 業 協 同 組 合 組 合 員 名 簿

冊子体

発 行所:全 国 経営 コ ンサ ル タ ン ト事 業 協 同組 合

内容:全 国 の 経営 コ ンサ ル タ ン トを 都 道 府県 別 に 掲 載 して い る。 組 合 員 は約480人

o

も

直

日本 イ ンテ リアデ ザ イナ ー協 会 会 員 名 簿

発 行所:日 本 イ ンテ リアデ ザ イナ ー協 会

内容:正 会 員473名 を 中 心 に,名 誉,準 な ど個 人 会 員 に 加 え,賛 助 会員 を 網 羅 。 掲

載 内容 は 勤 務 先,役 職,業 績,活 動,資 格,自 宅 な どを 本 人 写真 と と も に詳

述 。

JIDA会 員 名 簿

発 行所:日 本 イ ンダ ス トリア ル デ ザ イナ ー協 会

内 容:社 団 法 人 日本 イ ン ダス トリアル デ ザ イ ナ ー 協会 所 属 の イ ンダ ス トリア ル デザ

イ ンの フ リー ラ ンス ・デ ザ イ ナ ー,企 業 デ ザ イ ナ ー,デ ザ イ ン教 育 お よ び行

政 関 係 者 な ど・ 約650僻 め 氏 名激 務 先 ・ 自宅 を 掲 載 ・

t

日本 グ ラフ ィッ クデ ザ イ ナ ー 協会 会 員 名

発 行所:日 本 グ ラフ ィ ッ クデ ザ イ ナ ー協 会

内容:都 道府 県 別,50音 順 に,会 員 名 等 が 記載 して あ る。 そ の 他 に,顧 問 ・特 別 会

員 ・顧 問 弁 護 士 ・顧 問 会 計 士 ・役 員 名簿 を 記 載 して あ る。

バ イ オ分 野 別 人 材 マ ップ ・3万 人

発 行所:近 未 来経 営 化 学 研 究 所

内 容:全 国 の バ イ オ分 野 の 関 係 者 を.昭 和55年 か ら新 聞,科 学 雑 誌,各 種 研 究 会,

セ ミナ ー,研 究 所 訪 問 な ど に よ り,過 去7年 間 に わ た って 収録 。

±
,

∀

一122一



冊 子体17

全国漢方名医250選

'

5

)

～

発 行 所:同 成 社

内容:地 域 別 に,医 院 名,住 所,TEL,医 師 名,診 療 日,診 療 時 間,交 通 地 図

等 を記 載 。 医科 学 情 報 セ ンタ ーに よ る。

全国歯科医師名簿

発 行 所:ド ク タ ー ズ フ ァ ミ リー

内容:全 国 の 歯 科 医 師4万 名(開 業 医3万 名,勤 務 医1万 名)を 収 録 。

人
「

【国 内:大 学 職 員 情 報 】

全国大学 職員録

発行 所:廣 潤 社

内容:全 国大 学 並 び に 各省 所 管 大 学 校 の役 職員,教 育 職 員 と大学 院 一 覧.全 大 学 の

教 授 の 氏 名 索 引 を,国 公 立 大 学編,私 立 大 学編 に2分 冊 に して 収録 。

全 国 大 学 主 任 教 授 一 覧

発 行 所:リ ク ル ー トリサ ーチ

内容:全 国 約360大 学 の 大 学 名,所 在 地,就 職 担 当者,学 科 別 主 任 教 授,就 職 担 当

教 授 等 を 記 載 。

全国短大高 専職 員録

発行所:廣 潤 社

内容:全 国短期大学 な らびに高等専門学校の役職員,教 職員を洩れ な く収録 した関

係者必携の職員録。
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【国 内:研 究 者 ・技 術 者 情 報 】

日本 の 研 究 者 ・技 術者

発 行 所:ア イ ピー シー

内容 二化学 関 係約2.500件,電 気 関 係 約1,000件,機 械 関 係 約1.400件,建 設 関係

約350件 の 研 究 者,技 術 者 の 所 属 団 体 名,住 所,研 究 分 野 等 を 記 載 。

研 究 者 ・研 究 課題 総 覧

発 行 所:日 本 学 術 振 興 会

内容:大 学,短 大,高 専,国 立 大 学 共 同 利 用 機 関,民 間 研 究 機 関 等 に所 属 す る研究

者約12万 人 の 氏 名,所 属 機 関 ・職 名,最 終 出身 学 校,取 得 学 位,所 属 学 会 等

を 記載 。

現 代 日本 科 学技 術 者 大 事 典

発 行所:口 外 ア ソ シエ ー ツ

内容:活 躍 中 の 科学 者,技 術者,医 学 者,科 学 技 術 評 論家 等13.000人 を収 録 。

科 学 賞 事 典

発 行所:口 外 ア ソ シエ ー ツ

内 容:国 内 に於 け る456の 賞,5万 人 の 受 賞 者 を網 羅 。 名 称,概 要,主 催 者,選 考

委 員,選 抜方 法,選 考 基 準,賞,賞 金,連 絡 先,受 賞 者 等 を 記 載。

農 林 水産 試験 研 究 者名 簿

発 行所:AOI産 業

内 容:国 立 農 林 水産 試 験 研 究 機 関 の 研 究 者,管 理 者 と農 林 水 産 関 係 の 国立 私 立 大 学

・短 大 の 教授 ,助 教 授,講 師,助 手 の所 属,地 位,氏 名,専 攻(講 座)等 を

掲 載。 収 録人 員19.500件 。 機 関 数520ケ 所 。
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全国大学理工学試験 研究者名簿(国 公立編)

'

▲

●

'

発 行 所:AO1産 業

内容:全 国 国 公 立 大 学 の 理 学 部,工 学 部,理 工学 部,薬 学 部,附 属 研 究 機 関 の教 授

,助 教 授,講 師,助 手 の職 位,氏 名,生 年 月,最 終 校 名 等 を記 載。(農 林 水

産 関 係 は除 く)収 録 人員15,000件 。 機 関 数220ケ 所 。

全国大学理工学部 試験研究者名簿(私 立編)

発 行 所:AOI産 業 ・.

内容:全 国私 立 大 学 の 理 学 部,工 学 部,理 工学 部,薬 学 部,附 属 研 究 機 関 の 教授.

助 教 授,講 師,助 手 の 職 位,氏 名,生 年 月,最 終 校 名 等 を記 載 。(農 林 水産

関 係 は 除 く)収 録 人 員7.600件 。 機 関 数120ケ 所。

t

、

メ

愛 知県 内工 学 系 研 究 者 リス ト 〔No.1〕

発 行所:AOI産 業

内 容:名 古 屋 工 業 大学,豊 橋 技術 科学 大 学 の 研 究 者 約120件 の 大学 名.学 科.役 職

,所 属 学 会,専 門分 野,研 究 テ ー マ,主 な 論 文 を 記 載 。

医科学 研究者名簿

発 行 所:宇 土 社

内 容:全 国 の 薬 学 部,歯 学 部,国 公 私立 研究 所 の 教 授 ・助 教 授 ・講 師 ・研 究 員 な ど

約7,100件 を 収 録 し,独 自の 調 査 に よ る諸 先 生 の現 在 の 主 な"研 究 テ ー マ"

は他 領 域 と併 せ 読 む こ とに よ って,ユ ニ ー クな医 科 学 情 報 誌 とな って い る。

)

医科 学 研 究 者 名 簿

発 行 所:医 学 書 院

内容:医 ・歯 学 研 究 者 約2LOOO人 収録;1.大 学 ～ 研 究 者 名簿.ll.50音 別 名 簿.

m.専 門別 名簿(医 学)の 三部 構 成 。4月 現 在 資 料 で10～11月 発行 。
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歯 学 研 究 者 名鑑

発 行 所:口 腔 保 健 協会

内 容:国 内の 歯科 大 学 ・歯 学 部 ・医 科大 学 口腔 外 科 の 講 師 以 上 の 全 研究 者(約2,0

00件,大 学 別 ・講 座 別 に配 列),臨 床 医 研 究 者(約 .700件)を リス トア ップ

。 日本 の 歯学 研 究 者 な らび に 研究 内容 の 総 覧 が可 能。

日本 技 術士 会 会 員 ・客 員 名 簿

発 行所:日 本 技術 士 会 、

内 容:役 員 ・会員 ・客 員 ・会 社 ・団 体 名 簿 等 を 収録 。 会 員

類,記 載 され て い る。

,客 員 名簿 は業 種 別 に分

,、

q

、

全 国 官 公庁 建 築 技 術者 名 簿

発 行 所:日 本 住 宅 協会

内容:中 央官 庁,政 令 都 市,特 定 行 政 庁,住 宅 供 給 公 社,全 国400余 市 の係 長 以上

の 技術 者 等,官 公 庁 に勤 務 す る建 築 技術 者 の 氏 名,出 身 校.卒 年,生 年,

所 を記 載。

ノ

、

ラテ ン ・ア メ リカ研 究者 名 鑑

発 行 所:ラ テ ン ・ア メ リカ 協会

内容:わ が国 の 各研 究 機 関 等 に所 属 す る各 専 門分 野 の ラテ ン

件 につ い ての 実 態 調 査 を 収 録 。

・ア メ リカ 研 究 者274

'
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【国 内:官 公 庁 ・地 方 自治 体 職 員 情 報 】

}

「?
㌧
,

1
,

官 庁 名 鑑 シ リー ズ

発 行 所:時 報 社

内 容:各 省 全 幹 部 職 員 の入 省 後 の 「主 要 経 歴 」 をす べ て 紹 介 。 主 要 幹 部 の顔 写 真,

官 職 の 英 語 表 示 入 り。 付 録 に は役 職者 一 覧,歴 代 大 臣 ・事 務 次 官 ・官 房 長 氏

名 ・在 任 期 間 一 覧 表,関 係 主 要 団体 住 所 等 を満 載 。

t
'

職員録

発 行所:木 蔵 省印刷局

内容:立 法,行 政,司 法 の 全 分 野 にわ た る国の 機 関,公 共 企 業 体,政 府 関 係 機関 な

らび に地 方公 共 団 体 の 機 構,定 員,係 長 以 上 の 職 位 の 名 称,氏 名 を 掲 げ た公

務 関 係 者 約50万 人 の 職 員 名 簿 。

全 国 官 公 界 名 鑑

発 行 所:同 盟 通 信 社

内容:氏 名50音 順 に,役 職,出 身 地,生 年 月 日,

住 所,電 話 を 掲 載 して い る。

学 歴,経 歴,趣 味,宗 教,家 庭,

、

ト

、

通 産 ハ ン ドブ ッ ク

発 行所:商 工 会館

内 容:通 商 産 業本 省,資 源 エ ネル ギ ー庁,中 小 企業 庁,工 業 技 術 院,特 許庁,試 験

研 究 所,各 通 産 局 は係 長 以 上,出 向者,在 外 勤 務 者,主 要 団 体1,200団 体 の

名 簿 。

自治 省 職 員 録

発 行 所:地 方財 務 協会

内容:自 治 省,消 防庁 の全 職 員お よ び,関 係団 体 の 役 員,職 員 を 登 載 した 名簿 。
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地方 自治講師情報ガ イ ド

発 行所:ぎ ょうせ い

る 有 識 者 を 紹 介 。 講 習 会,

ッ ト,ポ イ ン ト も詳 し く紹 介 。

〈

〆

▲

」
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」

・

A

)

【九 州 地 域:人 物 ・人 材 情 報 】

佐賀県人名鑑

発行所:佐 賀新聞社

熊本人名録

発行所:熊 本 日日新聞社

熊本年鑑

発行所:熊 本年鑑社

内容:熊 本県 内の人名録,官 公庁 ・団体録,会 社録等を収録

九州 ・山口の人脈 経済界

発行所:浪 速社'

ふ る さと紳士録

発行所:宮 崎県労働部商工振興課企業誘致係

県外出郷者名簿

発行所:宮 之 城町役場企画課

善意通訳登録者名 簿

発行所:宮 崎 県商工労働 部観光振興課

内容:宮 崎県 と国際観光 振興会が募集 した通訳者の名簿

鎚

発行所:熊 本県中小企業団体中央会

一129一
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発 明考 案 コ ンク ール 展 受 賞 者 名 簿

発行所:佐 賀県工業試験場総務課

佐賀県技術 リス ト

発行所:佐 賀県工 業試験場総 務課

佐 賀 県技 術 リス ト

発行所:佐 賀県庁企 画開発室

地 域 人 材 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

発 行 所:㊥ 久 留 米 ・鳥 栖 地 域 技 術 振 興 セ ンタ ー

テ クノ人材データバ ンク

発行所:宮 崎県商工労働部商工振興課

内容:宮 崎県出身で3年 以内に県内就職希望の高度技術者

β

.

長 崎 県 研究 開 発 人 材 リス ト

発 行所:⑭ ナガ サ キ ・テ クノ ポ リス財 団

福 岡 県 技術 ア ドバ イザ ー

発行所:福 岡県福岡工業試験場

人

、
▲

}
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デ ー タ ベ ー ス ・セ ン タ ー 構 成 案

、
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1期

14イ ンチ

カ ラーCRT

1120×750

パ ソコン本体

㎝

メインメモ リ

4MB

内敵)ヴ 刑 ×2

内蔵デ ィスク

詞

ペー ジプ リンタ

(レーザ)

速度;A45枚/分

M4.5改/分

解鍍:4c3cSpi

てげフtントぷ対スク1げ}対応

1200躰

ATr?Tvl'を 使 用

刈
"̀
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n,田 期.

ハー ドウェア構成

ミニコン本体

CPU:

メインメモ リ

12MB

内蔵出方Fm

内蔵デ ィスク

回線サポー ト×4

14イガモノ如 ㎝

24Fワ5

レーイ→トムナリカ

乾式電 子写 真方式

111RL!/「分pmCOclpi

－133－

JYフクアフプbセヲ}・}fr

Q
1aonB/りhル

JISキ ー手 ド
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委託発

禁 無 断 転 載

平成2年

財団法人 デー タベース振興セ ンター

東京都港区浜松町二丁目4番1号

世界貿易センター ピル7階

TELO3-459-8581

財団法人 九州産業技術センター

福岡市博多区博多駅東二丁目17番5号

モ リメンビル6階

TELO92-411-7391

株式会社 富士印刷社

福岡市東区箱崎ふ頭六丁目4-4

TELO92--641-5131
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